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巻頭図版１

１．第２面全景（北西から）





巻頭図版２

２．調査区東壁北西部土層（南から）

３．SD009（南東から）





巻頭図版３

４．SK222（北東から）

５．SK002 出土遺物





序

　玄界灘に面して広がる福岡市は、古くから大陸との玄関口として発展し、市内には多く

の歴史遺産が存在します。これらは私たちの暮らしに潤いを与え、豊かな生活環境を作り

出しています。

　その一方で、毎年新しい開発事業が数多く手がけられ、都市発展の代償として貴重な遺

跡の一部が失われるという厳しい現実があります。本市ではこれらの遺跡については事前

に発掘調査を行い、先人の足跡を後世に残せるよう、その記録保存に努めています。

　本書はホテル建設事業に伴う博多遺跡群第216次調査の成果を報告するものです。今回

の調査では、中世から近世にかけての居住域や埋め立て・整地跡、鋳造や鍛冶に関連する

遺構・遺物を調査することができました。この調査の成果は、国際貿易都市として栄えた

博多の歴史を明らかにする上で貴重な資料になることが期待されます。

　本書が文化財保護へのご理解とご協力を得られる一助となるとともに、学術研究の資料

としてご活用頂けましたら幸いに存じます。

　最後になりましたが、発掘調査から本書の刊行に至るまで、株式会社プレサンスコーポ

レーション様をはじめとする多くの方々のご理解とご協力を賜りました。ここに心より謝

意を表します。

令和３(2021)年　３月25日

　　福岡市教育委員会

教育長　星子　明夫



例言・凡例

１�．本書は、ホテル建設事業に伴い、福岡市教育委員会が平成29（2017）年10月10日から平成30（2018）年

３月30日にかけて実施した博多遺跡群第216次調査（福岡市博多区上川端町247番）の発掘調査報告書であ

る。発掘調査および整理報告書作成は、民間受託事業として実施した。

２．本書作成における作業分担は以下の通りである。

　　遺 構 実 測� 板倉有大、西田尚史　　

　　遺構写真撮影� 板倉

　　遺 物 実 測　�土器・土製品：野口聡子、山本麻里子、平川敬冶、大庭友子、中原三栄子、板倉

� 石器・石製品：板倉、大庭

� 金属器・金属製品：板倉

� ガラス製品：板倉

� 金属器生産関係遺物：野口、山本（麻）、板倉、山本晃平（埋蔵文化財課）

　　遺物Ｘ線撮影　藤崎彩乃（埋蔵文化財センター）

　　遺物写真撮影　板倉、比佐陽一郎（文化財活用課）

　　ト レ ー ス� 野口、山本（麻）、熊埜御堂和香子、板倉

　　執　　　　筆� 第Ⅰ～Ⅳ章・Ⅵ章　板倉

� 第Ⅴ章第１節　株式会社古環境研究所

� 　　　第２節　比佐

� 　　　第３節　山本（晃）

　　編　　　　集　板倉

３．本書に使用した方位は磁北である。磁北は本地域では真北に対し７°19′西偏する。

４�．遺構略号は、SB（掘立柱建物）、SP（柱穴・ピット）、SK（土坑）、SE（井戸）、SL（鍛冶炉）、SD（溝）、SX（落

ち込み、包含層等）とする。遺構番号は種類に関係なく連番とした。

５．報告後の遺物・写真・図面の管理は、福岡市埋蔵文化財センターで行う予定である。

６．その他調査に関わる基本情報は下表の通りである。

遺跡名 博多遺跡群 調査次数 216 次 遺跡略号 HKT-216

調査番号 1723 分布地図図幅名 天神 49 遺跡登録番号 0121

対象地面積 785.02 ㎡ 調査対象面積 400 ㎡ 調査面積 392 ㎡

調査期間 平成 29 年 10 月 10 日～平成 30 年３月 30 日 事前審査番号 29-2-144

調査地 福岡市博多区上川端町 247 番



本文目次

第Ⅰ章　発掘調査の経緯

　　　第１節　調査に至る経緯……………………………………………………��1

　　　第２節　調査の組織…………………………………………………………��1

第Ⅱ章　遺跡の位置と環境…………………………………………………………��3

第Ⅲ章　調査の方法と経過…………………………………………………………��5

第Ⅳ章　調査の成果　

　　　第１節　調査成果の概要……………………………………………………��7

　　　第２節　第１面の調査………………………………………………………��7

　　　第３節　第２面の調査………………………………………………………�35

　　　第４節　第３面の調査………………………………………………………�65

第Ⅴ章　自然科学分析�

　　　第１節　貝類・動物遺存体…………………………………………………�89

　　　第２節　ガラス製品…………………………………………………………�95

　　　第３節　金属器生産関係遺構・遺物………………………………………�98

第Ⅵ章　総括…………………………………………………………………………106

挿図目次�

2

4

6

8

折り込み

9

10

11

13

15

16

17

18

19

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

66

67

68

69

70

…………

……………

……

………………………

����������������������　��　……………

…………………………

…………………………………

…………

…………………………………

……………………………

……

…………

………………

…………………………………………

…………………………………………

……………………�

����������������……………………………

…………………………………………

………………………………………

…………………………………………

………………………

………………

………………………

………………………………………

………………

…

…………………

……………

……………………………

………………………

………

……

…………

………

………………………………………

………………………

…………

……………………………

……………………………

……………………………

第１図　博多遺跡群と周辺の遺跡(1/50,000)�

第２図　博多遺跡群の既往調査区(1/6,000）

第３図　工事計画地と調査区および区割り(1/500)

第４図　第１面遺構全体図(1/100)

第５図　調査区壁面土層実測図(1/80)�　　　

第６図　SL048周辺実測図(1/40)��

第７図　SL049・050・045・056・087・085・086実測図(1/20)��

第８図　�SL048・SP018・021・SK028・SL045出土土器実

測図（1/3、1/4）�

第９図　�SK041・003・060・040・024・029・014�実測図（1/40）

第10図　SK007・020・019・033実測図（1/40）�

第11図　�SK230・228・101・010・062・023・057・035�実測図（1/40）

第12図　�SK014・007・020・023・035出土土器・土製品実

測図(1/3、1/4)

第13図　SK002実測図（1/40）� �

第14図　SK002出土土器実測図（1/3、1/4、1/8）� �

第15図　SE017・012・026・005実測図（1/40）

第16図　SE004・027・006実測図（1/40）

第17図　�SE017・026・005・027出土遺物実測図(1/3、

1/4、1/5)

第18図　�SK031・SE004・006出土遺物実測図(1/2、1/3、

1/4、1/5)

第19図　�SE026・005・004・006・SK031・SD009・整地層

出土遺物実測図（1/3、1/4）

第20図　SD009実測図（1/40）

第21図　SX008・034・整地層出土遺物実測図(1/2、1/3)

第22図　�第１面出土石器・石製品実測図（1/1、1/2、

1/3、1/4）

第23図　�第１面出土金属製品実測図およびX線画像

(1/1、1/2)

第24図　�第１面出土金属器生産関係遺物実測図（1/3、

1/4、1/5）

第25図　第２面遺構全体図(1/100)

第26図　�SK233・232・234・088・082・083・084実測図（1/40）

第27図　SX054・100・090実測図（1/20）

第28図　SK089・025実測図（1/30）

第29図　�SK233・025・090・089、SX100・091・069実測図

（1/3、1/4）

第30図　SX061・055・099実測図（1/40）

第31図　SX061出土遺物実測図１（1/2、1/3、1/4）

第32図　SX061出土遺物実測図２（1/3）

第33図　SX099出土遺物実測図（1/3、1/4）

第34図　SX307実測図（1/40）

第35図　SD231・235実測図（1/40）

第36図　SD231・235出土遺物実測図（1/3、1/4）

第37図　�SK234・SX061・SD231・第２面下層出土遺物実測図（1/3）

第38図　第２面下層出土遺物実測図１（1/2、1/3）�

第39図　第２面下層出土遺物実測図２（1/4）�

第40図　第２面出土石器・石製品実測図１（1/2、1/3、1/4）�

第41図　第２面出土石器・石製品実測図２（1/2、1/3、1/4）�

第42図　第２面出土石器・石製品実測図３（1/2）

第43図　�第２面出土金属製品実測図およびX線画像

（1/1、1/2）�

第44図　第２面下層出土金属器生産関係遺物実測図１（1/4）�

第45図　第２面下層出土金属器生産関係遺物実測図２（1/4）�

第46図　第２面下層出土金属器生産関係遺物実測図３（1/4）�

第47図　第２面下層出土金属器生産関係遺物実測図４（1/4）�

第48図　第３面遺構全体図(1/100)�

第49図　第２・３面の溝と掘立柱建物（1/100）�

第50図　SB308実測図（1/80）�

第51図　SB309実測図（1/80）�

第52図　SB310実測図（1/80）



第１表　第１面出土土器・土製品� �31

第２表　第１面出土石器・石製品� �32

第３表　第１面出土金属関係遺物出土遺構� �33

第４表　第２面出土土器・土製品� �59

第５表　第２面出土石器・石製品� �61

第６表　第２面出土金属関係遺物出土遺構� �63

第７表　第３面出土土器・土製品� �83

第８表　第３面出土石器・石製品� �85

第９表　第３面出土金属関係遺物出土遺構� �86

第10表　出土金属製品� �88

第11表　出土貝類・動物遺存体同定結果� �90

第12表　出土ガラス製品� �96

第13表　金属器生産関係遺物の材質分析結果� 103

（1/1、1/2）

第62図　第３面出土金属器生産関係遺物実測図（1/4）

第63図　�第３面出土金属器生産関係遺物および土製品実

測図（1/2、1/3、1/4）

第64図　第１～３面出土ガラス製品実測図（1/1）� �

第65図　出土ガラス製品の蛍光X線・X線回析分析結果

第66図　第85次調査出土羽口および小型炉復元図

第67図　金属器生産関係遺物の蛍光X線分析結果１

第68図　金属器生産関係遺物の蛍光X線分析結果２

第53図　第３面SP出土遺物実測図１（1/2、1/3、1/4）

第54図　第３面SP出土遺物実測図２（1/3）

第55図　�SK267・239・244・253・264・103・141・142・

144実測図（1/30）�

第56図　SK165・222・146・167・102・118実測図（1/30）��

第57図　第３面SK・SX出土遺物実測図(1/3、1/4)��

第58図　SX158出土遺物実測図（1/3、1/4）

第59図　SD・第３面上出土遺物実測図（1/2、1/3、1/4）�

第60図　第３面出土石器・石製品実測図（1/2、1/3）�

第61図　�第３面出土金属製品実測図およびX線画像

……………

………………………………

……

……………

…

………………………………………

…

…………………………

……

……

……

……

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

97

102

104

105

表目次

…………………………

…………………………

………………

…………………………

…………………………

………………

…………………………

…………………………

………………

……………………………………

………………

…………………………………

…………

図版目次

巻頭図版１　１．第２面全景（北西から）

巻頭図版２　２．調査区東壁北西部土層（南から）

　　　　　　３．SD009（南東から）

巻頭図版３　４．SK222（北東から）

　　　　　　５．SK002出土遺物

図�版１　１．調査区東壁西北側土層（南西から）　２．調査区東

壁中央土層（南西から）３．調査区東壁南東側土層（南西から）

図�版２　１．調査区西壁南西側土層（北東から）　２．調査区西

壁中央土層（北東から）　３．調査区西壁北西側土層（北東から）

図�版３　１．調査区北壁土層（南東から）２．調査区南壁土

層（西から）　３．第３面下層確認

図�版４　１．第１面全景（北東から）　２．第1面全景（南東から）

図�版５　１．SL048ほか（北西から）　２．SL048南北土層（南

西から）　３．SL048炉底（北西から）　４．SL048炉底塊

図�版６　１．SL050断ち割り（北から）　２．SL045・SP046（北

東から）　３．SL045断ち割り（北東から）　４．SL056断ち割

り（北西から）　５．SL087断ち割り（北西から）　６．SL085

（南東から）　７．SL086（西から）　８．SP229（南東から）

図�版７　１．SK060（南東から）　２．SK040（南東から）　３．SK024

（北西から）　４．SK014（北西から）　５．SK007（北西から）　６．

SK020（南東から）　７．SK062（南東から）　８．SK035（北西から）

図�版８　１．SE017（南西から）　２．SE017（南から）　

３．SE026（南西から）　４．SE012（北から）　５．SE005

（南西から）　６．SE005下層（南西から）　７．SE004・

SK019・031（南東から）　８．SE004（北から）

図�版９　１．SE027（西から）　２．SE027（東から）　３．SE006

（南東から）　４．SK010（南西から）　５．SD009（南西から）

図�版10　�１．３～12区第２面全景（北東から）　２．１・２区

第２面全景（北東から）　３．SD235（南東から）

図�版11　�１．SK089（南東から）　２．SK089土層（南東から）

　３．SX054（北西から）　４．SX100遺物出土（北から）

図�版12　１．SK233（北東から）　２．SK232（南東から）　３．

SK088（北東から）　４．SK082（北西から）　５．SK083（南

東から）　６．SX095（南東から）　７．SX099木質遺物出土

（北西から）　８．第２面下層12区銅堆積（南西から）

図�版13　１．SX055土層（南東から）　２．SX061土層（南

東から）　３．SX061ベルト下出土漆器（南東から）　４．

SX058（北西から）

図�版14　�１．３～12区第３面全景（北東から）　２．１・２区

第3面全景（北東から）

図�版15　１．SB310（北東から）　２．SX158（北東から）　３．

SK145土器出土（南西から）

図�版16　１．SK267（南東から）２．SK103（南東から）３．

SK165（北東から）４．SK146（南東から）５．SK118（北西

から）６．SX161（南西から）７．SD119（北西から）８．９

区第２面下層出土銅銭（南東から）

図版17　出土遺物１

図版18　出土遺物２

図版19　出土遺物３

図版20　出土遺物４

図版21　出土遺物５

図版22　出土遺物６

図版23　出土遺物７

図版24　出土ガラス製品

図版25　出土貝類・動物遺存体１

図版26　出土貝類・動物遺存体２�
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第Ⅰ章　発掘調査の経緯

第１節　調査に至る経緯

福岡市は、土地に埋蔵されている文化財（以下「埋蔵文化財」という）の保存と活用を図るため、

各開発関係機関の協力のもと、事業区域内における埋蔵文化財の取り扱いについて調整を行っている。

株式会社プレサンスコーポレーションは、平成29（2017）年5月19日付でホテル建設に係る「埋蔵

文化財の有無について（照会）」を福岡市教育委員会に提出した（事前審査番号29-2-144）。福岡市

埋蔵文化財課は、平成29（2017）年6月29日に計画範囲における埋蔵文化財の確認調査を行った（試

掘番号29-78）。その結果、GL-160㎝以下で埋蔵文化財を確認し、埋蔵文化財への影響を避けられな

い計画範囲については発掘調査が必要と回答した（経埋第884号）。その後、埋蔵文化財の保存につい

て協議を行い、工事の影響を避けられない範囲については、市が発掘調査を行うこととなった。

第216次調査は、平成29（2017）年10月10日から平成30（2018）年3月30日まで発掘作業を行い、

平成30（2018）年度から令和2（2020）年度まで整理作業を行った。発掘・整理作業の過程では、株

式会社プレサンスコーポレーションをはじめとした関係各位のご理解・ご協力を頂いた。記して感謝

したい。

第２節　調査の組織

　発掘の調査・整理報告にあたっての組織は以下の通りである。

　調査委託　　株式会社プレサンスコーポレーション

　調査主体　　福岡市教育委員会（発掘作業：平成29年度、整理報告作業：平成30～令和2年度）

　総　　括　　埋蔵文化財課　課長　常松幹雄（平成29年度）　大庭康時（平成30年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　菅波正人（令和元・2年度）

　　　　　　　調査第 1 係　係長　吉武　学

　調　　整　　事前審査係　係長　本田浩二郎

　　　　　　　　　　　　　主任文化財主事　池田祐司（平成29年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田上勇一郎（平成30～令和 2年度）

　　　　　　　　　　　　　係員　中尾祐太（平成29年度）　朝岡俊也（平成30・令和元年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　山本晃平（令和 2年度）

　庶　　務　　文化財活用課　管理調整係　係長　藤　克己（平成29～令和元年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大森秋子（令和 2年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　係員　松原加奈枝

　発掘・整理担当　　調査第 1係　係員　板倉有大（令和元年度からは埋蔵文化財センター運営係）

（平成29年度）

　作　　業　　発掘作業員約22名　西田尚史（福岡大学大学院生）

（平成30～令和 2年度）

　作　　業　　三宅恵子　立山睦彦（平成30・令和 2年度）

　　　　　　　武田祐子　福松智子　鈴木諄子（平成31・令和元年度）　

　協　　力　　加藤良彦　佐藤浩司
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第１図�　博多遺跡群と周辺の遺跡（S=1/50,000）

0 1km 
地形図は国土地理院技術資料（デジタル標高地形図 D• 1 No. 463)をもとに作成 1 l l l l | | 

1．博多遺跡群 2. 元寇防塁 3. 鳥飼遺跡 4．幅岡城跡 5. 福岡城下町遺跡 6. 舞鶴遺跡 7.住吉神社遺跡

8.堅粕遺跡 9.吉塚遺跡 10.吉塚祝町遺跡 11.吉塚本町遺跡 12.箱崎遺跡 13.顕孝寺遺跡

14.多々良込田遺跡 15. 別府遺跡 16. 田島小松浦遺跡 17. 田島A遺跡 18. 田島B遺跡 19. 友泉亭公園

20. カルメル修道院遺跡 21. 神松寺遺跡 22. 長尾遺跡 23. 平尾山荘 24. 寺塚A古墳群 25.中村町遺跡

26. 野間B遺跡 27.三宅遺跡群 28. 大橋 E遺跡 29. 塩原遺跡 30.比恵遺跡群 31. 山主遣跡 32.那珂遺跡群

33.東那珂遺跡 34.那珂君休遺跡 35.五十）1|遺跡 36.諸岡 A遺跡 37.諸岡 B遺跡 38.板付遺跡 39.高畑遺跡

40.井尻 B遺跡 41.惟原遺跡 42.二筑遺跡 43.麦野 A遺跡 44.東比恵三丁目遺跡 45. J:::牟田遺跡

46.席田青木遺跡 47.雀居遺跡 48.席田平尾遺跡 49.下月隈 D遺跡 50.中尾遺跡 51.久保園遺跡

52.席田大谷遺跡（赤穂ノ浦） 53.宝満尾遺跡 54.下月隈c遺跡 55.立花寺 B遺跡
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第Ⅱ章　遺跡の位置と環境

　博多遺跡群は福岡平野の北西部に位置し、南西に鴻巣山山系の丘陵部、南東に砂丘後背湿地および

阿蘇４火砕流堆積物からなる中位段丘、北東に立花山・城ノ越山山系の丘陵部、北西に博多湾と志賀

島を望む。216次調査の標高は現地表面で約４m（遺構面は標高約1.7～2.7m）を測り、遺跡の地山

は砂・シルトで、西側を北流する那珂川と東側を北流する御笠川の氾濫原内砂丘上に形成されている。

博多湾沿岸には多くの遺跡があり、箱崎、吉塚、堅粕、博多、福岡城跡（鴻臚館跡）などの遺跡群は、

古代から近世にかけての中心地となる（第１図）。以下、歴史的環境について時代ごとに概要を示す。

�

旧石器時代　現在の博多湾は、最終間氷期（約10万年前）以降はほぼ陸域となり、後氷期の海水準上

昇で博多湾が形成されるのが約8,000年前以降とされる。後期旧石器時代は、板付、麦野A、諸岡B、

久保園、井尻B、比恵、笹原、高畑、那珂、五十川、田島Bなどの遺跡で、台形様石器、ナイフ形石器、

剥片尖頭器、角錐状石器、細石刃核ほか石核・剥片が出土している。

縄文時代　博多湾シルトのボーリング調査による縄文海進最盛期（約6,000～5,000年前）の最大海

域の復元では、比恵遺跡群や雀居遺跡の前面まで遠浅の海が広がっていたと推定される。その後、海

退および湿地の前進による陸地化が進み、沿岸に海浜性の砂層（箱崎砂層）が形成されるのは3,000

～4,000年前とされる。博多遺跡群周辺で縄文時代のまとまった遺構・遺物の確認はなく、後・晩期

に、より内陸山側の中村町遺跡などで集落遺跡が形成される。

弥生時代　国内に先駆けて、板付、諸岡、那珂、五十川、下月隈Ｃなどの遺跡に農耕集落・墓地が形

成され、弥生文化が始まる。中期以降は、板付田端、諸岡、金隈、須玖岡本Ｄ地点、宝満尾遺跡など

の厚葬墓、久保園遺跡の大型建物などが出現し、中国の史書に記録された「奴国」の様相を示している。

博多遺跡群では、中期以降の遺構を確認できる。

古墳時代　弥生時代の社会基盤をもとに、各地方勢力どうしが相互に影響を与え始め、古墳築造に象

徴される社会階層化が顕著となる。比恵遺跡群、那珂遺跡群では、近畿の庄内・布留系土器をはじめ

とした様々な地域の土器が遺跡から出土し、道路状遺構を中心として墓域・集落が形成される。博多

遺跡群では、方形周溝墓や前方後円墳などの墳墓が築造されるとともに、初期の鍛冶関連遺物がまと

まって出土している。また、比恵遺跡群、那珂遺跡群では６世紀後半の大型建物群が確認され、博多

湾岸に設置されたとされる那津官家に関連する施設と考えられている。那珂遺跡群では、初期瓦など

も出土し、律令体制成立に向けた胎動がみられる。

古代　７世紀後半には大宰府の外交施設として筑紫館・鴻臚館が設置される。博多遺跡群でも官衙的

性格を持つ遺構・遺物が確認されている。高畑、雀居、下月隈Ｃなどの遺跡で、８～９世紀前半の墨

書土器や木簡、官道や水田が確認される。大宰府と博多湾（鴻臚館、博多）をつなぐ地域に古代官道

が整備され、官衙など公的機関の管理体制下に沿線の開発が進むと考えられる。

中世・近世　国内有数の中世都市遺跡である博多遺跡群のほか、住吉神社、吉塚祝町、箱崎、山王、

比恵、那珂、五十川、諸岡Ｂ、板付、麦野Ａ、席田青木、下月隈Ｃ、立花寺Ｂ、大橋Ｅなどの遺跡で

中世・近世集落が展開する。戦国時代には、博多の利権をめぐって、戦国大名の大内氏、大友氏など

が博多に入り、関連の武家諸氏が博多周辺に居住したと考えられる。天正15（1587）年の豊臣秀吉に

よる九州平定以降、小早川氏、黒田氏が筑前国に転封され、博多の復興・整備が進められた。

参考文献：福岡市史編集委員会編（2013）『自然と遺跡からみた福岡の歴史』福岡市
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第２図　博多遺跡群の既往調査区（1/6,000）　
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砂丘範囲の復元 (12世紀前半。薄いアミ）と既往調査区（濃いアミ）は本田浩二郎氏作成。数字は調査次数。
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第Ⅲ章　調査の方法と経過

　博多遺跡群第216次調査区は、福岡市文化財分布地図上の博多遺跡群においては中央北西端に位置

する（第２図）。本調査区は、北隣で49次調査が行われており、検出遺構・遺物がある程度予測でき

る状況にあった（第２・３図）。平成29年10月１日から調査の準備が開始された。

（発掘作業）

　本調査区の条件整備等の協議では、事前の土止め工事ができず、開放掘削することとなっていた。

隣接地には木造建物もあり、調査掘削による影響を生じさせないために、調査区のアスファルト舗装

を約２ｍ幅で残し、そこから45度の法面角度で第１面まで重機で掘削した。第１面までの表土は事業

者側で場外搬出し、第１面以下掘削の排出土は場内仮置きとなった。そのため、第２・３面は、調査

区を北側と南側の２区に分けて調査を行った。

　調査区内は、調査区の形状に合わせて４×５ｍグリッド12区画を設定した（第３図）。近隣道路に

設置された４級基準点をもとに国土座標（世界測地系）と標高値を与えた。調査写真は、35mm判と6

×7cm判のモノクロおよびリバーサルフィルム、デジタルカメラ(NiconD5000、他コンパクトデジタ

ルカメラ)で撮影した。全景写真は、高所作業車を使用して撮影した。実測図の縮尺は、1/10・1/20

遺構実測図、1/20土層実測図とした。土層注記は、新版標準土色帖（農林水産省農林水産技術会議事

務局監修）をもとに担当者の肉眼観察で行った。

　遺構番号は、記録をとった順に通し番号と仮の遺構略号を付け、整理・報告の過程で、遺構略号を

決定した。出土遺物は調査期間内に現場で洗い終わらなかったため、調査終了後に埋蔵文化財課室見

整理室敷地内で洗浄・乾燥作業を行った。遺構埋土の一部は調査担当者が現場で採取し、洗浄して動

植物遺体や鍛造剥片、粒状滓などを抽出した。なお、近世・近代遺構の遺物のうち、瓦、土師質土器類、

鉄滓などは、現場で洗浄し、必要と判断したものだけを採取した。

（整理作業）

　平成31年４月から早良区室見の整理室で整理作業を開始した。令和元年度に整理室が中央区舞鶴に

移転した。遺物は、土器、石器、金属器、金属器生産関係遺物（炉壁・滓・羽口・坩堝・鋳型）、ガ

ラス製品、木質遺物、自然遺物に分類して整理作業を進めた。土器は最も多量に出土し、報告資料の

抽出は最低限のものとした（図化遺物約20箱、未図化遺物約250箱）。近世陶磁器の多くは図化して

いない（巻頭図版3-5、図版17-1～3）。石器は全資料の一覧を作成し（第２・５・８表）、一部を図

化報告した。石材判定はネオジム磁石による磁性確認と雀居遺跡第18次調査報告の岩石薄片作成鑑定

結果（株式会社古環境研究所2020）をもとに担当者の肉眼観察で行った。金属器生産関係遺物は、遺

構ごとの一覧表を作成し（第３・６・９表）、一部を図化報告した。金属器は全資料に対してＸ線写真

撮影を行った。金属器生産関係遺物は、一部について波長分散型蛍光Ｘ線分析装置による材質調査を

行った（第Ⅴ章第３節）。多量に出土した鉄滓については詳細な検討を行えなかった。ガラス製品は

玉類の材質調査を行った（第Ⅴ章第２節）。Ｘ線写真撮影、材質分析等は福岡市埋蔵文化財センター

で行った。出土骨貝類の自然科学分析・報告は、株式会社古環境研究所に委託した(第Ⅴ章第１節)。

　遺構図面作成およびトレースの一部は、図面編集ソフト（株式会社CUBIC「トレースくん」、アドビ

システムズ株式会社「Adobe�Illustrator」）を使用した。

　出土遺物の評価については、下記文献（五十音順）を参考とした。

伊藤　晃（1995）「中世陶器：備前」中世土器研究会編『概説中世の土器・陶磁器』、pp.412-424、真陽社

扇浦正義（2000）「現川」『九州陶磁の編年』、pp.304-309、九州近世陶磁学会
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網掛け範囲が工事計画地。座標は平面直角座標系第２系（世界測地系）（（）内は日本測地系座標）

0 10ｍ

株式会社古環境研究所（2020）「岩石」福岡市教育委員会編『雀居14』（福岡市埋蔵文化財調査報告書第1338集）、

pp.230-233、福岡市教育委員会、福岡

坂詰秀一編（1986）『出土渡来銭―中世―』ニュー・サイエンス社

太宰府市教育委員会編（2000）『大宰府条坊跡ⅩⅤ―陶磁器分類編―』（太宰府市の文化財第49集）

田中克子（2011）「博多遺跡群出土の中国陶磁器と対外貿易」『博多研究会誌・20周年記念特別号』、pp.57-77

田中克子・佐藤一郎（2008）「貿易陶磁器の推移」大庭康時・佐伯弘次・菅波正人・田上勇一郎編『中世都市・

博多を掘る』、pp.112-131、海鳥社、福岡

永井久美男編（1994）『中世の出土銭』兵庫埋蔵銭調査会

藤澤良佑（1995）「中世陶器：古瀬戸」中世土器研究会編『概説中世の土器・陶磁器』、pp.367-382、真陽社

山本信夫（1990）「統計上の土器―歴史時代土師器の編年研究によせて―」乙益重隆先生古稀記念論文集刊行会

編『九州上代文化論集』、pp.349-386、熊本

山本信夫・山村信榮（1997）「中世食器の地域性：九州・南西諸島」『国立歴史民俗博物館研究報告』第71集、

pp.237-310

／ 

| 9 9 9,  1 | 
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第Ⅳ章　調査の成果

第１節　調査の概要

　第216次調査の遺構検出面は、表土を除去した最上層の遺構面（第１面）、第１面を掘り下げて、下

層の遺構を検出した面（第２面）、第２面を掘り下げて砂層上で遺構を検出した面（第３面）を設定

した。第３面下層は、標高約１mが帯水層となっており、それ以下の層を所与の期間内で調査するこ

とはできなかった。第３面下層は砂とシルトの互層堆積となっており、一部をバックホウで掘り下げ

たところ、約1.5m下まで遺物小片を含む河成堆積層となっていた（図版3-3）。

　第１面は15世紀後半～18世紀の遺構が主体で、一部に近代まで下がるものがある。調査区の南東

側（7～12区）に井戸や大型方形土坑が集中し、小型円形炉跡（鍛冶炉）が調査区のほぼ中央に並ん

で検出された。調査区南端のSL048では他の鍛冶炉とは性質が異なる長方形炉底塊が確認された。調

査区の中央西端では建物基礎と考えられる、人頭大礫を充填した方形溝SD009が検出された。

　第２面は第１面で検出されなかった近世の遺構や、15世紀代の埋め立てに関係すると考えられる溝

や堆積土が確認された。堆積土からは、「櫛田宮」銘鬼瓦、ミニチュア製品、線刻石製品、硯、銅製

仏具、銅製品生産関係遺物などが出土した。

　第３面は砂・シルト層上で検出した13・14世紀を中心とする遺構面で、南西方向の流路状の堆積と

掘立柱建物が確認された。調査区中央は、溝SD186が南西方向に流れ、その南側に遺物の集中投棄遺

構SX158、SK222が形成されている。

　本調査の遺物はコンテナケースで、土器類約250箱、石製品類約15箱、金属器類約15箱、金属器生

産関係遺物約150箱が出土した。

第２節　第１面の調査

１．鍛冶炉ほか

　SL048は小型長方形の炉底を持ち、他の円形鍛冶炉とは構造が異なる。小型円形の被熱・硬化面、

炭層を持つSL049ほかは鍛冶炉と考えられ、被熱・硬化面を持たない炭・焼土ピットを伴いながら、

北西―南東方向（地割方向）に4～5m間隔で並ぶ。円形鍛冶炉、SL048ともに同じ場所で少なくとも

２回操業した痕跡が認められる。

SL048（第６図、図版５）　12区で検出した。南側1/3～1/2は調査区外となっている。平面形は不明

瞭だが、約4×3mの範囲に鉄分や焼土、炭を含んだ土がブロック状に堆積しており、SL048構築に関

連する堆積土と考えられる。炉底は少なくとも２回構築されており（B-B’土層１層とC-C’土層３層）、

下面のC-C’炉底は長さ70㎝、幅46㎝の長方形を呈す（遺物として取り上げた炉底塊（24図85）は

長さ70㎝、幅40㎝）。SL048はSL049やSP067、SK052などを切って構築され、SK028や鍛造剥片を含

む堆積土（第６図A-A’土層第２層）に切られる。

出土遺物（第８・24図）　１は下層出土の象嵌青磁の小碗。２は南側サブトレンチ出土の龍泉窯系青

磁碗の底部。胎土は赤褐色で、高台内は露胎。３は下面下層出土の暗赤灰色釉の擂鉢。４は下面下層

出土の土師器小皿。85は下面C-C’の炉底塊。87は炉底下層の浅い凹み（SP067）から出土した断面

方形の羽口。他に鍛造剥片、粒状滓、鉄滓、炉壁、鋳型が出土した。

SP018（第６図、図版５）　12区、SL048北西で検出した。小型楕円形ピットで、長さ70㎝、幅40㎝、

深さ15㎝を測る。被熱礫、鉄滓、ブロック土を含む。SK052を切る。
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調査区北壁土層

１．暗オリーブ褐色砂質粘土　２．オリーブ褐色 2.5Y4/3砂質粘土。赤色ブロック土含む。SX227　

３．にぶい黄褐色 10Y4/3砂質粘土。炭ブロック土含む。しまりやや強い。SK230　４．暗オリーブ褐色砂質粘土。焼土・明黄褐色粘土ブロック含む　

５．暗オリーブ褐色砂質粘土。下層にオリーブ褐色粘土　６．黒褐色粘質砂。鉄滓含む。SP229　７．暗オリーブ褐色砂質粘土　

８．暗灰黄色 2.5Y4/2粘質砂。オリーブ褐色粘土ブロック・炭含む。　９．黒褐色砂質粘土と砂の互層。SD235　10．中・粗砂　11．暗オリーブ褐色砂質粘土　

12．焼土・明黄褐色粘土ブロック　13．暗オリーブ褐色砂質粘土。炭・焼土・褐色土・砂の薄層を含む　

14．暗オリーブ褐色砂質粘土。オリーブ褐色粘土ブロックやや多い。第２面下層堆積　15．暗オリーブ褐色砂質粘土。礫・鉄滓多く含む。SD119　

16．暗オリーブ褐色砂質粘土と黒褐色土・炭・焼土の混土　17．炭・オリーブ褐色砂質粘土の互層。SK239　18．暗オリーブ褐色粘質砂。炭を含む

19．暗オリーブ褐色砂質粘土と黒褐色土・砂の混土。第３面　20．シルト・細砂。地山
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調査区南壁土層

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。径 1㎝炭・焼土含む　２．黄褐色 2.5Y5/4細・中砂　３．黒褐色 10YR2/3砂質粘土。径 1㎝炭・焼土、鍛造剥片含む　

４．黒褐色砂質粘土。しまり強い　５．黄灰色砂　６．黒褐色 2.5Y3/1砂質粘土。径 1㎝炭、オリーブ褐色粘土ブロック多い。焼土含む。しまり弱い　

7a．黒褐色土。SL049　7b．被熱赤褐色 2.5YR4/6化　8a．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。焼土。しまり強い　8b．オリーブ褐色 10Y2/4砂質粘土。径 1㎝炭・焼土含む　

９．褐色 10YR4/4砂質粘土。炭混じる　10．褐色 7.5YR4/4砂質粘土　11．SK028　12．オリーブ褐色 2.5Y4/3砂質粘土。礫含む。最下層に鉄分層　13．褐色 10YR4/4粘質砂　

14．暗褐色 10YR3/4砂質粘土。径 1㎝炭・焼土多い。鉄分、鍛造剥片含む　15．暗オリーブ褐色砂質粘土。炭・焼土含む　16．暗オリーブ褐色砂質粘土。炭・焼土含む。

下層は砂質、互層状　17．暗褐色 10YR3/4砂質粘土。ブロック状　18．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1㎝炭・礫含む　19．黒褐色 2.5Y3/2粘質砂。灰白砂ブロック、炭含む。

中位に黒褐色 2.5Y3/1粘土。下層は砂質　20．オリーブ褐色粘質砂。下層に径 1㎝炭・焼土多い暗オリーブ褐色砂質粘土。　21．黒褐色 2.5Y3/1砂質粘土　

22．灰白砂、にぶい黄・灰白・黄白細 -中砂の互層。最下層に暗灰黄土　23．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。最下層に炭・鉄分　

24．砂質。礫あり。最下層にしまり強いにぶい黄色 2.5Y6/4砂質土。　25．鉄分多い。最下層に炭層　26．細砂　27．シルト・細砂　
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１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土　２．暗オリーブ褐色粘土。しまりやや強い　３．オリーブ褐色 2.5Y4/4砂質粘土。径 1㎝炭含む。しまりやや弱い　４．SK002　５．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。径 1㎝炭含む。しまりやや弱い　６．SE026　７．黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。径 1㎝炭・焼土含む。しまりやや弱い　

８．SE005　９．オリーブ褐色 2.5Y4/3 ～ 4/6粘質砂。厚さ 2～ 3cm互層。しまり強い　10．暗灰黄色砂。小礫多く、鉄滓・焼土含む。厚さ 2～ 3cmの互層。しまり強い　11．黄褐色 2.5Y5/6砂。鉄滓含む。しまり極強い　12．暗灰黄色粘質砂と灰白色砂の互層　13．黄褐色砂。鉄滓・鍛造剥片含む　

14．暗灰黄色粘質砂と灰白色砂の互層　15．黄褐色砂。鉄滓・鍛造剥片含む　16．暗灰黄色粘質砂と灰白色砂の互層　17．黄褐色砂互層　18．黄褐色砂。礫・鉄滓・鍛造剥片・鉄分含む。しまり強い　19．暗灰黄色土互層。鉄滓含むが少ない。しまり強い　20．オリーブ褐色土。礫含む。しまりやや弱い　

21．暗灰黄色互層。しまり強い　22．暗灰黄色土　23．暗灰黄色土。しまりやや弱い　24．暗灰黄色粘質砂。しまりやや弱い　25．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。径 1㎝炭・焼土含む。しまりやや弱い　26．砂層多い。しまりやや強い　27．暗灰黄色土。粘質砂多い。しまりやや強い　

28．暗灰黄～黒褐色 2.5Y4/2 ～ 3/2粘質砂土互層。径 1㎝炭含む。しまりやや弱い。SD199　29．暗灰黄色 2.5Y4/2砂～粘質砂　30．黄褐色 2.5Y5/5細・中砂。しまり弱い　31．シルト・砂層。地山
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調査区西壁土層

１．攪乱　２．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1㎝炭・焼土含む　３．SK031（SE004）　４．SK019。暗オリーブ褐色。粗砂、炭・焼土含む。　５．SK029　６a・b．SD009　7a．暗オリーブ褐色混砂土。粗砂含む。下面に炭層。しまり弱い　7b．砂質。粗砂。下面に炭層。しまり弱い　８．SK101　９．暗オリーブ褐色砂質粘土。瓦、炭、粗砂含む　

10．黒褐色 7.5Y3/1砂質粘土。径 0.5-2cm炭多い　11．SK069。オリーブ褐色シルト。径 1㎝炭多い。ややしまり強い。鉄分沈着　12．SK015。黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。粗砂、焼土ブロック、鉄分多い　13．SX061。暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1㎝炭含む　14．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1㎝炭含む　　

15．暗オリーブ褐色～オリーブ褐色 2.5Y4/5砂質粘土。径 0.5-1cm炭・焼土含む。しまりやや弱い　16．黒褐色 2.5Y3/2粘土　17．SK099。黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む。中央に鉄分沈着　18．黒褐色 10YR2/3砂質粘土。瓦多い　19．木質　20．黒褐色砂質粘土　21．オリーブ褐色砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む　　

22a.黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。径 0.5㎝炭含む。しまりやや強い　22b.黒褐色 2.5Y3/1粘土。径 1cm炭・焼土含む。下面に鉄分　23．暗オリーブ褐色砂質粘土。オリーブ褐色粘土ブロック含む。径 1cm炭含む。焼土少ない　24．SK025　25．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む。しまりやや弱い　　

26．暗オリーブ色粘土と黄色砂の互層　27．黒褐色土　28．細砂とオリーブ褐色粘土　29．暗オリーブ褐色粘土　30．オリーブ褐色 2.5Y4/4粘質土と細砂。しまりやや弱い　31．黒褐色粘質土。炭・焼土含む。ややしまり弱い　32．にぶい黄色細砂。ブロック堆積。しまり弱い　33．黒褐色砂質粘土　　

34．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1cm炭含む。拳大礫まばらに含む　35．SK146。礫を含む。下層にしまり強い黄褐色土（鉄分）　36a・b・c．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む。しまりやや強い　37a・b・c.黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。オリーブ色粘土ブロック含む　38．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1cm炭・焼土　39．黄灰色砂　　

40a・b．黒褐色土・砂互層　41．暗灰黄色粘質砂。径 1cm炭を含む　42．暗オリーブ褐色粘質砂。しまりやや弱い　43．炭層　44．黒褐色粘質砂。径 1cm炭含む　45．黒褐色粘質砂。炭・焼土混土　46．黒褐色土・砂互層　47．暗オリーブ褐色粘土　48．黄灰色砂・灰白色砂混層　

49．暗オリーブ褐色砂質粘土。砂質強い。径 1cm炭含む。しまりやや弱い　50．SX158。暗オリーブ褐色土・砂混層　51．砂層　52．黒褐色土・砂互層　53．暗オリーブ褐色粘土　54a．シルト・砂。礫含む　54b.黄褐・黄灰・灰白色細・中砂シルト　54c.暗黄灰色砂、灰白砂　54d.砂互層　　

45 42

31

第５図　調査区壁面土層実測図（1/80）

31

第５図　調査区壁面土層実測図（1/80）
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Ａ－Ａ’土層

１．黄褐色 2.5Y5/4細・中砂　２．黒褐色 10YR2/3砂質粘土。径 1㎝炭・焼土、鍛造剥片含む　３．黒褐色砂質粘土。しまり強い　

4a．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。焼土。しまり強い　4b．オリーブ褐色 10Y2/4砂質粘土。径 1㎝炭・焼土含む　　

5a．黒褐色土　5b．被熱赤褐色化 2.5YR4/6　5c．褐色 10YR4/4粘質砂　６．褐色 10YR4/4砂質粘土。炭混じる　７．褐色 7.5YR4/4砂質粘土　　

８．オリーブ褐色 2.5Y4/3砂質粘土。礫含む。最下層に鉄分層　９．暗褐色 10YR3/4砂質粘土。径 1㎝炭・焼土多い。鉄分、鍛造剥片含む　

10．暗オリーブ褐色砂質粘土。炭・焼土含む　

１
２

3a
3b 3b

４
５

６

Ｄ－Ｄ’土層

１．褐色 10YR4/4砂質粘土。径 0.5㎝炭少ない。しまりやや強い

２．にぶい黄褐色 10YR4/3砂質土。径 0.5㎝炭・焼土少ない。

しまりやや強い　3a．オリーブ褐色 2.5Y4/4砂質粘土。赤褐・

黄褐色粘土ブロック含む。しまりやや弱い　3b．暗灰黄色 2.5Y4/2

砂質粘土。赤褐色粘土ブロック含む。しまりやや弱い　3c．にぶい

黄褐色 10YR4/3粘質砂土。しまりやや弱い

４．暗灰黄色 2.5Y4/2砂質土。しまり強い。整地土

５．暗赤褐色 5YR3/6粘質砂土。しまり強い。黄褐色土含む

６．にぶい黄褐色 10YR4/3粘質砂土。しまりやや弱い

第６図　SL048周辺実測図（1/40）

Ｂ－Ｂ’、Ｃ－Ｃ’土層

１．黄褐色 2.5Y5/3砂質粘土。しまり強く硬い。下面に厚さ 0.5㎝ほどの

炭層が形成される　２．暗青灰～暗赤褐色砂質粘土。しまり強く硬い。

鉄滓・礫を少なく含む　３．オリーブ褐色 2.5Y4/3粘土。径 2㎝炭・焼土、

砂ブロック含む。しまり強い

４．黒褐色 7.5Y3/2砂質粘土。焼土ブロック、径 2㎝炭多い。しまり強い

５．オリーブ褐色 2.5Y4/4砂質粘土。焼土・炭・砂含む。しまりやや弱い

６．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。しまりやや弱い。径 0.5㎝炭、礫

含む　７．明褐色 7.5YR5/8砂質粘土。しまり強い。鉄分層

１
２ ３

４
５

６
７

３

鉄分層
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24図87

8図5

＋ 

f
 

＼
 一

I
 

1
.
I
(
|

—
ー

＼
 

‘.I 
、
-

ヽ

喜

i

、

I

、

,
'
¥
 

杓

＼ 

l l 

¥ ／ I 
¥ _ ---

口
<ミ-/—ご］



10 

045

H=2.6m

050

H=2.6m

H=2.5m

049

056

H=2.8m

087

H=2.6m

086

H=2.7m

085

H=2.6m

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

炭土

炭

第７図　SL049・050・045・056・087・085・086 実測図（1/20）

１

２

１．赤褐色　　２．橙～褐色

１

２２
３
４

５

１．黒褐色 7.5YR3/2 砂質粘土。しまりやや強い　　

２．極暗赤褐色 5YR2/4　　３．褐色 7.5YR4/4　　４．褐色 7.5YR4/6　　

５．暗褐色 10YR3/3 砂質粘土。しまりやや弱い

１ ２

３
４

５
６

１．オリーブ黒色 5Y2/2 粘質土。炭ブロック・鉄分含む。

　　しまり弱い　

２．暗赤褐色 5YR3/2 粘質土。礫・鉄滓含む。しまり強い　

３．暗赤褐色 5YR3/6　４．にぶい黄褐色 10YR5/4　

５．明赤褐色 5YR5/6　

６．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 砂質粘土。しまりやや弱い。

　　径 1cm炭粒含む

056

087

087

１
２

３４褐

黒褐

炭
黄褐

Ａ-Ａ’１．極暗赤褐色 5YR2/4　２．極暗褐色 7.5YR2/3　３．褐色 7.5YR4/6

       ４．褐～黄褐色砂質粘土混土。小礫・炭・焼土ブロック多い

２１
２２

３

４５

Ａ’

Ｂ’

Ｂ-Ｂ’１．暗赤褐色 5YR3/6 砂質粘土。鉄滓含む。しまりやや強い

　　　 ２．極暗褐色 5YR2/4　３．褐色 10YR4/4 砂質粘土　４．赤褐色５YR4/8

       ５．黒褐色 7.5YR3/2 粘質砂土。径 1cm炭含む。しまりやや弱い

１

２２

３３ ４５

１．黒褐色 10YR2/3 砂質粘土。しまりやや強い

２．極暗赤褐色 5YR2/4　　３．暗褐色 10YR3/4

４．褐色 7.5YR4/6

５．黒褐色 10YR3/1 砂質粘土。径 1cm焼土・炭

　　少なく含む。しまりやや弱い

１
２

３
４

５

１．暗赤褐色 5YR3/6 砂質粘土。

　　鉄滓・鍛造剥片含む。しまりやや弱い

２．極暗赤褐色 10YR2/3

３．暗褐色 7.5YR3/4

４．褐色 7.5YR4/6

５．黒褐色 5YR2/1 砂質粘土。

　　径 2㎝焼土・炭含む。しまりやや弱い
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0

1 2

4 5

6
7 8

3

10cm 0 10cm

第８図　SL048・SP018・021・SK028・SL045出土土器実測図（８は1/4、他は1/3）

１～４　SL048　　５　SP018　　６　SK028　　７　SL045　　８　SP021

出土遺物（第８図）　５は土師器皿で、回転糸切り底、底内面は静止ナデ。口縁が幅５cmほど被熱黒

色化し、灯明皿として利用されている。

SP021（第６図、図版５）　12区、SL048北西で検出した。小型円形ピットで、長さ50㎝、幅40㎝、

深さ20cmを測る。埋土は黒褐色10YR2/3粘質砂土のブロック土で、径1cm炭・焼土、拳大角礫含む。

出土遺物（第８図）　８は瓦質の火鉢。他に布目瓦片、鉄釘が出土した。

SP066（第６図）　12区、SK052下面で検出した。方形ピットで、長さ35㎝、幅30㎝、深さ15㎝を測る。

埋土は黄灰色粘土ブロック。

出土遺物（第23図）　72は鉄製小札で、幅2.2㎝を測る。

SK028（第６図、図版５）　12区、SL048東で検出した。長方形土坑で、長さ約２m、幅70㎝、深さ35

㎝を測る。SL048や周辺の堆積土を切る。上面で径20～30㎝の扁平礫を検出しており、別の遺構に伴

う可能性がある。礫はSK028の北西側でも検出されている。検出面の高さは30㎝ほど低いが、第２面

10・12区東側で検出された礫（SX079・080）も直線上に並んでいる。これらの石列の西側と東側で埋

立や整地の単位が異なる傾向もあるため、地割境界等との関連が考えられる。

出土遺物（第８図）　６は白磁碗で、口縁部がわずかに肥厚する。他に砂岩・泥岩製の砥石６点（5002

～5007）、瓦片や土錘、炉壁、羽口、鉄滓が出土した。

SL049（第７図、図版６）　12区、SL048西で検出した。惰円形鍛冶炉で、長さ77㎝、幅52㎝の被熱

範囲として検出した。SL048に切られる。鍛造剥片、粒状滓、鉄滓が出土した。

SL050（第７図、図版６）　12区、SL049に隣接して検出した。小型円形の鍛冶炉で、長さ40㎝、幅30

㎝、深さ5cmの炉床部が残る。SL048を囲むピットSP068を切る。鍛造剥片、粒状滓が出土した。

SP051（第６図、図版５）　12区、SL050北西で検出した。深さ10㎝ほどの浅いピットで、暗オリーブ

褐色2.5Y3/3粘質土の埋土に、炭層厚さ1～2cm、炭ブロック（炭化木片）を特徴的に含む。SP053

を切る。鍛造剥片、粒状滓、木炭が出土した。

SP053（第６図、図版５）　12区、SL050西で検出した。深さ３cmほどの小型円形ピットで、埋土に炭

層を特徴的に含む。SP051に切られる。鍛造剥片、粒状滓が出土した。

SL045（第７図、図版６）　10区で検出した。小型円形の鍛冶炉で、径約17㎝、深さ10㎝ほど炉床部

が残る。SK007に切られる。周辺の堆積土を50㎝グリッド９区に分けて採取し、洗浄したところ、鍛

造剥片や粒状滓を検出した。

n==1¥ 
て三三9 て竺二こ/

、I 二二戸'V〗冑
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出土遺物（第８図）　７は龍泉窯系青磁碗底部で、高台内は露胎。他に炉壁、鉄滓、鉄釘、銅銭が出

土した。

SP046（第４図）　10区、SL045南東で検出した。深さ10㎝ほどの小型円形ピットで、埋土に焼土・礫

を含む。SK020に切られる。鍛造剥片、粒状滓、鉄滓が出土した。

SL056（第７図、図版６）　８区で検出した。小型円形鍛冶炉で、長さ20㎝、幅14㎝の被熱面として

検出した。SK023に切られる。SL087上層に構築される。鍛造剥片、粒状滓が出土した。

SL087（第７図、図版６）　８区、SL056下層で検出した。小型円形鍛冶炉で、径20～25㎝、深さ約

10㎝の炉床部が残る。鍛造剥片、粒状滓が出土した。

SL086（第７図、図版６）　４区で検出した。小型円形鍛冶炉で、炉床部がわずかに残る（深さ2～

3cm）。SK033に切られる。粒状滓が出土した。南東側に径50㎝ほどの褐色硬質土の範囲があり、これ

も炉に関わる可能性がある。

SL085（第７図、図版６）　４区、SL086東で検出した。小型円形鍛冶炉で、径約10㎝、深さ５㎝の炉

床部がわずかに残る。SK062に切られる。鍛造剥片、粒状滓、木炭が出土した。

SP229（第４図、図版６）　２区の調査区壁際で検出した。深さ10㎝を測る小ピットで、埋土に炭・焼

土を特徴的に含む。鍛造剥片、粒状滓、鉄滓が出土した。

２．土坑

　地割に沿う形で、方形土坑が構築される。小型、大型の順で報告する。鍛冶炉などを切り、井戸や

大型廃棄土坑に切られるものについては、第１面遺構の中では中間の時期（16世紀代）に位置付けら

れる。近代に埋没した遺構（攪乱）であっても近世遺物を含むものはここで報告する。

SK041（第９図）　６区で検出した。幅140㎝、深さ44㎝を測る長方形土坑で、SK002に切られる。染

付などが出土した。

SK003（第９図）　６区で検出した。１辺約130㎝、深さ68㎝を測る方形土坑。近世陶磁器、瓦など（図

版17-2）の他、炉壁、鉄滓、鉄釘などが出土した。

SK060（第９図、図版７）　７区で検出した。長さ162㎝、幅84㎝、深さ10㎝を測る長方形土坑。底面・

壁面に暗灰黄色砂粘土を貼っている。上部が大きく削平されている。SK035に切られる。

SK040（第９図、図版７）　８区で検出した。長さ165㎝、幅84㎝、深さ74㎝を測る長方形土坑。埋土

は暗オリーブ褐色2.5Y3/3粘質砂土で、径1cm炭・焼土をやや多く含む。SK060とは同規模で東西に

隣り合って並ぶ。鉄釘、鉄製刀子、銅銭（元祐通寶）などが出土した。

SK024（第９図、図版７）　８区で検出した。長さ150㎝、幅110㎝、深さ50㎝を測る方形土坑。埋土

は暗オリーブ褐色2.5Y3/3砂質土で、径1cm炭・焼土を含む。しまりはやや弱い。SK023に切られる。

黒曜石剥片、砂岩砥石、鉄釘、銅銭などが出土した。

SK029（第９図）　９区で検出した。幅100㎝、深さ55㎝を測る長方形土坑。

SK014（第９図、図版７）　８・10区で検出した。長さ204㎝、幅154㎝、深さ55cmを測る方形土坑。

暗灰黄色粘土を床・壁に貼る。埋土は暗オリーブ褐色2.5Y3/3粘質砂土で、径1cm炭・焼土を含み、

鉄分が多い。SE026に切られる。

出土遺物（第12・24図）　18はオリーブ色釉の陶器盤。86は円形の炉底片で、径は17.6㎝に復元され

る。上面には鉄滓が付着し、器体断面は被熱によりガラス化・硬化する。他に炉壁の小・中型破片、

鉄釘が出土した。

SK007（第10図、図版７）　10区で検出した。１辺200～226㎝、深さ58㎝を測る方形土坑。床・壁に
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第９図　SK041・003・060・040・024・029・014 実測図（1/40）

0 1ｍ

１ ２

１．黒褐色 2.5Y3/2 砂質粘土。しまりやや弱い。

　　径 1cm以下炭粒を少なく含む

２．暗灰黄色 2.5Y4/2 砂質粘土。しまりやや弱い
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暗灰黄色粘土を貼る。埋土は暗オリーブ褐色2.5Y3/3砂質粘土で、暗灰黄色2.5Y4/2粘土ブロック、

径1cm炭・焼土を含む。底面から軒丸瓦と土師器皿が出土した。SK020に切られ、SL045を切る。

出土遺物（第12図）　９は貼粘土から出土した龍泉窯系青磁碗で、高台内は一部露胎。15世紀半ば頃。

10は巴文軒丸瓦。11は土師器小皿。回転糸切り底で内面は回転ヘラナデ。他に砂岩砥石、炉壁、羽口、

鉄釘、銅銭が出土した。

SK020（第10図、図版７）　10・12区で検出した。長さ270㎝、幅215㎝、深さ58㎝を測る方形土坑。

床・壁に暗灰黄色粘土を貼る。埋土は暗オリーブ褐色粘質砂土・暗灰黄色粘土を含む自然堆積。

SE006に切られ、SK007を切る。

出土遺物（第12図）　12は青花小皿で、薄い底部と体部下半外面の連線文を特徴とする。景徳鎮窯で

16世紀前半か。13は無釉陶器の坏。14は土師器小皿で、底部と体部に径2～3mの穿孔が施される。

15は鉄絵皿で、体部下半は露胎。16は軒平瓦。17は鬼瓦の足の破片。他に土錘、玄武岩・砂岩砥石、

石英火打石、炉壁、羽口、鉄釘、銅銭が出土した。

SK019（第10図）　11区で検出した。１辺150㎝以上、深さ50㎝を測る方形土坑。埋土に炭・焼土粒

を含む。上面形の一部は確認できたが、SK031との切り合いが明確でない。中世の遺物、チャート剥片、

滑石石鍋、羽口、鉄滓、鉄釘、銅銭（熙寧元寶）が出土した。

SK033（第10図）　２区で検出した。１辺100～200㎝の方形土坑の切り合いの可能性もある。

出土遺物（第23図、図版17-3）　74は鉄鎚で木柄の一部が残る。75は鉄鉗もしくは釘抜き。他に近

世陶磁器（図版17-3）、炉底、炉壁、鉄滓、鉄釘、銅製煙管が出土した。

SK230（第11図）　１・２区で検出した。残存部で長さ172㎝、深さ18㎝を測る円形土坑。土師質鍋や

瓦片、土錘、炉壁、鉄釘などが出土した。

SK228（第11図）　２区で検出した。幅125㎝、深さ44㎝を測る楕円形土坑。銅銭、煙管吸口が出土し

た。

SK101（第11図）　３区で検出した。第２面下で検出したが、壁面土層から掘りこみは第１面からと判

断した。本来の規模は幅150㎝、深さ100㎝ほどと推定される。

出土遺物（第22図）　68は軽石の有孔石製品。他に炉壁、坩堝、鉄釘が出土した。

SK010（第11図、図版９）　３区で検出した。円形土坑で北壁上部が被熱する。「ノリタケ」のティー

カップなどが出土している。

SK062（第11図、図版７）　４区で検出した。長さ224㎝、幅134㎝、深さ30㎝を測る不定形土坑。埋

土は暗オリーブ褐色2.5Y3/3砂質粘土で、オリーブ褐色2.5Y4.4粘土ブロックを上層に含む。径３

cmの炭粒をやや多く含み、しまりが弱い。SK002に切られる。

出土遺物（第22図）　66は軽石の石製品で、亜円礫を削って頭部を作り出す。70は安山岩質の茶臼下

石で、臼部上面に区画・溝がない。他に炉壁、羽口が出土した。

SK057（第11図）　４区で検出した。幅130㎝以上、深さ102㎝を測る不定形土坑。羽口が出土した。

SK023（第11図）　８区で検出した。幅110㎝、深さ８cmを測る不定形土坑。床に暗灰黄色粘土を貼る。

上部が大きく削平されているが、もとはSK060やSK040と同型の貼粘土をもつ長方形土坑と考えられ

る。SL056、SK024を切り、SK035に切られる。

出土遺物（第12図）　19は脚部で炭素吸着・黒色化し全面が磨かれて丁寧に仕上げられている。形態

は茶托や灯盞の脚部も考えられるが、胎土・焼成・研磨の面では黒色磨研土器の脚部（脚付壺や高坏）

の可能性も考えられる。他に火鉢や瓦片、砂岩砥石、銅銭、帯状銅製品が出土した。

SK035（第11図、図版７）　７・８区で検出した。長さ240㎝、幅125㎝、深さ38㎝を測る不定形土坑
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第 10図　SK007・020・019・033 実測図（1/40）
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暗灰黄色粘土
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４４

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 砂質粘土。径 1cm炭・焼土少ない。

　　黄橙色砂含む。しまりやや弱い

２．暗灰黄色 2.5Y4/2 粘土。径 0.5 ㎝炭・焼土少ない。しまりやや弱い

３．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 粘質砂土。径 1ck炭・焼土、

　　暗灰黄色粘土ブロック少なく含む。しまりやや弱い

４．暗灰黄色 2.5Y4/2 粘土Ａ Ａ’
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230

228

101

010

062

057

023

035

H=2.9m

H=3.0m

H=3.0m

H=3.0m

H=2.8m

H=2.9m

H=2.7m H=2.6m

第 11図　SK230・228・101・010・062・023・057・035 実測図（1/40）

0 1ｍ

１

２

１．暗オリーブ褐色砂質粘土

２．暗オリーブ褐色粘土。

　　しまりやや強い

１

２

１．暗オリーブ褐色砂質粘土。

　　径 1ｃｍ炭やや多い。

　　しまりやや強い

２．オリーブ褐色 2.5Y4/3 粘土。

　　瓦片やや多い

暗灰黄色粘土

１

２

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 砂質粘土。

　　焼土・炭ブロックやや多い。

　　しまりやや強い

２．オリーブ褐色 2.5Y4/4 砂質粘土。

　　径 1cm炭含む。しまりやや弱い

１
２３

１．黒褐色 2.5Y3/2 砂質粘土。径 1cm炭・焼土少なく含む。

　　径 1cm以下黄色土多い。しまりやや強い

２．１層と同質。黄色土含まない。しまりやや弱い

３．黒褐色 2.5Y3/1砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む。

　　下面に鉄分厚さ 1～ 2㎝沈着する。しまり強い

小礫・粘土

瓦

被熱・赤色化
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10cm 10cm0 0

9
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19

12
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14
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21 22

17

16

第12図　SK014・007・020・023・035出土土器・土製品実測図（10・16・17は1/4、他は1/3）

９～11　SK007　　12～17　SK020　　18　SK014　　19　SK023　　20～22　SK035

で、瓦と砂岩小礫が特徴的に廃棄される。土坑の下層に黒褐色土が堆積し、その下面に鉄分の沈着層

が形成されている。西側、第２面のSX069やSX061と埋土や遺物の内容が類似しており、連続する可

能性もある。

出土遺物（第12図）　20・21は焼塩壺。２点とも成形技法Ⅰ類（輪積み成形）で胎土もよく似るが、

調整・焼成・色調の違いから別個体としている。17世紀前半か。（小川望（2001）「焼塩壺」『図説江

戸考古学研究事典』、pp.354-357、柏書房）。22は土製人形。馬の脚、尾は欠損し、頭部は体部と離

れて最下層から出土した。他に染付や唐津焼、火鉢、安山岩砥石、炉壁、羽口、鉄釘などが出土した。

SK002（第13図、図版1-2）　4・6区で検出した。径480㎝、深さ130㎝を測る大型廃棄土坑。上層か
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H=3.0m

H=2.0m

１

２

３
４ ５

６

７

８

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。炭ブロック多い。しまりやや強い　

２．暗オリーブ褐色 10YR3/3砂質粘土。径 1cm炭含む（ブロックなし）。しまりやや強い　

３．２層と同質。炭・灰多い　　４．２層と同質。瓦・礫多い。しまりやや弱い　　５．２層と同質。粗砂・炭含む。しまりやや弱い　

６．暗オリーブ褐色砂質粘土。礫・瓦・炭含む。しまりやや弱い　

７．６層と同質。シルト質。径 1cm炭含む。しまりやや弱い　　８．６層と同質。シルト質。径 1cm炭粒含む。

SK002

第 13図　SK002実測図（1/40）

0 1ｍ

らガラス類が出土し、下層からは瓦・礫が多量に出土した。SK041・062を切る。近世の建物の廃棄に

関わる土坑と考えられる。

出土遺物（第14・23・24・64図）　23は明茶色釉の陶器碗で、体部下半は露胎。瀬戸か。24は土師質

の大甕。25・26は平瓦片で刻印が押される。27は暗赤褐色釉の陶器擂鉢。76は鉄製包丁で、中央で折

り曲げられている。90はレンガ状土製品で、上面に鉄滓が付着し、器体断面が被熱赤色化する。炉壁

の一部と考えられる。91は三足の土製品で、全体に被熱する。381は管状のガラス製品で、残存長2.9

㎝、径0.6㎝、厚さ0.5㎜を測る。他に近世陶磁器類（巻頭図版3-5）や軒丸・平瓦、炉壁、鉄滓、

羽口、坩堝、銅銭、煙管、銅滓などがコンテナケース８箱分出土した。なお、出土遺物が多すぎたため、

瓦の無文部片や土師質、瓦質土器の一部は回収していない。

ヽ



19 

10cm

10cm

0

0

20cm0

23

24

27

25

26

第14図　SK002出土土器実測図（23は1/3、24は1/8、他は1/4）

H=3.0m

H=2.0m

１

２

３
４ ５

６

７

８

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。炭ブロック多い。しまりやや強い　

２．暗オリーブ褐色 10YR3/3砂質粘土。径 1cm炭含む（ブロックなし）。しまりやや強い　

３．２層と同質。炭・灰多い　　４．２層と同質。瓦・礫多い。しまりやや弱い　　５．２層と同質。粗砂・炭含む。しまりやや弱い　

６．暗オリーブ褐色砂質粘土。礫・瓦・炭含む。しまりやや弱い　

７．６層と同質。シルト質。径 1cm炭含む。しまりやや弱い　　８．６層と同質。シルト質。径 1cm炭粒含む。

SK002

第 13図　SK002実測図（1/40）

0 1ｍ

３．井戸

　調査区の南東半分（7～12区）に集中する。方形土坑を切る傾向にあり、第１面遺構の中では新相（17

世紀）に位置付けられる。

SE017（第15図、図版８）　７・９区で検出した。掘方径は160～180㎝を測り、埋土は暗オリーブ褐

色2.5Y3/3粘質砂土である。井筒径は74～84㎝を測り、埋土は暗オリーブ褐色2.5Y3/3粘質砂土で、

黄色砂、黄灰色粘土ブロック、礫を含み、しまりが弱い。深さは180㎝のところで帯水層に至る。井

筒側は残っておらず素掘りと考えられたが、出土遺物に井戸瓦が含まれる。

出土遺物（第17図）　28は井筒内出土の肥前系陶胎染付碗で、畳付は露胎・砂溶着。29は井筒内出土

の陶器灯芯具。30は掘方出土の口唇部に赤黒色釉をかけた陶器擂鉢。31は掘方出土の土師器坏。33

は井筒内出土の井戸瓦。他に土師質七輪、土錘、層灰岩砥石、炉壁、鉄滓、羽口、鉄釘、銅銭などが

出土した。

SE026（第15図、図版８）　８区で検出した。掘方径は120～140㎝、井筒径は95㎝を測る。深さは

190㎝のところで帯水層に至る。井筒は井戸瓦で１周14枚の７段を確認した。目地にモルタル状の粘

土を貼る。SK014を切る。

出土遺物（第17・19図）　34は井戸瓦で、全体にいぶされている。44は井筒内出土の肥前系染付の小

坏で、畳付は釉拭き取り。

SE012（第15図、図版８）　９区で検出した。径110㎝、深さ20㎝を測る。中央部に土管が立った状態

で残る。埋土は細・中砂で、中央部に黒褐色粘質砂土が堆積する。井戸としたが、掘削が帯水層に至っ

ておらず、他の設備（便槽など）の可能性が高い。
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SE005（第15図、図版８）　10区で検出した。掘方は方形で１辺165㎝を測り、井筒径は90㎝を測る。

深さは170㎝のところで帯水層に至る。井筒内に遺存した井戸側を確認することはできなかったが、

井筒内から井戸瓦が出土した。

出土遺物（第17・19・24図）　32は掘方出土の龍泉窯系青磁碗で、15世紀後半か。35・45・92は井筒

内出土。35は井戸瓦で、全体に弱くいぶされている。45は肥前系染付の火入。92は土師質のレンガ

状土製品で、凹凸面が被熱黒色化し、器体断面も橙～赤褐色化する。他に炉壁、鉄滓、鉄釘、銅釘、

銅滓が出土した。

SK031（第16図、図版８）　11区で検出した。平面では、南東側のSK019との切り合いが判断できな

かった。西側壁面土層の観察からは、長さ265～300㎝を測るSE004の掘方と考えられる。

出土遺物（第18・19図）　37は景徳鎮窯青花の皿。16世紀半ばか。38は黒褐釉の陶器壺。48はSE004

掘方出土の景徳鎮窯青花皿。16世紀代。他に滑石石鍋、炉壁、羽口、鉄釘、銅銭が出土した。

SE004（第16図、図版８）　11区で検出した。径60cmを測る瓦井戸。埋土は褐色7.7YR4/4砂質土で、

しまりが弱く、黄色っぽい（赤っぽい）。径1cm炭粒を含む。井筒内には瓦が水平堆積しており、帯水

層に至る最下層で、１周推定８枚の井戸側瓦を１段確認した。

出土遺物（第18・19図）　39は掘方出土の濃暗緑色釉の陶器蓋。40は井戸瓦。内面を中心に黒色化する。

外面に「×」刻書あり。46は井筒内出土の肥前系染付の皿。畳付は釉拭き取り。他に炉壁、鉄釘、銅

滓が出土した。

SE027（第16図、図版９）　11区で検出した。掘方は径130～150㎝を測り、埋土は暗オリーブ褐色

2.5Y3/3粘質砂土で小礫が多く、しまりがやや強い。井筒は径68～72㎝を測り、埋土は暗オリーブ

5Y4/4砂質粘土で、灰色砂質粘土ブロック、鉄分を含み、しまりがやや弱い。深さは160㎝のところ

で帯水層に至る。井戸側瓦は１周10枚７段を確認した。

出土遺物（第17図）　36はいぶし井戸瓦。小口に「野間　大野作」（乍の縦画が曲がりになる）の窯

印がある。他に白磁坏、滑石石鍋、砂岩砥石、炉壁、鉄滓、羽口、鉄釘、コンクリート片が出土した。

SE006（第16図、図版９）　12区で検出した。径110㎝を測り、深さ170㎝のところで帯水層に至る。

埋土は暗灰黄色2.5Y4/2砂質粘土。井戸瓦は確認されず、素掘井戸と考えられる。SK020を切る。

出土遺物（第18・19・22・23図）　41は棒状の骨製品で、残存長4.6㎝、径3㎜を測る。42はにぶい赤

褐色釉の擂鉢。43は土師質の釜。49は印判の小坏。65は玉髄質の石錐で、断面六角形状に面取りし、

先端は丸みをおびる。77は洪武通寶。他に唐津焼、炉壁、羽口、銅銭、コンクリート片などが出土した。

４．方形溝（石基礎建物）

SD009（第20図、巻頭図版2-3、図版９）　３・５・７区で検出した。方形溝で底面には平坦面を上に

して亜円礫を敷く。その間に拳大角礫を詰め、礫と溝壁の間には扁平礫を立ててはめる。頁岩円礫と

それを割ったものが多く、花崗岩を含む。SX061上に構築されており、相互の埋土の区別は不明瞭で

あった。SD009周辺には攪乱以外の遺構が構築されていない。この一画が生活域と異なる空間（例え

ば小規模な境内など）であった可能性がある。

出土遺物（第19・23・24図）　50は赤絵瓶。51は青磁の花瓶。52は肥前系陶器碗（打刷毛目）。17世

紀末～18世紀中頃。53は三巴文の軒丸瓦。54・55・56は土師器小皿。14世紀代か。73は銅製の小像で、

宝髻や天衣の表現がみられる。88は羽口。他に頁岩砥石、炉壁、羽口、鉄滓、鉄釘、銅銭が出土した。
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017

026

H=2.9m

H=2.0m

H=1.0m

012

005

H=3.0m

H=2.0m

H=1.0m

H=2.8m

H=2.0m

H=1.0m

H=1.0m

H=2.7m

１

２

３

４

５

１．オリーブ褐色 2.5Y4/3砂質粘土。瓦・礫、黄褐色粘土

　　ブロック含む。しまりやや弱い

２．オリーブ褐色 2.5Y4/3砂質土。しまりやや強い

３．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3粘質砂土。しまりやや強い

４．オリーブ褐色 2.5Y4/3砂質土。しまり弱い

５．径 1.5㎝亜角礫

１

２

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。しまりやや弱い

２．オリーブ褐色 2.5Y4/4粘質砂土。しまりやや強い

第 15図　SE017・012・026・005実測図（1/40）
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027
006

031

004

H=2.7m

H=2.0m

H=1.0m

H=2.7m

H=2.0m

H=1.0m

H=2.7m

H=2.0m

H=1.0m

１

１．褐色 7.7YR4/4砂質土。黄色っぽい（赤っぽい）。径 1cm炭粒含む。瓦水平堆積。しまり弱い。

２．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む。

３．２層と同質。砂質が強くなり、しまりがやや弱くなる

２

３

砂層

第 16図　SE004・027・006実測図（1/40）
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１

１．褐色 7.7YR4/4砂質土。黄色っぽい（赤っぽい）。径 1cm炭粒含む。瓦水平堆積。しまり弱い。

２．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む。

３．２層と同質。砂質が強くなり、しまりがやや弱くなる

２

３

砂層

第 16図　SE004・027・006実測図（1/40）
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0 10cm
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第17図　SE017・026・005・027出土遺物実測図(30は1/4、33～36は1/5、他は1/3)

28～31・33　SE017　　34　SE026　　32・35　SE005　　36　SE027
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0

6

37

38

39

10cm

0 10cm

0 5cm0 10cm

40

42

43

41

第18図　SK031・SE004・006出土遺物実測図（40は1/5、41は1/2、42・43は1/4、他は1/3）

37・38　SK031　　39・40　SE004　　41～43　SE006

５．堆積土

SX227（第４図）　２区で検出した。覆土は炭ブロック土。

出土遺物（第23・24図）　78は寛永通寶。89は羽口で、裾側表面が黒色化する。他に瓦片や染付、鉄

釘などが出土した。

SX036（第４図）　６区で検出した。覆土は暗オリーブ褐色2.5Y3/3粘質土で、径1cm炭・焼土、オ

リーブブロックを含む。しまりはやや弱い。SK002に切られる。中世遺物や土鈴、鉄釘が出土した。

SX037（第４図）　６区で検出した。SX036と一連の堆積土。赤絵や染付片が出土した。

SK001（第４図）　８区で検出した。攪乱として掘削した。

出土遺物（第23図）　80は寛永通寶。近世陶磁器（図版17-1）、炉壁（図版18-8）の他、土師質の

七輪や瓦質の火鉢、炉壁、羽口、鉄滓、坩堝、鉄釘、銅銭など、コンテナケース４箱分が出土した。
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46

47

10cm0 10cm

第19図　SE026・005・004・006・SK031・SD009・整地層出土遺物実測図（53は1/4、他は1/3）

44　SE026　　45　SE005　　46　SE004　　47　整地層南区　　

48　SK031　　49　SE006　　50～56　SD009

｀ 
三二三三／

ロニ／ い

,＇・

ニ
―

,

、

9
てニコこ三

一三三＿ここ

¥-ー- --



26 

19図53

19図50

H=3.0mＡ

Ａ

H=2.7mH=2.72mH=2.87m

H=2.87m

H=2.6mH=2.6m

H=3.0m

Ａ’

Ａ’

１

２

１．黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む ２．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 0.5㎝炭・焼土含む

第 20図　SD009実測図（1/40）

0 1ｍ

SX008（第４図）　９区で検出した。長さ210㎝、幅80㎝を測る長方形堆積で、平面形は把握できたが、

壁・床を検出できなかった。12区のSK028と平面形は類似しており、整地や地割に関連する可能性が

ある。

出土遺物（第21図）　57は肥前系染付碗。58は絵唐津焼の碗。他に銅銭（開元通寶）が出土した。

SX034（第４図）　９区で検出した。径２cm以下の焼土・炭を多く含むブロック土の堆積。

出土遺物（第21図）　59は龍泉窯系青磁の碗。縞連弁文は略化し、釉は黄色味をおびる。15世紀代。

SX016（第４図）　11区で検出した。覆土は黒褐色2.5Y3/2粘質砂土で黄褐色粘土ブロックを含む。

径2cm以下炭・焼土を少なく含む。SK019を切る。

出土遺物（第23図）　79は宣徳通寶。他に砂岩砥石などが出土した。

SX059（第４図）　４区で検出した。焼土・鉄分を多く含むブロック土による整地層。SL085・086周辺

に堆積する。

出土遺物（第22図）　69は砂岩の砥石で、断面五角形状に砥面が形成される。鉄滓・鉄分が付着する。

71は砂岩の板碑で、種子（梵字）の一部と思われる刻書が残る。砥石転用されたためか左側辺が研磨

面となっている。裏面は粗い打欠・敲打成形。他に土師器、陶器、瓦片や土錘、炉壁、羽口、鉄滓、

鍛造剥片、粒状滓が出土した。

第１面整地層・下層

北区出土遺物（第23図）　82は寛永通寶。他に頁岩小玉石（碁石か）、炉壁、鉄釘が出土した。

北西区出土遺物（第23・24図）　83は皇宋元寶。93はトチン状の土製品。胎土にスサを含み、硬く焼

き締まっている。他に砂岩・泥岩砥石、頁岩小玉石（碁石か）、炉壁、羽口、鉄滓、鉄釘、銅製煙管、

銅製燭台が出土した。

北東区出土遺物（第21図）　64は土製スタンプ。他に砂岩砥石、炉壁、羽口、鉄滓、鉄釘、銅製煙管

が出土した。

-
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19図53

19図50

H=3.0mＡ

Ａ

H=2.7mH=2.72mH=2.87m

H=2.87m

H=2.6mH=2.6m

H=3.0m

Ａ’

Ａ’

１

２

１．黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。径 1cm炭・焼土含む ２．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 0.5㎝炭・焼土含む

第 20図　SD009実測図（1/40）

0 1ｍ

0

59

63

62

58
57

60

61 64

10cm 0 5cm

第21図　SX008・034・整地層出土遺物実測図(64は1/2、他は1/3)

57・58　SX008　　59　SX034　　60～63　整地層南区　　64　整地層北東区

１区出土遺物（第22・23図）　67は滑石の線刻石製品。84は「永」一字の銅銭。他に頁岩・泥岩砥石、

炉壁、鉄釘が出土した。

２区出土遺物（第64図）　384は丸餅状のガラス製品で、残存長1.3㎝、厚さ0.7㎝を測る。他に炉壁、

羽口、鉄滓、鉄釘、銅銭、銅滓が出土した。

中央区出土遺物（第64図）　383は角状のガラス製品で、残存長1.3㎝、幅・厚さ0.3㎝を測る。金属

滓の一部か。他に砂岩砥石、砂岩石球、炉壁、鉄釘が出土した。

南区出土遺物（第19・21・64図）　47は肥前系染付の皿。畳付は釉剥ぎ。60は肥前系陶器の碗。体部

下半は露胎。61は肥前系陶器の皿。見込みは環状に釉を剥ぎ、体部下端と高台は露胎。62は龍泉窯系

青磁の皿。高台内の釉を環状に掻き取る。15世紀中頃か。63は陶器の小型香炉。貼付の脚を３つ持つ。

382はガラス製小玉で、外径0.75㎝、内径0.3㎝、厚さ0.45㎝を測る。他に砂岩・頁岩砥石、安山

岩磨石、凝灰岩台石、砂岩石球、炉壁、羽口、鉄滓、鉄釘、銅銭が出土した。

清掃時出土遺物（第23図）　81は洪武通寶。他に砂岩石球が出土した。

６．小結

　第１面遺構の時期変遷について、現時点での理解を整理しておく。

　（１）第１面第１期（15世紀後半～16世紀前半）

　次節で報告するとおり第２面の形成は概ね15世紀代であることから、第１面のはじまりを15世紀

後半とする。第１面で最も古い遺構群は、円形鍛冶炉とそれに伴う廃棄ピットである。SL048は

SL049を切っているが、他の円形鍛冶炉とある程度連続的に操業されていたと考える。

　（２）第１面第２期（16世紀代）

　第１期の鍛冶炉遺構群は、方形土坑に切られている。方形土坑は、床・壁に暗黄灰色粘土を貼るも

のと貼らないものに区分でき、前者が後者より古いと考えられる。貼粘土方形土坑は、SK035や

SK001、瓦井戸などの近世遺構に切られていることから、ひとまず16世紀代を考えておきたい。また、

SK040・024・029・031は貼粘土がないが、出土遺物や土坑の形状などから第２期としておく。
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第22図　第１面出土石器・石製品実測図（65は1/1、66・67は1/2、68・69は1/3、70・71は1/4）

65　SE006　　66・70　SK062　　67　第１面下層１区　　68　SK101　　69・71　SX059
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72 73
74

75

76

0 10cm

0 3cm

77 78 79 80

81 82 83 84

72　SP066　　73　SD009　　74・75　SK033　　76　SK002　　77　SE006　　78　SX227　　79　SX016　　

80　SK001　　81　第１面清掃時　　82　第１面北区　　83　第１面整地層北西区　　84　第１面下層１区

第 23 図　第１面出土金属製品実測図およびＸ線画像（72 ～ 76 は 1/2、他は 1/1）

　（３）第１面第３期（17世紀代）

　貼粘土のない方形土坑（SK041・003・033・062）は、肥前系染付など17世紀代の近世遺物を含んで

いる。また、井戸は掘方から近世遺物を含む。

　（４）第１面第４期（18世紀代）

SK035、第２面SX061ほか、SD009、SK002、SK001は肥前系陶器など18世紀の遺物を含んでいるため、

第３期から区分して第４期とする。また、第３期構築の井戸のうち、SE027・SE006の井筒内からはコ

ンクリートに類似する破片が出土しており、近代まで井戸が利用されていた可能性がある。
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86
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0 10cm

89

93

9291

90

87

0 10cm

0 10cm

第24図　第１面出土金属器生産関係遺物実測図（85は1/5、86～89は1/4、他は1/3）

85・87　SL048 　86　SK014 　88　SD009 　89　SX227

90・91　SK002 　92　SE005 　93　第１面整地層北西区
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第１表　第１面出土土器・土製品
挿図 番号 図版 遺構・層位 種類 器種 残存 法量 (cm) 胎土 焼成 色調 仮番

8 1 SL048　西区下層 象嵌青磁 小碗 1/6 復元口径 8.4 微細な白色粒含む 良好 胎土：灰、釉：灰緑 180

8 2 SL048　南サブトレ 青磁 碗 底部 高台径 5.6 径 1 ㎜以下黒色粒含む。精良 良好 胎土：赤褐、釉：淡緑 179

8 3 SL048　下面下層 陶器 擂鉢 1/10 復元口径 30.4 径 1 ㎜以下石英・長石やや多い 良好 胎土：赤褐、釉：暗赤灰 181

8 4 SL048　下面下層 土師器 皿 2/3
復元口径 7.7、
器高 1.8

径 2 ㎜以下赤色粒やや多い 良好 橙 182

8 5 SP018 土師器 皿 完形
口径 10.3、
器高 2.3

径 1-3 ㎜石英・長石、
径 1㎜赤色粒、微細雲母少ない

良好
外面：にぶい黄橙、
内面：にぶい橙

1

8 6 SK028 白磁 碗 1/3 復元口径 14 微細な黒色粒少ない。精良 良好
胎土：白、
釉：明オリーブ灰

118

8 7 SL045 青磁 碗 底部 高台径 5.9 径 1 ㎜以下石英・長石含む 良好 胎土：灰、釉：緑灰 178

8 8 SP021 瓦質土器 火鉢 破片 － 径 1m 石英・長石含む 良好
外面：灰黄褐、
内面：橙～褐灰

2

12 9 SK007　貼粘土 青磁 碗 1/3
復元口径 15、
器高 7.1

微細な白色粒、黒色粒含む 良好 胎土：灰、釉：緑 103

12 10 SK007　R2 瓦 軒丸
瓦当 1/2、
丸瓦部完形

復元瓦当径17、
長さ 25.2

径 1 ㎜以下石英・長石含む 良好 灰 105

12 11 SK007　R1 土師器 皿 完形
口径 6.4、
器高 1.35

径 2 ㎜以下石英・長石、微細な赤色粒少ない 良好 にぶい黄橙 104

12 12 SK020　南半 景徳鎮窯？青花 皿 1/7
復元口径 9、
器高 2.3

微細黒色粒少ない 良好 胎土：白、釉：暗青灰 109

12 13 SK020　3 層 陶器 坏 3/5
復元口径12.25、
器高 2.8

径 1 ㎜以下石英・長石少ない。精良 良好
外面：橙、
内面：にぶい橙

113

12 14 SK030　3 層 土師器 小皿 1/2
復元口径 7、
器高 1.7

径 2 ㎜以下赤色粒、石英・長石、微細な黒色粒含む 良好 橙～にぶい褐～浅黄橙 114

12 15 SK020　1 層 肥前系陶器 皿 2/3 復元高台径4.3 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒少ない 良好
胎土：にぶい黄橙、
釉：灰黄褐

110

12 16 SK020　1 層 瓦 軒平 瓦当 1/2 瓦当高 3.5 径 3.5 ㎜以下石英・長石含む 良好 灰白～黒褐 111

12 17 SK020　2 層 瓦 鬼 破片 － 径 3㎜以下石英・長石少ない 良好 灰白 112

12 18 SK014 陶器 盤 破片 － 径 1㎜以下石英・長石、微細赤色粒少ない 良好
胎土：灰～にぶい黄、
釉：オリーブ～にぶい黄褐

108

12 19 SK023 土器 脚部 破片 復元径 径 1㎜以下石英・長石少ない 良好 黄褐～褐灰 115

12 20 SK035 壺 焼塩壺 1/8 復元口径 6.6 径 1 ㎜以下白色、赤色、黒色粒やや多い 良好 橙 308

12 21 SK035 壺 焼塩壺 1/3 復元胴径 7.2 径 1 ㎜以下白色、赤色、黒色粒やや多い 良好
外面：浅黄橙～橙、
内面：にぶい橙

307

12 22 18-1 SK035　北半＋最下層 土製品 騎馬形 9/10
幅 3.8、
残存高 7.5

微細な赤色粒少ない。精良 良好 にぶい橙 147

14 23 SK002 陶器 椀 9/10
口径 11.9、
器高 5.9

径 1 ㎜以下石英・長石やや多い 良好
胎土：黄白、
釉：明茶、不透明

142

14 24 SK002 土師質土器 甕 9/10
口径 60.7、
器高 56.6

径 6 ㎜以下石英・長石多い。
径 3㎜以下黒色粒少ない

良好
外面：淡黄～浅黄～にぶ
い黄橙、内面：にぶい黄
橙～にぶい黄褐～浅黄橙

146

14 25 SK002 瓦 平瓦 破片 厚さ 1.9 径 1 ㎜以下石英・長石、径 3㎜以下赤色粒やや多い 良好
灰白～灰。
文字スタンプあり

144

14 26 SK002 瓦 平瓦 破片 厚さ 1.9 径 1 ㎜以下白色粒少ない。精良 良好
灰～灰白。
文字スタンプあり

145

14 27 SK002 陶器 擂鉢 9/10
口径 39、
器高 17.6

径 2 ㎜以下石英・長石やや多い 良好 胎土：灰赤、釉：暗赤褐 143

17 28 SE017 肥前系陶胎染付 椀 1/3
復元口径11.6、
器高 7.5

微細黒色粒含む 良好
胎土：灰、釉：灰。
透明度やや低、光沢強

171

17 29 SE017 陶器 灯芯具 完形
口径 4.3、
器高 1.8

微細な石英・長石含む 良好
胎土：灰白、
釉：にぶい黄橙

172

17 30 SE017　掘方 陶器 擂鉢 破片 － 径 1㎜以下石英・長石、赤色粒含む 良好 胎土：灰赤、釉：赤黒 174

17 31 SE017　掘方 土師器 坏 1/4
復元口径13.4、
器高 3

径 4㎜以下石英・長石やや多い 良好 浅黄橙～にぶい橙 175

17 32 SE005　掘方 龍泉窯系青磁 椀 1/3 復元高台径5.9 微細黒色粒少ない。精良 良好
胎土：淡灰、釉：淡緑、
透明度やや低、光沢あり

166

17 33 SE017 瓦 井戸瓦 完形
長さ 30.8、
幅 23、厚さ2.5

径 4 ㎜以下石英・長石やや多い 良好 灰白～灰 173

17 34 SE026 瓦 井戸瓦 完形
長さ 25.7、
幅 20.8、厚さ3

径 1㎜以下石英・長石含む。精良 良好 灰～暗灰 233

17 35 SE005　井側 瓦 井戸瓦 完形
長さ 25.6、
幅21.6、厚さ2.8

径 1 ㎜石英・長石含む。精良 良好 灰～灰白 167

17 36 SE027 瓦 井戸瓦 完形
長さ 26、
幅21、厚さ3.1

径 1 ㎜以下石英・長石含む。精良 良好 灰 234

18 37 SK031 景徳鎮窯青花 皿 破片 － 精良 良好 胎土：白、釉：灰白 119

18 38 SK031 陶器 壺か 破片 復元口径 12.4 微細な石英・長石やや多い 良好 胎土：褐灰、釉：黒褐 120

18 39 SE004　西堆積土 陶器 蓋 破片 － 径 1㎜砂粒少ない。精良 良好
胎土：淡茶、
釉：濃暗緑～灰緑

164

18 40 SE004 瓦 井戸瓦 完形
長さ 30.7、
幅 24.9、厚さ4

径 3㎜以下石英・長石やや多い 良好 暗灰～灰白～黒（ススか） 160

18 42 SE006　南区 陶器 擂鉢 1/10 復元口径 35 精良 良好
胎土：灰茶、釉：にぶい
赤褐。不透明、光沢強

170

18 43 SE006 土師質土器 鍋 破片 － 径 1㎜以下石英・長石少ない 良好
外面：黒～暗褐（スス）、
内面：橙褐

168

19 44 SE026 肥前系染付 小坏 1/2
復元口径 9、
器高 4.7

精良 良好
胎土：灰白、釉：灰、
透明度やや低、光沢鈍

176

19 45 18-2 SE005 肥前系染付 火入 完形
口径 10.1、
器高 6.9

微細砂粒含む 良好
胎土：白、釉：淡青緑、
透明度高、光沢あり

165

19 46 SE004 肥前系染付 皿 1/2
復元口径 14、
器高 2.8

精良 良好
胎土：白、釉：透明度高、
光沢あり

162

19 47 1 面整地層　南区 肥前系染付 皿 4/5
口径 14.2、
器高 4.1

微細な黒色粒少ない。精良 良好 胎土：白、釉：透明 291

19 48 SE004　掘方 青花 皿 2/3 高台径 3.4 微細な黒色粒含む 良好
胎土：白、釉：緑、
透明度やや低、光沢強

163

19 49 SE006　南区 印判 小坏 1/3 復元高台径3.4 微細な黒色粒含む。精良 良好
胎土：白、釉：透明度高、
光沢強

169

19 50 SD009　R2 赤絵 瓶 1/5 復元高台径9.8 微細な黒色粒含む。精良 良好 胎土：灰白～淡黄灰 184

19 51 SD009 青磁 花瓶 1/3 復元口径 12 微細な黒色粒含む。精良 良好
胎土：灰白、釉：灰緑、
透明

188

19 52 SD009　東サブトレ 肥前系陶器 碗 1/5
復元口径11.8、
器高 5.3

精良 良好 胎土：茶褐 189



32 

挿図 番号 図版 遺構・層位 種類 器種 残存 法量 (cm) 胎土 焼成 色調 仮番

19 53 SD009　R1 瓦 軒丸
瓦当完形、
丸瓦部一部

瓦当径 14.4 径 2 ㎜以下石英・長石、微細な赤色粒やや多い 良好 灰白～灰 183

19 54 SD009　R3 土師器 皿 4/5
復元口径 7.9、
器高 1.5

径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む 良好 明褐～灰白 185

19 55 SD009　R3 土師器 皿 7/10
復元口径 8.2、
器高 1.2

径 1 ㎜以下赤色粒含む 良好 にぶい橙 186

19 56 SD009　R3 土師器 皿 3/5
復元口径 8.3、
器高 1.15

径 2 ㎜以下赤色粒、石英・長石含む 良好 明褐灰 187

21 57 SX008 肥前系染付 碗 1/4 復元高台径4.2 精良 良好 胎土：白、釉：淡青 106

21 58 SX008 陶器 碗 破片 － 径 2㎜以下白色粒含む。微細な黒色粒多い 良好 胎土：灰、釉：灰 107

21 59 SP034 青磁 碗 破片 － 微細黒色粒含む 良好
胎土：灰白、
釉：浅黄透明

3

21 60 1 面下　南区 肥前系陶器 碗 1/4
復元口径12.2、
器高 5.7

径 1 ㎜以下白色粒含む 良好
胎土：赤褐～灰、
釉：暗褐

289

21 61 18-3 1 面整地層　南区 陶器 皿 2/3
復元口径12.4、
器高 3.6

精良 良好
胎土：黄白、釉：内面は
銅緑、外面は透明

292

21 62 1 面整地層　南区 青磁 皿 2/3
復元口径11.8、
器高 2.6

微細な白色粒少ない。精良 良好 胎土：灰白、釉：淡緑 290

21 63 1 面整地層　南区 陶器 香炉 1/3 底径 5.3 微細な黒色粒含む 良好 胎土：黄白、釉：灰緑 293

21 64 18-4 1 面整地層　北東区 土製品 スタンプ 完形
径 2.05、
高さ 2.35

径 1 ㎜以下白色粒少ない。精良 良好 暗灰黄～にぶい黄橙 310

24 85 5-3・4 SL048　炉底下面 金属生産 炉底塊 4/5 幅 20、厚さ 7 － － －

24 86 18-7 SK014 金属生産 炉底 不明 径復元 17.6 径 3 ㎜以下石英・長石多い － 灰 M36

24 87 SL048　下面西側 R1 金属生産 羽口 1/4
幅 9.2、
孔径 1.9

径 3 ㎜以下石英・長石少ない 良好 にぶい橙 M47

24 88 SD009　下面南区 金属生産 羽口 完形
径 7.4、
孔径 2.8

径 4 ㎜以下石英・長石、黒色化粒含む。
径 8㎜ガラス化粒あり

良好 浅黄橙～にぶい橙 M46

24 89 SX227 金属生産 羽口 7/10 中央径 7.7 径 4 ㎜以下石英・長石多い 良好
にぶい橙～にぶい黄橙～
黒褐

282

24 90 18-6 SK002 土製品 煉瓦状 不明
幅 6.5、
厚さ 3.65

径 2.5 ㎜以下石英・長石多い 良好 明赤褐 M41

24 91 SK002 土製品 三又状 1/2 － 砂質強い。径 2㎜以下砂粒少ない 良好 赤褐～暗灰 M51

24 92 SE005 土製品 煉瓦状 不明 － 径 1㎜以下白色粒、スサ多い 良好 灰 M50

24 93 1 面整地層　北西区 土製品 トチン状 完形
径 3.9、
高さ 3.6

径 2 ㎜以下白色粒、籾殻含む 良好 暗灰 294

18-8 SK001 金属生産 炉壁 不明 厚さ 3 径 3㎜以下白色、黒色粒、雲母含む。 － 明赤褐 M37

18-9 SK002　下層 金属生産 炉壁 不明 厚さ 1.2 径 3 ㎜以下白色粒含む － 赤褐 M39

18-10 SK033 金属生産 炉壁 不明 厚さ 1.2 径 2 ㎜以下白色粒含む － 明赤褐 M38

番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量（㎝、g） 備考

5001 SK052　東堆積層 軽石 － 砥石 完形 長さ 7.47

5002 SK028 砂岩 － 砥石 完形 長さ 13.2

5003 SK028 砂岩 － 砥石 完形 長さ 8.5

5004 SK028 泥岩 － 砥石 破片 長さ[4.96]

5005 SK028　南半 砂岩 － 砥石 完形 長さ 9

5006 SK028　南半 砂岩 － 砥石 破片 長さ[8.14]

5007 SK028　南半 細粒砂岩 － 砥石 破片 長さ [7.1]

5008 SK024 黒曜石 － 剥片 完形 長さ 2.68

5009 SK024 細粒砂岩 － 砥石 破片 長さ[5.78]

5010 SK007 砂岩 － 砥石 完形 長さ 4.66

5011 SK007 安山岩 中 扁平石 完形 長さ 22

5012 SK007 花崗岩 中 不明円形 完形 長さ 2.15

5013 SK007 安山岩 弱 不明円礫 完形 長さ 4.63

5014 SK007　貼粘土 砂岩 － 砥石 完形 長さ 14

5015 SK020　1 層 玄武岩 中 砥石 完形 長さ 14

5016 SK020　3 層 結晶片岩 － 不明 破片 長さ[3.55]

5017 SK020　3 層 石英 － 火打石 完形 長さ 3.52

5018 SK020　3 層 砂岩 － 砥石 完形 長さ 8.93

5019 SK020　南半 砂岩 － 砥石 完形 長さ 8.81

5020 SK019　南半 チャート － 剥片 完形 長さ 2.68

5021 SK019　南半 滑石 － 石鍋 破片 長さ[7.17]

S30 SK101 軽石 － 有孔石製品 完形
長さ 8.5、
幅 8.3、
厚さ 3.4

22 図 68

S22 SK062 軽石 － 加工石製品 完形
長さ 4.7、
幅 2.9、
厚さ 2.4

22 図 66

S21 SK062 安山岩質 弱 茶臼下石 破片 長さ[27.7] 22 図 70

5022 SK023 砂岩 － 砥石 破片 長さ[5.42]

5023 SK035　北半 蛇紋岩 中 不明 破片 長さ[3.13]

5024 SK035　北半 安山岩 弱 砥石 破片 長さ[4.23]

5025 SK002 ホルンフェルスか 中 砥石か 破片 長さ[4.54]

5026 SE017 ？ 砂岩 － 不明加工品 完形 長さ 9.5

5027 SE017　掘方 層灰岩 － 砥石 完形 長さ 5.79

5028 SE026 石灰質 － 不明 破片 長さ 4.75

5029 SE005　掘方 滑石 微弱 不明磨製品 完形 長さ 6.05

5030 SK031 滑石 微弱 石鍋 破片 長さ[7.04]

5031 SE027　掘方 頁岩 － 小円礫 完形 長さ 4.97

5032 SE027　掘方 滑石 － 石鍋 破片 長さ [8.4]

5033 SE027　掘方 砂岩 － 砥石 破片 長さ[10.2]

5034 SE027 コンクリート？ － 不明 破片 長さ[6.59] 2 点

番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量（㎝、g） 備考

5035 SE006 コンクリート？ － 不明 破片 長さ[8.33]

5036 SE006　帯水層 コンクリート？ － 不明 破片 長さ[21.7]

S41 SE006　帯水層 玉髄か － 棒状 破片
長さ[2.47]、
幅 0.6

22 図 65

5037 SD009 安山岩 中 小円礫 完形 長さ 4.37

5038 SD009 玄武岩か 強 小円礫 完形 長さ 3.82

5039 SD009　下面南区 頁岩 － 砥石 完形 長さ 19.7

5040 SX037 凝灰岩 － 不明石核状 完形 長さ 5.44

5041 SX016 砂岩 － 砥石 完形 長さ 12.2

5042 SK001 滑石 中 不明磨製品 破片 長さ[5.11]

S27 1 面下　1区 滑石 － 線刻石製品 破片
長さ[6.2]、
幅 4.9、
厚さ 1.1

22 図 67

5043 1 面下　1区 頁岩 － 小円礫 完形 長さ 4.11

5044 1 面下　1区 玄武岩 中 小円礫 完形 長さ 5.47

5045 1 面下　1区 頁岩 － 砥石 完形 長さ 8.27

5046 1 面下　1区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 3.94

5047 1 面下　1区 滑石 － 不明 破片 長さ[5.19]

5048 1 面下　2区 軽石 － 不明石製品 完形 長さ 4.27

5049 1 面清掃　1・2区 砂岩 － 石球 完形 長さ 3.9

S25 SX059（4 区） 砂岩 － 砥石 完形
長さ 16.9、
幅 6.2、
厚さ 5.6

22 図 69

S24 SX059（4 区） 砂岩 － 板碑 破片
長さ[15.1]、
幅[15.7]、
厚さ8

22図71、
図版18-5

5050 SX059（4 区） 砂岩 － 砥石 完形 長さ 9.72

5051
1 面整地層
北西区

泥岩 弱 砥石 破片 長さ[4.71]

5052
1 面整地層
北西区

砂岩 微弱 砥石 破片 長さ[5.71]

5053
1 面整地層
北西区

砂岩 － 砥石 破片 長さ[4.22]

5054
1 面整地層
北西区

砂岩 － 砥石 破片 長さ[4.33]

5055
1 面整地層
北西区

頁岩 － 砥石 完形 長さ 10.5

5056
1 面整地層
北西区

滑石 － 不明加工品 完形 長さ 2.71

5057
1 面整地層
北西区

滑石 － 不明加工品 完形 長さ 6.03

5058
1 面整地層
北西区

頁岩 － 黒碁石 完形 長さ 2.09

5059 1 面下　北東区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.75

第２表　第１面出土石器・石製品
※石材の「磁性」はネオジム磁石による。
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番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量（㎝、g） 備考

5060
1 面整地層
北東区

片岩 － 不明加工品 完形 長さ 4.38

5061 1 面　北区 頁岩 － 黒碁石 完形 長さ 2.18

5062 1 面整地層　6区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 8.5

5063
1 面整地層
中西区

頁岩 － 不明加工品 完形 長さ 5.3

5064
1 面整地層
中東区

砂岩 － 石球 完形 長さ 2.82

5065
1 面整地層
中東区

砂岩 － 砥石 破片 長さ [7.7]

5066 1 面下　南西区 玄武岩 強 小円礫 完形 長さ 2.95

5067 1 面下　南西区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 9.36

5068 1 面下　南西区 泥岩 － 砥石 破片 長さ[5.79]

5069
1 面整地層
南西区

砂岩 － 石球 完形 長さ 3.12

5070
1 面整地層
南西区

頁岩 － 砥石 完形 長さ 13.6

5071 1 面下　南東区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 8.98

番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量（㎝、g） 備考

5072 1 面下　南東区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 8.79

5073 1 面下　南東区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 8.69

5074 1 面下　南東区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 9.96

5075 1 面下　南東区 砂岩 － 不明加工品 完形 長さ 4.92

5076 1 面下　南東区 凝灰岩 － 台石か 完形 長さ 17.5

5077 1 面清掃　南区 チャート － 小円礫 完形 長さ 1.41

5078 1 面細砂層　南区 滑石 － 砥石か 破片 長さ[5.66]

5079 1 面整地層　南区 頁岩 － 砥石 完形 長さ 9.74

5080 1 面整地層　南区 砂岩 － 砥石 破片 長さ 11.2

5081 1 面整地層　南区 安山岩 中 磨石 完形 長さ 9.11

5082 1 面下　南区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 5.85

5083 1 面下　南区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 4.88

5084 1 面下　南区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.16

5085 排土 黒曜石 － 剥片 完形 長さ 2 2 点

5086 不明 砂岩 － 砥石 破片 長さ 4.32

第３表　第１面金属関係遺物出土遺構
※銅銭名（）内数字は基本銭の初鋳造年代

遺構 取上日 金属関係遺物 備考

SL048 171120 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SL048 171121 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SL048　下層 171121 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SL048　東 171201 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SL048　西 171201 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SL048　西区 171207 羽口

SL048　下面下層 171214 炉壁、羽口

SL048　西区下層 炉壁

SL048　
下面西側 R1

180109 羽口、鋳型

SP067 171215 鉄釘

SK052　東堆積層 171121 羽口

SK052 171121 鍛造剥片、粒状滓

SK052　東 171127 鉄釘

SP021 171101 鉄釘

SP066 171219 小札（23 図 72）

SP068 171214 不明粘土塊

SK028 171102 炉壁、羽口

SK028　南半 171107 鉄滓

SL049 171120 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SL050 171120 鍛造剥片、粒状滓

SL050　断ち割り 171206 羽口

SP053 171120 鍛造剥片、粒状滓

SL045　
グリット 1～ 9

171117 炉壁　鉄釘　銅銭

SL045 171121 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SP046 171121 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SL056 171120 鍛造剥片、粒状滓

SL087 171214 鍛造剥片、粒状滓

SL085 171214 鍛造剥片、粒状滓、木炭

SL086 180115 粒状滓

SP229 180307 鍛造剥片、粒状滓、鉄滓

SK041 171113 小型炉上部

SK003 171024 炉壁、鉄滓　鉄釘、板状鉄片

SK040 171113 鉄釘、刀子　銅銭 元祐通寶（1086）

SK024 171113 鉄釘、板状鉄片

SK024 171120 鉄釘　銅銭

SK014 171031 炉壁　鉄釘、円形鉄片 炉壁小・中型破片 30 数点

SK014　貼粘土 171116 鉄釘

SK007 171025
炉壁、羽口　鉄釘、板状鉄片　
銅銭

SK007 171116 炉壁　銅銭

SK020　1 層 171102 炉壁

SK020　2 層 171102 炉壁

SK020　3 層 171102 炉壁、羽口　鉄釘

SK020　貼粘土 171116 鉄釘　銅銭

SK019　北半 171109 羽口　鉄釘

SK019　南半 171108 羽口、鉄滓　刀子　銅銭 熙寧元寶（1068）

SK019　サブトレ 171106 羽口

SK230 180307 炉壁　鉄釘

SK228 180306 銅銭、煙管吸口

SK101 180125 炉壁、坩堝　鉄釘　不明銅製品

SK033 171109
炉底、鉄滓　鉄釘、鉄槌（23 図
74）、鉄鉗（23 図 75）　銅煙管、
銅線、金属滓付着磁器碗（肥前系）

SK033 171113 炉壁　鉄釘

SK033 180306 銅飾り

SK033 180309 炉壁

遺構 取上日 金属関係遺物 備考

SK062 171214 炉壁

SK062 171219 羽口

SK057 171205 羽口

SK023 171113 銅銭（融解？）

SK023　貼粘土 171120 帯状銅製品

SK035　北半 171109 炉壁　鉄釘

SK035 171121 羽口　鉄釘

SK035　最下層 171130 羽口

SK002 171020
鉄釘、鉄刀子、不明鉄片　銅煙管、
銅吊手

SK002 171023
炉壁　鉄包丁（23 図 76）、円形
鉄片、不明鉄片　円盤状銅製品

SK002　下層 171024 炉壁、羽口　鉄釘　板状銅製品

SK002 180203
炉壁（レンガ状）　銅銭、椀状、
銅線、煙管吸口

元祐通寶（1086）

SK002 180205
炉壁（レンガ状）、羽口、鉄滓、
坩堝か　銅銭、銅滓

炉壁小・中型破片 60 数点

SE017 171031 炉壁、鉄滓　鉄釘 炉壁中型破片 50 数点

SE017 171107 炉壁　鉄釘、板状鉄片　銅銭
炉壁中型破片 100 十数点
皇宋通寶（1039） 
治平元寶（1064）

SE017 180208 鉄釘

SE017 180209 鉄釘

SE017 ？ 2 面下 2
6 区？　180208

炉壁　鉄釘、鎌か

SE017　掘方 180209 羽口　鉄釘　銅銭

景徳元寶（1004） 
元豊通寶（1078） 
元祐通寶（1086） 
紹聖元寶（1094）

SE026 180214 炉壁　鉄釘

SE026　掘方 180119 坩堝

SE026　掘方 180214 炉壁　鉄釘

SE005 171025 鉄滓

SE005 180116 炉壁　鉄釘

SE005 180118 鉄釘

SE005　掘方 171101 銅釘、銅滓

SE005　掘方 171213 炉壁、羽口

SE005　掘方 180118 炉壁

SK031 171108
羽口　鉄釘、刀子、塊状鉄片　
銅銭

皇宋通寶（1039） 
熙寧元寶（1068）

SK031 171109 炉壁　鉄釘

SE004 171106 炉壁

SE004 180219 炉壁　鉄釘　銅滓

SE004　掘方 180219 炉壁　鉄釘

SE027 180118 釘

SE027 180209 炉壁　鉄釘

SE027　掘方 171107 鉄釘

SE027　掘方 171116 炉壁

SE027　掘方 180118 炉壁、鉄滓

SE027　掘方 180209 羽口

SE006 171025 羽口か

SE006　南区 171215 炉壁、羽口　鉄付着石　銅銭 洪武通寶（1368）23 図 77

SE006 180125 炉壁　鉄吊手か

SE006　壁面 180208 炉壁か　鉄釘　銅銭

SD009 
SD009　下面南区

171025 
171205

炉壁

SD009　下面南区 171205
羽口、鉄滓　鉄釘　銅銭、
小像（23 図 73）

皇宋通寶（1039） 
元豊通寶（1078）

SX227 180306 鉄釘　銅銭 寛永通寶（1636）23 図 78

SX036 171109 鉄釘
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遺構 取上日 金属関係遺物 備考

1面整地層
南西区

171121 鉄滓

1面整地層
南西区

171215 炉壁、羽口　銅銭

1面整地層
南西区

171219 炉壁、羽口、鉄滓　銅銭

1面ブロック土
(SX061ベルト3a層)

180109 炉壁か、鉄滓

1面ブロック土
(SX061ベルト4a層)

180111 炉壁か、鉄滓

1面整地層 (SX061 ベ
ルト 4b 層 )

180111 炉壁、羽口　銅銭 開元通寶（621 ～）

1面整地層　SK035
南

171212 鉄釘

1面下　1区 180307
炉壁　鉄釘　銅銭、銅椀状、
銅小箆状、銅管状（煙管か）

「永」銅銭　23 図 84

1 面下　2区 180307 炉壁　鉄釘　銅銭

1面下　2区 180313 羽口、鉄滓　鉄釘　銅滓

1面整地層　6区 180205 鉄釘

1面下　北東区 171204 炉壁、羽口　鉄釘、鉄滓

1面下　中北区 171204 炉壁

1面下　南区 171109 銅銭

開元通寶（621 ～） 
祥符通寶（1008） 
天聖元寶（1023） 
熙寧元寶（1068）

1 面下　南区 171120
炉壁、羽口、鉄滓　鉄釘、
刀子　銅銭

1面下　南区 171121 炉壁、羽口　鉄釘、鉄滓

1面下　南東区 180111 鉄滓

1面下　南東区 171205 羽口、鉄滓　鉄釘

1面下　南西区 171121
炉壁、羽口　鉄釘、板状鉄片　
銅銭、銅銭束、銅飾り

開元通寶（621 ～） 
景祐元寶（1034）

1 面下　南西区 171215 炉壁　鉄釘、鉄滓

1面下　SL048 北 171212 鉄滓　鉄釘

試掘トレ　北 171121 銅滓

試掘トレ　北 171213 炉壁、羽口、坩堝、鋳型　鉄釘

試掘トレ　南 171213 鉄釘

試掘トレ
南壁面上層

171213 羽口

北区　壁面 180326 銅銭 天禧通寶（1017）

南壁清掃 180227 鉄釘

南調査区排土 180228 鉄釘　銅銭

排土 坩堝　銅銭

開元通寶（621 ～） 
咸平元寶（998） 
聖宋元寶（1101） 
景定元寶（1260）

不明 炉壁　鉄釘　銅銭、銅煙管吸口
皇宋通寶（1039） 
洪武通寶（1368）

遺構 取上日 金属関係遺物 備考

SX070 171219 炉壁、小型炉上部

SX008 171024 銅銭 開元通寶（621 ～）

SX016 171030 銅銭 宣徳通寶（1433）23 図 79

SX059 171201 鍛造剥片、粒状滓

SX059 171212 小型炉上部、炉壁、羽口、鉄滓

SK001 171020 炉底・炉壁　鉄釘

SK001 171206 炉底・炉壁、羽口

SK001 171208
炉底、炉壁（レンガ状）、
坩堝　鉄釘、板状鉄片　銅銭

炉壁中型破片 50 数点 
寛永通寶（1636）23 図 80

SP030 171107 炉壁、小型炉上部　鉄釘

SP038 171113 羽口、鉄滓

SP042 171113 炉壁

SK032 171109 炉壁、羽口　鉄釘　不明銅製品

SK047 171120 羽口、鍛造剥片、粒状滓

SP051 171120 鍛造剥片、粒状滓、木炭

SK065 171207 羽口

SX064 171206 羽口か、鋳型か　鉄釘　銅銭

1面　清掃 171019 炉壁、鉄滓　銅銭 洪武通寶（1368）23 図 81

1 面　清掃
1・2区

180306 炉壁　鉄釘

1面　北端トレ 171113 鉄釘

1面　北区 171113 炉壁　鉄釘、板状鉄片　銅銭 寛永通寶（1636）23 図 82

1 面　中央区 171109 鉄釘　銅匙

1面　南区細砂層 171102 炉壁、羽口、坩堝、鉄滓　銅銭

1面整地層
北東区

171215
炉壁、羽口、鉄滓、坩堝か　鉄釘、
板棒状鉄製品　銅煙管吸口

1面整地層
北西区

171212
炉壁、羽口、鉄滓　鉄釘　銅銭、
銅煙管雁首・吸口、銅燭台

元豊通寶（1078） 
皇宋元寶（1253）23 図 83

1 面整地層
北西区

171213 銅ねじ

1面整地層
北西区

171215
炉壁、羽口　鉄釘　銅煙管雁首・
胴、銅飾り

1面整地層
北西区

171219 炉壁、羽口　鉄釘

1面整地層上層
中央西区

171215 炉壁

1面整地層
中東区

171212 炉壁、羽口、鉄滓　鉄釘　銅銭
開元通寶（621 ～） 
元豊通寶（1078）

1 面整地層
中東区

171215 炉壁か　鉄釘

1面整地層
中西区

171212 炉壁、羽口　鉄釘　銅銭

1面整地層　南区 171109 炉壁、羽口　鉄釘　銅銭

1面整地層　南区 171117
炉壁、鋳型　鉄釘　銅煙管雁首、
銅杓子

1面整地層
南東区

171121 炉壁　鉄釘
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第３節　第２面の調査

１．土坑

SK233（第26図、図版12）　１区で検出した。長さ140㎝、幅92㎝、深さ28㎝を測る長方形土坑。埋土

は黒褐色2.5Y3/2砂質粘土ブロック土で、径1cm炭・焼土を含む。

出土遺物（第29・40図）　94はカエズ型鬼瓦の破片。95は象嵌青磁の小碗。164は泥岩の砥石で、表面

に浅い線状痕が残る。他に土錘などが出土した。

SK232（第26図、図版12）　１・２区で検出した。長さ155cm、幅122cm、深さ28cmを測る隅丸方形土坑。

床・壁に暗灰黄色粘土を貼る。染付や瓦片が出土した。

SK234（第26図）　２区で検出した。長さ226cm、幅158cm、深さ17cmを測る長方形土坑。底面は西側

に段をもつ。埋土は上層が暗オリーブ褐色2.5Y3/3粘質シルト、下層がオリーブ褐色2.5Y4/4粘質シ

ルト。

出土遺物（第37図）　149は鉄釉陶器の碗。他に染付や瓦片、土錘が出土した。

SK088（第26図、図版12）　３区で検出した。長さ207cm、幅135cm、深さ40cmを測る長方形土坑。埋

土は暗オリーブ褐色2.5Y3/3砂質粘土でしまりがやや弱く、径2～5cm炭ブロックを少なく含む。下層

に瓦・礫が堆積する。染付や唐津焼が出土した。

SK082（第26図、図版12）　５区で検出した。長さ156cm、幅104cm、深さ60cmを測る楕円形土坑。埋

土はブロック土の堆積、下層に瓦・礫が堆積する。染付や炉壁などが出土した。

SK083（第26図、図版12）　７区で検出した。幅102cm、深さ34cmを測る長方形土坑。上層は砂質粘土、

下層ににぶい黄色細砂が20㎝ほど堆積する。SX061に切られる。瓦片や土錘などが出土した。

SK084（第26図）　９区で検出した。径100～110cm、深さ22cmを測る円形土坑。埋土は暗オリーブ褐

色砂質粘土で径1cm以下炭・焼土を含む。陶磁器片などが出土した。

　暗灰黄色粘土を床・壁に貼ったSK232と、長方形土坑のSK233、SK234、SK088は、土坑の形状から

見ると第１面検出の方形土坑の類型（第１面第２期：16世紀代もしくは第３期：17世紀代）に属する。

第１面第１期としたSL086の検出面の高さは標高2.62mで、それに隣接するSK088の検出面の高さは

2.64m、SK234検出面の高さが2.56mなので、SK088とSK234は第１面遺構の範疇で考える。SK232と

SK233の検出面は標高2.32mで、SL086検出面より30㎝低い。出土遺物を見ると、SK232・SK234・

SK088から肥前系染付が出土しており、第１面第３期の時期に当たる。SK234・SK088については第１面

第３期の所属で整合的である。SK232は17世紀代遺物が混入で、第２期に属する可能性を想定しておく。

　SK082・083・084は平面・断面形が不定形で、埋土も焼土や砂のブロック土堆積であり、第１面第２・

３期の方形土坑の自然堆積埋土と大きく異なっている。SK082・083・084の傾向は、土坑というよりは、

SX095（図版12-6）のようなブロック堆積土で、落ち込みに対する埋め立ての単位と考えられる。性質

としては後述するSX061などの堆積土に近い。
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第26図　SK233・232・234・088・082・083・084 実測図（1/40）
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１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/5

　　砂質粘土。

　　黄灰色 2.5Y4/1

　　砂質粘土ブロック含む。

　　しまり弱い

２．にぶい黄色 2.5Y6/3 細砂

１

２

３４

５

１．暗褐色 10YR3/3 粘質砂土。焼土・炭ブロック多く含む。しまり弱い

２．１層と同質。焼土・炭粒多い

３．黒褐色 10YR2/2 粘質砂土。１層と同質

４．３層と同質。瓦・礫含む

５．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 粘質砂土。炭・焼土粒含む。しまり弱い
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１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3

　　砂質粘土。径 1cm炭・焼土

　　含む。しまりやや弱い

２．暗灰黄色粘土。径 1cm炭

　　含む。しまりやや弱い
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２．石積遺構

SX054・SX100（第27図、図版11）　９区で検出した。礫・瓦の集積遺構SX054（長さ136㎝、幅105㎝、

厚さ20㎝）の下に土師皿・銅銭の集積遺構SX100を検出した。SX054とSX100との間には掘り込みを確

認できなかったが，関係する遺構として報告する。SX100の内容は副葬品あるいは地鎮の様相を呈す。

出土遺物（第29・40・43図）　99～102は土師器小皿。102は灯明皿として利用されている。103～106

は土師器坏。165はSX054出土の安山岩の茶臼上石で、区画内の溝は８条。臼部復元径は14.6㎝を測る。

200は永楽通寶。銅銭は４枚出土し、Ｘ線画像で永楽通寶（基本銭の初鋳1408年）と判読できるものが

他に少なくとも１枚出土している。他に鉄滓が出土した。

SK090（第27図）　９区で検出した。径10～20㎝の角礫を並べた状態で、50×35㎝の範囲だけ残ってい

る。掘方は検出できなかった。

出土遺物（第29図）　98は土師器坏で回転糸切り底。14世紀後半～15世紀代。

SK089（第28図、図版11）　９・10区で検出した。東西212㎝、南北200㎝、深さ30㎝を測る方形土坑で、

土坑の壁沿いに角礫の石積みが一段残る。内側の礫は床から浮いて堆積しており、二段目の石積みが内

側に倒れたものと理解できる。石積みは30～50㎝の大型礫を中心に配置し、その間に10～20㎝の礫を

嵌めている。土坑中央に薄い炭層が形成される。

出土遺物（第29・40図）　107は三巴文軒丸瓦。108は象嵌青磁の碗。14世紀後半。109～112は土師器
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089

H=2.6m

025

H=2.7m

炭

炭

１

３ ２

４

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。径 1cm炭粒、黄灰色粘土ブロック少なく含む。しまりやや弱い。上面に炭化物集中範囲あり。

２．１層と同質。明褐色土粒多く含む。砂ブロック含む。（第２面ブロック土）　　３．１層と同質。暗オリーブ色シルト、炭層、

　　砂ブロック含む。（第２面堆積層）　　４．黒褐色 2.5Y3/2粘質砂土。扁平礫含む。

0 1ｍ

第28図　SK089・025実測図（1/30）

29図107

29図109

29図110

29図111

40図165
40図164

小皿。109・110は灯明皿として利用される。166は安山岩の五輪塔の火輪で、天井中央に径5㎝、深さ2.5

㎝の孔をもつ。167は安山岩の茶臼上石で、区画内の溝は６条。上下縁辺を打ち欠いている。他に染付

や唐津焼などが出土した。

SK025（第28図）　９区で検出した。深さ30㎝を測る方形土坑で、南端に石列が残る。

出土遺物（第29図）　96は景徳鎮窯青白磁の皿。16世紀中頃か。97は土師器底部。小型壺か。

　石積遺構については、第１面検出遺構とは性格が異なっており、遺構検出面もわずかに下層で、第１

面第３期遺構の井戸に切られていることから、第２面検出遺構として整理した。しかし、出土遺物の時

期は、15世紀から16世紀代で、第１面第１期に近く、第１面の鍛冶炉遺構群と同時期の可能性もある。

３．堆積土

SX061（第30図、図版13）　５・７区で検出した。平面形はある程度把握できたが、壁・床は明確に検

出できなかった。埋土は黒褐色土の自然堆積。SD009下面、SX061上面で検出したSX058は、方形範囲

の貝灰の堆積で、中央にアワビを入れた漆器椀（漆膜のみ）が出土した（図版13-4）。漆器椀・アワビ

ともに遺存状態が悪く、遺物として取り上げ・図化できなかった。SX061ベルト下でも漆器椀が出土し

たが（図版13-3）、漆膜のみの遺存であった。

出土遺物（第31・32・40図）　115は土師器小皿。116は邵武窯白磁の小皿で、灯明皿利用される。15世
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10cm0
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95
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96 97

99 100

101 102

103 104

105 106

113

114

第29図　SK233・025・089、SX100・090・091・069出土遺物実測図（94・107は1/4、他は1/3）

94・95　SK233　　96・97　SK025　　98　SX090　　99～106　SX100　　

107～112　SK089　　113　SX091　　114　SX069

紀後半。117は白磁の碗。口唇部は口さび、畳付けは釉剥ぎ。118は肥前系染付の碗。119は緑灰色釉の

陶器香炉。120は高取焼の鉄釉瓶。121は土師質の焙烙。122は丸瓦で、人名刻印が打たれる。123は丸

瓦の瓦当。124・125は焼塩壺。124は成形技法Ⅱ類（板作り成形）で作られ、外面に刻印が押されるが

剥落のため判読できない。125は成形技法Ⅰ類（輪積み成形）で作られ、刻印がない。125は17世紀前半、

124は17世紀後半と考えられる（小川望（2001）「焼塩壺」『図説江戸考古学研究事典』、pp.354-357、

柏書房）。126は骨製の耳掻簪。残存長5.1㎝、幅7㎜、厚さ1.5㎜を測る。127は骨製の管状製品で、

残存長2.6㎝、径6㎜、孔径2㎜を測る。外面は丁寧に削り・研磨している。128は肥前系染付の碗。畳

付は釉剥ぎ。129～131は肥前系陶器碗で、129は内外面打刷毛目、130は内外面巻刷毛目、131は内面

が打刷毛目、外面は蛍手。17世紀末～18世紀中頃。132は肥前系染付の小皿。畳付は釉剥ぎ。133・134

は肥前系染付の皿。134は高台内が一部露胎。168は滑石製のスタンプ。石鍋口縁部を転用しており、

背面中央部に紐通し孔、上端に穿孔を施している。169は砂岩の板碑で、「禅」「元カ」「十」「一」など

の刻書が認められる。全体にノミ状工具による粗い削り痕を残す。他に土鈴、土錘などが出土した。
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061 H=2.9m

099

H=2.5m

H=1.5m

H=2.4m

2a
炭

2e
４

2c
2b

１．SD009　2a ～ 2e．SX061　3a ～ 3c．第２面堆積層

2a．黒褐色 2.5Y3/2 粘質砂土と炭層の互層。砂質強く、しまり弱い　2b．砂質粘土。砂質、褐色味強い。径 1cm以下炭・焼土含む

2c．灰層含む　2d．炭ブロック、遺物多く含む　2e．径 1cm炭・焼土やや多い。遺物少ない。粘質　

3a．黒褐色 10YR3/2 砂質粘土。径 1cm以下焼土多い。径 1cm炭含む。しまりやや強い　3b．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 砂質粘土。炭・焼土含む。

しまりやや強い　3c．3b 層と同質。オリーブ褐色粘土ブロック水平堆積。1cm炭・焼土多い。しまりやや強い　

４．黒褐色 2.5Y3/2 粘質砂土。炭・焼土・遺物少ない。しまり弱い

１
3a

3b

3c
2d

粘土粘土粘土粘土

調査区西壁土層

１．黒褐色 2.5Y3/2 砂質粘土。

　　径 1cm炭・焼土含む。中央に鉄分沈着　

２．黒褐色 10YR2/3 砂質粘土。瓦多い　

３．木質堆積層　４．黒褐色砂質粘土　

１

２３
４

Ⅹ

Ⅹ’

0 1ｍ

第30図　SX061・055・099 実測図（1/40）

●

●

055
H=2.9m

●

● H=2.4m

１．鉄分・粘土ブロック混土。下層に明黄褐色 10YR6/6 粘土ブロック。しまり強い　

２．鉄分・細砂互層。最下層は黒褐色 10Y2/3 粘質砂土（鉄分層）。しまり強い

３．粘土・炭互層。粘土は暗灰黄色（６層と同質）。しまりやや強い

４．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3 砂質粘土。径 0.5 ㎝以下炭・焼土粒やや多い。しまりやや強い

５．黒褐色 2.5Y3/2 砂質粘土。径 1cm以下炭含む。鉄分粒多い。しまりやや弱い

６．暗灰黄色 2.5Y4/2 砂質粘土。径 1cm以下炭やや少ない。上位に鉄分沈着。しまりやや弱い
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0 10cm

0 10cm

0 5cm
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123
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126 127
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117 118
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第31図　SX061出土遺物実測図１（121〜123は1/4、126・127は1/2、他は1/3）

SX091（第25図）　５区、SX061下層で検出した。埋土は暗灰黄色2.5Y4/2砂質粘土で、しまりがやや

弱く、径1cm以下炭・焼土を含む。

出土遺物（第29図）　113は須恵器坏。８世紀前半。他に陶磁器、瓦、土錘などが出土した。

SX094（第25図）　５区、SX061下層で検出した。溝状の落ち込みになっている。
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0 10cm

128

129

130

131

133

132

134

第32図　SX061出土遺物実測図２（1/3）

SX069（第25図）　７区、SX061下層で検出した。上層は鉄分層で礫、瓦が多く含まれる。部分的に

SX062下層、SX070として検出し、東側は第１面のSK035とも連続的な堆積であった。

出土遺物（第29図）　114は肥前系陶器皿。他に瓦片や土製馬・人形などが出土した。

SX099（第30図、図版12）　５・７区、SX062・069下で検出した。方形土坑状の落ち込みで、下層に棒状、

板状の木質遺物と瓦が堆積している。

出土遺物（第33図）　135・136は三巴文軒丸瓦。137・138は唐草文軒平瓦。139は焼塩壺。成形技法Ⅰ類。

17世紀前半。140は土製馬形で、目は粘土小円盤の貼り付け、歯は沈線で表現する。左右上顎頬骨付近

に径２㎜ほどの焼成前穿孔があり、下顎を連結していたと考えられる。後頭部下端にも径1.1㎝の焼成
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前穿孔が施される。141は土製牛形。目は粘土小円盤を貼り付けた後の穿孔による表現で、右目は粘土

小円盤が剥落している。耳の穴を刺突で表現している。

SX055（第30図、図版13）　８・10区で検出した。平面は不整形で、焼土・鉄分層の互層状堆積。

SX093・096など鍛造薄片を含むしまりの強い黒褐色砂質粘土のブロック状堆積も含む。陶磁器片、土錘

などが出土した。

　第１面の比較的定型化した石基礎建物SD009や方形土坑、鍛冶炉などの下面に堆積したブロック土を

遺構として掘り下げたのが、SX061以下堆積土SXである。これらは掘り込んだ土坑が機能した後に埋没

したというよりは、落ち込みを埋めるために客土を廃棄した状況と考えられる。また、SX099やSX061

には棒状・板状の木質遺物、焼塩壺、土製馬形、土製牛形、貝灰、漆椀、アワビなどの特徴的な遺物も

投棄されている。そのようにして埋め立てられた場所に石基礎SD009の建物が立てられている。埋め立

ての時期は、下層のSX099から成形技法Ⅰ類の焼塩壺や土製人形が出土し、上層のSX061からは成形技

法Ⅱ類の焼塩壺や肥前系陶器が出土することから、17世紀から18世紀にかけて埋め立てられたと考え

られる。

４．石列

SX307（第34図）　７・８区で検出した。長さ480㎝の直線上に径20～30㎝の扁平角礫・亜円礫を配置

している。置かれている礫の形状や間隔、据え方は規格的とまでは言えない。南東側の10・12区には

SX307に直交する方向で礫が検出されており（SX079・080、第１面）、関連する可能性がある。これらの

0 10cm

0 10cm

135

136

141

140139

137
138

第33図　SX099出土遺物実測図（135～138は1/4、他は1/3）
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H=2.6m

0 1ｍ

第34図　SX307実測図（1/40）

石列の東西あるいは南北で、遺構の様相が変化することから、地割境界に関わるものと推定される。

５．溝

SD231（第35図、図版10）　１・２区で検出した。東西方向に長さ715㎝、幅40㎝、深さ70㎝で完結し

て構築された溝で、埋土に粗砂や腐植土など水成堆積物が認められる。SD235やSK234を切る。

出土遺物（第36・37・43図）　142は軒丸瓦。143は土師器小皿。14世紀前半。144は土師器皿。灯明皿

として利用している。12世紀後半。145は緑灰色釉陶器の小皿で、片口をもつ。146は口縁部に暗褐色

釉をかけた肥前系陶器皿。148は肥前系染付小皿。188は鉄製小型鎌で摘鎌と考えられる。他に土鈴、

土玉、土錘、頁岩・砂岩砥石、砂岩石球、玄武岩小玉石（碁石）、炉壁、羽口、鉄釘、銅銭、銅製煙管

吸口などが出土した。

SD235（第35図、図版10）　２区で検出した。幅60㎝、深さ25㎝を測る溝で、南側調査区では検出でき

なかった。溝の東側の整地層（巻頭図版2-2）に関係しており、整地の際の土止めの痕跡と考えられるが、

溝内に板や杭の痕跡は認められなかった。

出土遺物（第36図）　147は土師器坏で、回転糸切り後板目痕底。小型で浅い。灯明皿利用。13世紀末

から14世紀初頭。他に炉壁、羽口、坩堝、鋳型、鉄滓が出土した。

　SD231はSD235やSK234を切り、検出面も標高2.7mと高い。出土遺物にも肥前系陶器や染付が含まれ

ることから、第１面第３期（17世紀代）に属すると考えられる。SD235は東側の整地層に関係しており、

出土遺物の時期は14世紀初頭である。後述する第２面下層（埋立土）の下限年代は15世紀代である。

６．第２面下層

１区出土遺物（第38・41・43～47図）　159は骨製の加工品で、四肢骨端部を利用して台状の部分と管

状の受け部を削り出している。長さ6㎝、幅5.2㎝、厚さ3.6㎝を測る。170は滑石の線刻石製品。173

は砂岩の一石五輪塔の風輪部。風輪部高さ6.8㎝。種子は刻まれない。189は銅製の小椀。190は銅製

の鈴。紐と内部に有機物が残る。191は銅製の未開敷蓮華。常花の部品か。192は銅製の小鏡で縁辺に

小さな抉りがあり、下端は打ち欠かれている。199は銅製の小匙。201は至和元寶。202は朝鮮通寶（基

本銭の初鋳年代は1423年）。203は大中通寶の大型銭（基本銭の初鋳年代は1361年）。207～211は屏風

状の炉壁上部。内面が強く被熱しており、被熱度合いは下方に強く、上方に弱くなる傾向で一致する。

212は屏風状炉壁の一部で、内面が被熱する。上端の半円形部は径6.5㎝を測る。羽口の挿入部分の可

能性があるが、半円形部分に傾斜がなく、内面に金属滓も付着していない。213・214は炉壁下部。内面

00° 0 (0 い 0 4 
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H=2.8m

H=2.2m

231

36図144

36図143

36図142

235

36図147

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。

　　径 0.5㎝炭・焼土少ない

２．暗灰黄色 2.5Y4/2粘質砂。

　　径 1cm炭やや多い。粗砂含む。

　　しまり弱い

３．黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。

　　径 1cm炭、粗砂含む。

　　しまり弱い

１

２

３

１
２

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3粘質砂。

　　暗灰黄色粘土ブロック含む。

　　しまりやや弱い

２．黒褐色 2.5Y3/1砂質粘土。

　　径 1cm炭少ない。しまりやや弱い

３．黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。

　　細中砂、炭、焼土混土の互層。

　　しまりやや強い

３

第35図　SD231・235実測図（1/40）

0 1ｍ

には銅滓が付着し、下端部は平坦面をなす。

219は坩堝で、内側から凹ました注口が付く。

体部は強く被熱、灰色化し、器体外面に胎土

同質の粘土を貼り付けている。221・222は羽

口。225は容器鋳型の蓋。中心でない中央に

径2.4㎝ほどの孔を穿つ。胎土と同質の粘土

を厚さ4～5㎜貼り、内径8㎝の環状に厚さ1

㎜、幅1.5～1.8㎝に真土（黄灰～灰黄色）

を貼る（図版21-4）。器体断面は被熱により

橙色、にぶい橙色に変色する。228は容器の

鋳型外枠で、片口注口と湯口が確認できる。

内面には真土を貼り、外面には貼り付けた粘

土が残る。229は228とほぼ同内容で、湯口は

残っていない。235は鋳型で、三玉の飾り金

具か。菱形の浮文がある。器体断面は被熱に

より灰色化する。236は鋳型で、法輪と思わ

れる。237は鋳型で、浅黄橙色の真土を貼り、

板状製品を彫り込む。239は不明土製品。5×

3㎜の方形孔が穿たれ、端部に固定痕が残り、

反対の端は被熱して黒色化する。

２区出土遺物（第38・39・41・43・46図）　151

は白磁坏で、体部下端と高台は露胎。口縁部

の一部が被熱黒色化しており、灯明具利用さ

れている。邵武窯。15世紀代。161は瓦片。

数珠掛けの部分か。163は鬼瓦の破片。171は

滑石の権で13.6gを測る。ミニチュアか。172

は安山岩の茶臼下石で、区画内の溝は10条。

打割された面の一部が被熱黒色化する。臼部

の復元径は17.8㎝。204は熙寧重寶。232は

土師質の土製品で、又状の脚部分を持つ。左

面に銅滓が付着し、器体表面は被熱して淡黄

～灰黄色化する。

３区出土遺物（第37・38・41～43・45・46図）

150は陶器の火入れ。内面と体部下端・高台

は露胎。158は須恵器片転用の瓦玉。174は滑

石の線刻石製品。石鍋口縁部片を再加工した

もので、外面を削り、幅1.5㎜の彫刻刀で略

字状のもの（梵字か）を線刻する。175は滑
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H=2.8m

H=2.2m
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36図144

36図143

36図142

235

36図147

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3砂質粘土。

　　径 0.5㎝炭・焼土少ない

２．暗灰黄色 2.5Y4/2粘質砂。

　　径 1cm炭やや多い。粗砂含む。

　　しまり弱い

３．黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。

　　径 1cm炭、粗砂含む。

　　しまり弱い

１

２

３

１
２

１．暗オリーブ褐色 2.5Y3/3粘質砂。

　　暗灰黄色粘土ブロック含む。

　　しまりやや弱い

２．黒褐色 2.5Y3/1砂質粘土。

　　径 1cm炭少ない。しまりやや弱い

３．黒褐色 2.5Y3/2砂質粘土。

　　細中砂、炭、焼土混土の互層。

　　しまりやや強い

３

第35図　SD231・235実測図（1/40）

0 1ｍ

0 10cm

0 10cm

142

147

143

145

144

146

第36図　SD231・235出土遺物実測図（142は1/4、他は1/3）

142～146　SD231　147　SD235

石の線刻石製品。石鍋口縁部片を再加工したもので、内面側に4×7マスの格子を線刻し、５本の斜線

を重ねる。側辺には梯子状の刻みを施す。九字紋の変形した格子か。176は頁岩の砥石。部分的に黒色

付着物が残存する。177は滑石の線刻石製品。石鍋を再加工したもので、３か所に穿孔、内面側に放射

状の線刻を施す。陰石か。178は滑石の円形石製品で、幅5㎜の彫刻刀状の工具で全体を粗く削る。179

は蛇紋岩質の有孔石製品で、研磨痕を全体に残す。180は滑石のミニチュア容器。215は小型炉の炉壁

上部。内側表面は被熱により灰白色、褐灰色化し、器体断面は灰白化する。193は銅製の円形飾りで、

Ｘ線画像では外縁に菊花状の細かい凹凸が確認できる。194は骨製柄の付いた鉄製工具。215・216は屛

風状炉壁で小型炉の上部。217は炉壁片で大型炉の炉底と想定される。226は225と同内容の容器鋳型

蓋型で、下面に真土を1㎜ほどの厚さで貼り、外縁に沿った幅2㎝ほどの真土が剥がれている。227は容

器の鋳型中型で、外面に厚さ6㎜ほどの真土を貼り、内側は粗い成形。

４区出土遺物（第43・45～47図）　195は柄のついた銅製小型容器で、容器部は花弁状の意匠が施され、

口縁の一端が折り曲がる。220は坩堝で、外面は器体と同質の粘土を貼り付けて補強している。金属滓

は外側にあふれた状態で、外面の器体断面も被熱で褐灰色化する。231は隅丸方形状の土製品で、貼り

付けられた砂質灰褐色の粘土が残る。241はトチン状の土製品。

５区出土遺物（第42・46図）　181は滑石の不明石製品。硯の未成品か。182は滑石のミニチュア容器。

把手に細工が施され、容器部分は被熱黒色化する。十能か。183は赤色頁岩の硯。部分的に黒色付着物

あり。230は円形器物の鋳型で、内面に砂質の真土を貼り、わずかに凹面をなす。製品の径は23㎝ほどで、

容器蓋あるいは鰐口が想定される。

６区出土遺物（第38・45図）　152は古瀬戸陶器の卸皿。15世紀代。157はミニチュアの容器。223は羽

口で、筒の下方器壁が厚く、断面形が隅丸方形をなす。

７区出土遺物（第43・45図）　196は鉄製の火打金。218は炉壁で、内面には流動化した多孔質の金属滓

が付着する。外面には２次的な粘土の貼り付けがある。器壁が厚く、大型炉が想定される。

８区出土遺物（第39・42図）　160は鬼瓦で、「櫛田宮」銘がある。10区出土破片と接合した。162は丸

瓦で頭部の一端を欠く。184は滑石の硯。全体に研磨痕が残る。
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0 10cm

149

148

150

第37図　SK234・SD231・第２面下層出土遺物実測図（1/3）

148　SD231　　149　SK234　　150　第２面下層３区

９区出土遺物（第38・42・43・46・64図）　153は天目碗。154は陶器の皿。朝鮮製。器体は全体に歪み、

見込みに目跡が残り、畳付けに砂粒が熔着し、高台内の粘土は削り残されている。156は土師質土製品。

ミニチュアの容器状を呈すが、胎土に籾殻が含まれ、外面に黄色付着物が残る。金属生産関係道具の可

能性もある。185・186は頁岩の硯。185は上面が欠損しており、復元長は８㎝程度。186は粗く加工し

た石片を利用している。197は銅製の輪状製品。234は9～12区出土の土師質の台状土製品で、外面が

被熱で褐灰色化し、器体断面も明赤褐色化する。385はガラス製梔子玉で、径1.9㎝、厚さ1.65㎝、孔

径0.7㎝を測る。

10区出土遺物（第43・46・64図）　198は銅製の環状製品。断面形は内側に厚く、外側に薄いレンズ状

をなす。233は土師質のレンガ状土製品。部分的に強く被熱し、小口面に圧痕による筋状の粘土のはみ

だしがみられる。386はガラス製小玉で、径0.3㎝、厚さ0.25㎝、孔径0.1㎝を測る。

11区出土遺物（第38・42・43・45図）　155は完形の陶器壺。187は頁岩の硯で、表面に薄く墨と思われ

る黒色付着物が残存する。206は大元通寶（基本銭の初鋳年代は1309年）。224は断面方形の羽口。裾

側に粘土塊の貼り付けがみられる。

第２面下層からは他に土鈴、瓦玉、土錘などが出土した。

　第２面下層出土遺物の下限年代は、１区出土の朝鮮通寶（第43図202）、２区出土の邵武窯白磁坏（第

38図151）、６区出土の古瀬戸陶器卸皿（第38図152）、２・５・10・11区出土の永楽通寶などから15世

紀代と考えられる。３・５区からは寛永通寶も出土しているが、上層からの混入と考えてよいであろう。

７．小結

　第２面遺構の時期変遷について、現時点での理解を整理しておく。
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0 10cm

0 5cm

151

153

156

157

158

159

152

154

155

第38図　第２面下層出土遺物実測図１（151〜155は1/3、他は1/2）

　（１）第２面第１期（15世紀代）

　第２面は、第３面上に埋立土（第２面下層堆積土）が形成されて、第１面遺構面が形成される間の遺

構面（第１面下層）として想定したが、結論としては、第２面単独の遺構面は形成されていなかった。

よって第２面第１期は第２面下層堆積土（埋立土）の形成時期とする。本調査では、第２面下層の埋め

立て単位を詳細に検討しながら掘削することができなかったが、埋め立ての方法は、SD235のような溝

を区画の単位として伴いながら埋め立て・整地を行ったと想定される。埋め立ての時期は、出土遺物の

下限年代から見て、15世紀代に行われたと考えられる。

　（２）第１面第１期（15世紀後半～16世紀前半）

　第２面検出遺構のうち、石積遺構SX054・SX100、SX090、SK089、SK025は、第２面検出遺構の中で

最も古い遺構であり、第１面第１期のSL048や円形鍛冶炉に近い時期が考えられる。第１面第１期の遺

構群は、調査区中央よりやや北東側にSL048と円形鍛冶炉が直線上に並んで操業され、その南西側、調

査区南東部に偏った一画に石積遺構が形成される。

　（３）第１面第２期（16世紀代）

　第２面検出遺構のうち、SK232は暗灰黄色粘土を床・壁に貼る土坑で、第１面第２期に属する可能性

151　２区　　152・157　６区　　153・154・156　９区

158　３区　　155　11区

口

ロニ

三
一口
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0 10cm

160

161

162

163

第39図　第２面下層出土遺物実測図２（1/4）

160・162　８区　　161・163　２区
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0

164

10cm

0 10cm

0 5cm

165

167

166

168

169

第40図　第２面出土石器・石製品実測図１（164は1/3、168は1/2、他は1/4）

164　SK233　　165　SX100　　166・167　SK089　　168・169　SX061
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173

第41図　第２面出土石器・石製品実測図２（172・173は1/4、178・179は1/3、他は1/2）

170・173　１区　　171・172　２区　　174〜179　３区
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0 10cm
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第42図　第２面出土石器・石製品実測図３（1/2）

180　３区　　181〜183　５区　　184　８区　　185・186　９区　　187　11区
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188
189 190

192

193

191

194

195

196
197

198 199

188　SD231　　200　SX100　R10　　189 ～ 192・199・201 ～ 203　第２面下層１区　　204　第２面下層２区

193・194　第２面下層３区　　195　第２面下層４区　　205　第２面下層５区　　196　第２面下層７区　　

197　第２面下層９区　　198　第２面下層 10 区　　206　第２面下層 11区　　

第 43 図　第２面出土金属製品実測図およびＸ線画像（188 ～ 199 は 1/2、他は 1/1）
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第44図　第２面下層出土金属器生産関係遺物実測図１（1/4）
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第45図　第２面下層出土金属器生産関係遺物実測図２（1/4）

215～217　３区　　218　７区　　219・221・222　１区　　220　4区　　223　６区　　224　11区
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第46図　第２面下層出土金属器生産関係遺物実測図３（1/4）

225・228・229　１区　226・227　３区　230　５区　231　４区　232　２区　233　10区　234　9～12区

がある。貼粘土方形土坑は、小型のものが調査区北西側の中央部に位置し、大型のものが調査区南東側

に集中する。調査区南東側には第１期からSL048や石積遺構が構築されている。

　（４）第１面第３期（17世紀代）

　第２面検出遺構のうち、SK233・234・088は貼粘土のない方形土坑として、第１面第３期の方形土坑

と同質のものであり、近世遺構と考えられる。第３期は、調査区南東側には井戸が集中し、北西側には

貼粘土のない方形土坑が構築される。
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239 240 241

236

237

238

第47図　第２面下層出土金属器生産関係遺物実測図４（235～238は1/3、他は1/2）

235・236・238・239　１区　　237　３区　　240　２区西　　241　４区

　（５）第１面第４期（18世紀代）

　調査区中央の埋め立て堆積土SX099やSX061は17世紀から18世紀の遺物を含んでいる。調査区中央

部は、第３面のSD186が南西に流れていた部分であり、地形的に水が流れやすい箇所で落ち込み・窪地

になっていたと考えられる。その場所を17世紀に入って埋め立てるようになり、18世紀に埋め立て終

わって、SD009石基礎建物を立てたと説明できる。この時期の遺構は少ないが、調査区北西側にSD009

石基礎建物と大型廃棄土坑SK002、南東側は第３期から続いて井戸が使用されていると考えられる。調

査区北西側、SD009石基礎建物周辺に同時期の遺構が構築されないことは、その一画が生活域とは異な

る空間（例えば小規模な境内など）になっていた可能性も考えられる。
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第４表　第２面出土土器・土製品
挿図 番号 図版 遺構・層位 種類 器種 残存 法量 (cm) 胎土 焼成 色調 仮番

29 94 SK233 瓦 鬼 破片 厚さ 4.5 径 2 ㎜以下石英・長石含む 良好 灰～黒褐 284

29 95 SK233 象嵌青磁 小碗 破片 － 精良 良好 胎土：灰、釉：透明 283

29 96 SK025　一段下げ 景徳鎮窯青白磁 皿 破片 － 精良 良好 胎土：白、釉：明緑灰～明緑 116

29 97 SK025　北半 土師器 壺か 底部 底径 4.7 径 4 ㎜赤色粒ごく少ない。精良 良好 にぶい橙～にぶい褐 117

29 98 SK090　北西 R1 土師器 坏 4/5 口径 10.9、器高 2 径 2㎜以下石英・長石やや多い 良好 浅黄橙 154

29 99 SX100　R3 土師器 皿 完形 口径 6.3、器高 1.6 径 1 ㎜石英・長石、赤色粒含む 良好 にぶい黄橙～灰白 222

29 100 SX100　R4 土師器 皿 7/10 口径 6.2、器高 1.8 微細な白色粒、赤色粒含む 良好 にぶい黄橙～明褐灰 223

29 101 SX100　R5 土師器 皿 完形 口径 6.4、器高 1.4 微細な白色粒、赤色粒含む 良好 明褐灰 224

29 102 SX100　R6 土師器 皿 9/10 口径 6.7、器高 1.7 径 1 ㎜以下黒色粒含む 良好 にぶい黄橙 225

29 103 SX100 土師器 坏 2/3 口径 11.2、器高 2.6 微細白色粒、赤色粒含む 良好 褐灰～にぶい橙～明褐灰 220

29 104 SX100　R8 土師器 坏 7/10 口径 10.9、器高 2.7
径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒、黒色粒
含む

良好 明褐灰～にぶい橙 227

29 105 SX100　R7 土師器 坏 9/10 口径 11.2、器高 2.3 径 4 ㎜石英・長石含む 良好 明褐灰～にぶい橙 226

29 106 SX100　R2 土師器 坏 完形 口径 11.4、器高 2.6 径 1 ㎜以下白色粒、赤色粒含む 良好 にぶい黄橙～灰白 221

29 107 SK089　R3 瓦 軒丸 3/4 復元瓦当径 13.2 径 2 ㎜以下石英・長石含む 良好 灰 150

29 108 SK089（下層含む） 象嵌青磁 碗 底部 高台径 5.6 径 2 ㎜以下石英・長石やや多い 良好
胎土：灰、釉：灰、透明度低、光沢
あり

152

29 109 SK089　R1 土師器 皿 完形 口径 7.3、器高 1.5 径 1 ㎜以下石英・長石含む 良好 明褐灰 148

29 110 SK089　R2 土師器 皿 2/3 口径 9.2、器高 1.9 径 2 ㎜以下石英・長石含む 良好 灰白 149

29 111 SK089　R4 土師器 皿 完形 口径 8.4、器高 1.7
径 2 ㎜以下石英・長石、径 1 ㎜以下赤色
粒やや多い

良好 にぶい橙～淡橙 151

29 112 SK089　南ベルト 土師器 皿 完形 口径 8.2、器高 1.5 径 4 ㎜以下石英・長石含む 良好 にぶい黄橙～明褐灰 153

29 113 SX091 須恵器 坏 1/7 復元高台径 9 微細白色粒含む 良好 青灰 219

29 114 SX069　下層 肥前系陶器 皿 7/10 口径 14.85、器高 3.75 径 1 ㎜以下黒色粒含む 良好 胎土：にぶい茶褐、釉：灰 190

31 115 SX061　ベルト下 R6 土師器 小皿 9/10 口径 6.4、器高 1 径 1㎜以下石英・長石、赤色粒含む 良好 にぶい橙～褐灰 217

31 116 SX061　北区 白磁 小皿 3/5 口径 7.8、器高 2.8 径 1 ㎜以下黒色粒含む 良好 胎土：灰白、釉：透明 208

31 117 SX061　北区 白磁 碗 1/3 復元口径 12.8、器高 5.1 微細な白色粒、黒色粒少ない。精良 良好 胎土：灰、釉：灰緑 202

31 118 SX061　北区 肥前系染付 碗 1/3 復元口径 13.6 微細な黒色粒含む。精良 良好 胎土：灰白、釉：透明 203

31 119 SX061　2d 層 陶器 香炉 7/10 口径 10.1、器高 6.55 微細な黒色粒少ない。精良 良好 胎土：灰、釉：緑灰 218

31 120 SX061　北区 高取焼陶器 瓶 1/4 高台径 6.4 微細な黒色粒含む。精良 良好 胎土：灰、釉：褐～黒褐 211

31 121 SX061　北区 土師質土器 焙烙 1/2 復元口径 26.5 径 2 ㎜以下石英・長石含む 良好
外面：にぶい橙～にぶい褐～黒褐、
内面：橙～灰褐～黒褐

204

31 122 SX061　北区
瓦

（文字スタンプ）
軒丸 玉縁部 － 径 2㎜以下石英・長石含む 良好 灰 212

31 123 SX061　北区 瓦 軒丸 瓦当 1/3 復元瓦当径 14.8 径 1 ㎜以下石英・長石やや多い 良好 灰 205

31 124 SX061　北区 R1 土師質土器 焼塩壺 完形 口径 6.2、器高 10
径 4 ㎜以下石英・長石、赤色粒、黒色粒
やや多い

良好 橙～にぶい橙、にぶい黄橙 201

31 125 18-11 SX061　南区 土師質土器 焼塩壺 完形 口径 5.3、器高 8.2
径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒、黒色粒
含む

良好 にぶい橙 216

32 128 SX061　南区 肥前系染付 碗 3/5 復元口径 11.3、器高 6.3 微細な黒色粒少ない。精良 良好 胎土：灰、釉：透明 214

32 129 18-12 SX061　南区 肥前系陶器 碗 3/5
復元口径 10.25、器高
5.45

精良 良好 胎土：黄灰、釉：透明 215

32 130 18-13 SX061　北区 肥前系陶器 碗 1/2
復 元 口 径 10.5、 器 高
5.25

精良 良好 胎土：赤褐～赤灰、釉：透明 209

32 131 18-14 SX061　北区 肥前系陶器 碗 1/4 復元高台径 4 精良 良好 胎土：灰、釉：透明 210

32 132 SX061　北区 肥前系染付 小皿 完形 口径 10.2、器高 2.3 精良 良好 胎土：白、釉：透明、光沢あり 206

32 133 SX061　北区＋南区 肥前系染付 皿 9/10 口径 14.8、器高 2.85 微細な黒色粒含む。精良 良好 胎土：白、釉：透明 213

32 134 SX061　北区 肥前系染付 皿 3/5 復元口径 16.8、器高 3.5 径 1 ㎜以下黒色粒含む 良好 胎土：灰白、釉：透明、光沢あり 207

33 135 SX099 瓦 軒丸 瓦当 9/10 瓦当径 13.1 径 2 ㎜以下石英・長石少ない 良好 灰～暗灰～灰黄 286

33 136 SX099 瓦 軒丸
瓦当完
形、丸瓦
部一部

瓦当径 13.2 径 2 ㎜以下石英・長石少ない 良好 黄灰～黒褐 285

33 137 SX099 瓦 軒平 瓦当 1/2 瓦当高 3.6 微細な白色粒含む。精良 良好 黄灰～灰黄 288

33 138 SX099 瓦 軒平 瓦当 1/2 瓦当高 3.45 径 3 ㎜以下石英・長石含む 良好 灰白～黄灰 287

33 139 SX099 壺 焼塩壺 底部 底径 4.5 径 4 ㎜以下白色、赤色、黒色粒やや多い 良好 外面：浅黄橙、内面：褐灰 309

33 140 19-1 SX099 土製品 馬形 完形 幅 4.3、高さ 5.5 径 1 ㎜以下赤色、黒色粒含む 良好 浅黄橙 156

33 141 19-2 SX099 土製品 牛形 4/5 残存幅 3.8、残存高 3.5 径 1 ㎜以下赤色粒少ない。精良 良好 灰白 155

36 142 SD231　R3 瓦 軒丸 瓦当 1/3 復元瓦当径 14.2 径 2 ㎜以下石英・長石含む 良好 灰白～黄灰 196

36 143 SD231　R2 土師器 皿 完形 口径 7.9、器高 1.4 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む 良好 明褐灰～にぶい橙 195

36 144 SD231　R1 土師器 皿 完形 口径 9.4、器高 1.4 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む 良好 灰褐～にぶい橙～淡赤橙 194

36 145 SD231　 陶器 小皿 4/5 口径 8.1、器高 2.1 微細な白色粒やや多い 良好 胎土：灰～黄灰、釉：緑灰、半透明 197

36 146 SD231 肥前系陶器 皿 7/10 口径 13.6、器高 5.15 径 1 ㎜以下白色粒、黒色粒やや多い 良好 胎土：褐、釉：暗褐 198

36 147 SD235　R1 土師器 坏 9/10 口径 12.4、器高 2.1 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む 良好 灰褐～黒褐～にぶい橙～褐灰 200

37 148 SD231　北区 肥前系染付 皿 1/5
復 元 口 径 10.7、 器 高
2.45

微細は黒色粒含む。 良好 胎土：白、釉：透明 199

37 149 SK234 黒楽陶器 碗 1/4 復元口径 8.8 微細な白色粒、黒色粒含む 良好 胎土：橙、釉：黒褐～褐 232

37 150 2 面下 2　3区 陶器 火入 1/2 復元口径 11.4、器高 7.2 径 1 ㎜以下白色粒、黒色粒含む 良好 胎土：灰褐、釉：藍～青白 300

38 151 2 面下 2　2区西 白磁 小椀 1/2 復元口径 8.4、器高 4.3 微細な黒色粒含む 良好 胎土：黄白、釉：黄白 297

38 152 2 面下 2　6区 陶器 卸皿 1/3 復元口径 14.4、器高 3.2 微細な黒色粒少ない。精良 良好 胎土：淡灰～淡黄、釉：淡灰緑 302

38 153 2 面下 2　9区 天目 碗 1/3 復元口径 10.3、器高 6.3 径 1 ㎜以下白色粒、黒色粒含む 良好 胎土：淡灰、釉：明褐～黒 304

38 154 2 面下 2　9区 陶器 皿 3/5 復元口径 9.6、器高 2.8 径 1 ㎜以下白色粒、黒色粒やや多い 良好 胎土：暗青灰、釉：灰透明 305

38 155 19-3 2 面下　11 区 R3 陶器 壺 完形 口径 9.1、器高 16.7 径 2 ㎜以下石英・長石含む 良好 暗褐～黒褐 138

38 156 2 面下 2　9区 土製品 ハマか 9/10
長さ 3.9、幅 2.6、高さ
1.5

径 3 ㎜以下石英・長石含む。籾殻含む 良好 暗褐 306

38 157 2 面下 2　6区 土製品
ミニチュア

容器
完形 径 3.7、器高 2.3

径 1 ㎜以下石英・長石少ない。微細な雲
母含む

良好 灰褐 303

38 158 2 面下 2　3区 土製品 瓦玉 完形 径 3、厚さ 0.8 径 1 ㎜以下白色粒やや多い 良好 外面：暗青灰、内面：灰白 311

39 160 19-6
2 面下　8 区 R6 ＋ 2
面下 2　10 区

瓦「櫛田宮」銘 鬼 1/5 復元幅 35、厚さ 4
径 4 ㎜以下石英・長石、赤色粒、黒色粒
やや多い

良好 暗灰 136

39 161 2 面下 2　2区西 瓦 鬼 破片 － 径 1㎜以下石英・長石、赤色粒やや多い 良好 灰橙～赤褐 298

39 162 2 面下　8区　R8 瓦 軒丸 4/5
長さ 33.5、幅 13、高さ
7

径 3㎜以下石英・長石、赤色粒含む 良好 にぶい黄橙 137

39 163 2 面下　2区 瓦 鬼 破片 厚さ 4 径 3㎜以下石英・長石含む 良好 灰黒 295

44 207 20-10 2 面下 2　1区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 4.7 スサ多い 良好 にぶい橙 仮 7
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挿図 番号 図版 遺構・層位 種類 器種 残存 法量 (cm) 胎土 焼成 色調 仮番

44 208 20-12 2 面下 2　1区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2.8 径 2 ㎜以下砂粒少ない。スサ含む 良好 橙 仮 9

44 209 2 面下 2　1区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2.5-2.9 径 2 ㎜以下石英・長石、スサ多い 良好 橙 仮 5

44 210 2 面下 2　1区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2.5 径 1 ㎜以下砂粒少ない。スサ含む 良好 にぶい橙 仮 8

44 211 2 面下 2　1区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 3 径 2㎜以下石英・長石、スサ多い 良好 浅黄橙 仮 4

44 212 20-11 2 面下 2　1区 金属生産 炉壁 不明 幅 12、厚さ 3.6 径 4 ㎜以下石英・長石、スサ多い 良好 浅黄橙 M62

44 213 20-13 2 面下 2　1区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2.5 粗い。スサ含む 良好 灰白 仮 2

44 214 2 面下 2　1区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2.4 径 2 ㎜以下石英・長石含む 良好 にぶい橙 仮 6

45 215 2 面下 2　3区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2.7-3.2 径 3 ㎜以下石英・長石、スサ含む 良好 にぶい橙 M27

45 216 2 面下 2　3区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 3.2-3.5
径 2 ㎜以下石英・長石、径 1 ㎜以下赤色
粒、スサ含む

良好 にぶい黄橙 M25

45 217 2 面下 2　3区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 5 径 4㎜以下砂粒、スサ多い － 茶褐 M61

45 218 2 面下 2　7区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 6 径 4㎜以下砂粒含む － 橙褐 仮 10

45 219 2 面下 2　1区 金属生産 坩堝 1/2 復元口径 15.8、器高 6.1 径 3 ㎜以下砂粒、スサ多い 良好 灰白 M53

45 220 2 面下 2　4区 金属生産 坩堝 1/4 復元口径 23、器高 9.3 径 5 ㎜以下砂粒、スサ多い 良好 にぶい黄橙 M54

45 221 21-1 2 面下 2　1区 金属生産 羽口 4/5
長さ 14.7、径 6 ～、孔
径 2.4

径 4 ㎜以下石英・長石、スサ多い 良好 にぶい橙 M58

45 222 2 面下 2　1区 金属生産 羽口 1/2 径 5.8 ～、孔径 2.2
径 4 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む。ス
サ少ない

良好 灰黄褐 M43

45 223 21-2 2 面下　6区 金属生産 羽口 4/5
長さ推定 11、径 7.4-
8.8、孔径 2.6

径 2 ㎜以下白色、赤色粒、木炭粒含む 良好 にぶい黄橙 M59

45 224 21-3 2 面下 2　11 区 金属生産 羽口 完形 1辺 9.1 径 4 ㎜以下石英・長石多い 良好 灰黄 M60

46 225 21-4 2 面下 2　1区 金属生産 鋳型 1/3
復元径20.6㎝、厚さ3.6
㎝

径 3㎜以下石英・長石、スサ含む 良好 にぶい黄橙 M29-1

46 226 21-5 2 面下 2　3区 金属生産 鋳型 1/5 復元径 20.8、厚さ 2.8 径 3 ㎜以下石英・長石多く、スサ含む 良好 にぶい褐～橙 M26

46 227 22-1 2 面下 2　3区 金属生産 鋳型 1/3 復元胴径 15.5 径 5 ㎜以下石英・長石多い 良好 にぶい黄橙。真土：黄灰 M57

46 228 22-2 2 面下 2　1区 金属生産 鋳型 1/4
復 元 口 径 23、 器 高
13.45

径 3.5 ㎜以下石英・長石多い 良好 浅黄～にぶい橙。真土：灰 M55

46 229 2 面下 2　1区 金属生産 鋳型 1/8 復元口径 23、器高 12 径 3 ㎜以下石英・長石多い 良好 にぶい黄橙。真土：灰 M56

46 230 22-3 2 面下 2　5区 金属生産 鋳型 1/10 復元径 27、厚さ 3.8 径 3 ㎜以下石英・長石、スサ含む 良好 橙 M30

46 231 2 面下 2　4区 土製品 蓋状 1/2 幅 12.9、厚さ 2.8 径 2 ㎜以下石英・長石、スサ多い 良好 橙～灰 M34-2

46 232 22-4 2 面下 2　2区西 土製品 又状 7/10 高さ 7.8、幅 8 径 4㎜以下砂粒、スサ多い 良好 にぶい橙 M53

46 233 22-5 2 面下 2　10 区 土製品 煉瓦状 不明 幅 7.7、厚さ 3.7 暗灰色粒多い 良好 灰 M54

46 234 2 面下 2　9～ 12 区 土製品 不明 不明 復元底径 16.2 径 2 ㎜以下砂粒、スサ多い 良好 にぶい橙 M52

47 235 22-6 2 面下 2　1区 鋳型 三玉 1/2 厚さ 3.8 ㎝ 径 1㎜以下白色粒少ない 良好 にぶい黄橙 M33

47 236 22-7 2 面下 2　1区 鋳型 法輪 2/3 径 8、厚さ 1.3
径 2 ㎜石英・長石少なく、微細な雲母、
角閃石含む。緻密

良好 浅黄橙 M29-2

47 237 2 面下 2　3区 鋳型 板状 不明 幅 6.6、厚さ 1.8 径 3 ㎜以下石英・長石、スサ含む 良好 橙 M32

47 238 2 面下 2　1区 鋳型 板状 9/10
長さ 13.2、幅 7.3、厚
さ 3.75

径 3 ㎜以下石英・長石、スサ含む 良好 にぶい褐 M28-1

47 239 2 面下 2　1区 土製品 不明 完形
長さ 6.3、幅 2.2、厚さ
1.8

径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む 良好 淡橙～灰黒（被熱） 296

47 240 2 面下 2　2区西 土製品 不明 4/5 幅 4.4．厚さ 2.4 径 1 ㎜以下黒色粒含む 良好 灰褐 299

47 241 2 面下 2　4区 土製品 トチン状 完形 径 3～ 3.3、高さ 3.2 径 1 ㎜以下赤色粒含む。籾殻 良好 灰 301

22-8 2 面下 2　1区 鋳型 板状 4/5 幅 5.7、厚さ 3.6
径 2 ㎜以下石英・長石、炭化物、微細な
雲母含む

良好 にぶい橙 M28-2
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番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量 (cm、g) 備考

S31 SK233 泥岩 － 砥石 9/10
長さ 10.75、幅
6.7、厚さ 1

40 図
164

5101 SK232 滑石 － 加工石製品 破片 長さ [7.57]

5102 SK232 滑石 － 不明加工品 破片 長さ [5.37]

5103
SK232
貼粘土

不明 － 被熱小礫 完形 長さ 2.56

5104
SK232
貼粘土

軽石 － 小礫 完形 長さ 3.08

5105 SK234 滑石 － 石鍋転用品 完形 長さ 5.96

5106
SK234

（2 面下含む）
砂岩 － 砥石 完形 長さ 8.25

5107
SK234

（2 面下含む）
砂岩 － 砥石 破片 長さ 5.07

5108 SK088 石英 － 不明 破片 長さ [2.27]

S23 SX054 安山岩 弱 石臼 破片
長さ [9]、幅
[8.6]、厚さ
12.5

40 図
165

5109 SX100　R13 花崗閃緑岩 弱 敲石 完形 長さ 13 銅付着

5110 SK090 滑石 － 石鍋 破片 長さ 4.53

5111 SK089　上層 ホルンフェルスか 微弱 黒碁石 破片 長さ 2.19

S29 SK089　R4 安山岩 弱 五輪塔　火輪 破片
長さ [18]、幅
28、厚さ 15.5

40 図
166

S28 SK089　R4 安山岩 弱 茶臼上石 破片
長さ [13.1]、
幅 [7.7]、厚さ
9.6

40 図
167

5112 SK089 頁岩 － 砥石 完形 長さ 7.74

S3 SX061　北区 滑石 微弱
スタンプ

（石鍋転用品）
完形

長さ 6.3、幅
4.5、厚さ 2

40 図
168、図
版 19-5

5113 SX061　北区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 6.64

5114 SX061　北区 頁岩 － 砥石 破片 長さ [6.22]

5115 SX061　南区 滑石 － 不明 破片 長さ [3.63] 2 点

5116 SX061　南区 結晶片岩 － 不明加工品 完形 長さ 7.98

5117 SX061　南区 頁岩か － 黒碁石 完形 長さ 2.16

5118
1 面ブロック土
（SX061 ベルト

3層）
砂岩 － 砥石 破片 長さ [4.84]

S26 SX061 砂岩 － 板碑 破片
長さ [16.5]、
幅 18.4、厚さ
8.6

40 図
169、図
版 20-1

5119 SX061 砂岩 － 砥石 破片 長さ [3.87]

5120 SX061 頁岩 － 砥石 破片 長さ [5.66]

5121 SX099 軽石 － 不明加工品 完形 長さ 7.1

5122 SX099 石英 － 火打石 完形 長さ 3.05

5123 SX099 泥岩 － 砥石 完形 長さ 4.24

5124 SX099 砂岩 － 砥石 破片 長さ [10.6]

5125 SX099 ？ 砂岩 － 砥石 破片 長さ [7.3]

5126 SX095 砂岩 弱 砥石 破片 長さ [6.76]

5127 SX097 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.2

5128 SX055　西区 石英 － 火打石 完形 長さ 2.99

5129 SX055　西区 滑石 － 石鍋 破片 長さ 4.71

5130 SX055　東区 黒曜石 － 剥片 完形 長さ 2.27

5131 SD231　西区 頁岩 － 砥石 完形 長さ 6.68

5132 SD231　西区 砂岩 弱 石球 完形 長さ 3.48

5133 SD231　西区 軽石 － 小型磨製品 完形 長さ 4.29

5134 SD231　西区 不明 弱 被熱小礫 完形 長さ 2.75

5135
SD231

下層東区
玄武岩か 強 黒碁石 完形 長さ 2.75

5136 SD231 砂岩 － 砥石 完形 長さ 4.29

5137 SD231 不明 中 小礫 完形 長さ 4.71

5138 SD231 滑石 － 不明 破片 長さ [3.88]

S32 2 面下 2　1区 滑石 弱 線刻石製品 完形
長さ 2.5、幅
3.9、厚さ 0.75

41 図
170

S1 2 面下　1区 R2 砂岩 微弱
一石五輪塔
風輪部

完形
長さ [11.3]、
幅 12

41 図
173

5139 2 面下　1区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 6

5140 2 面下　1区 細粒砂岩 － 砥石 破片 長さ [6.44]
銅滓付
着

5141 2 面下　1区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 3.96

5142 2 面下　1区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 9.8

5143 2 面下 2　1区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [3.76]

5144 2 面下 2　1区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [4.44]

5145 2 面下 2　1区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [6.14]

5146 2 面下　1区 安山岩 弱 石臼 破片 長さ [11.7]

5147 2 面下　1区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [7.16] 3 点

5148 2 面下 2　1区 滑石 － 石鍋 破片 長さ「8.44」

5149 2 面下 2　1区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [8.85]

5150 2 面下　1区 砂岩 － 石球未成品か 完形 長さ 3.83

5151 2 面下　1区 玄武岩 強 小円礫 完形 長さ 3.91

5152 2 面下 2　1区 滑石 －
方形加工品
（温石か）

完形 長さ 4.84

5153 2 面下 2　1区 蛇紋岩質 中 三角形磨製品 完形 長さ 2.97

5154 2 面下 2　1区 凝灰岩 － 不明磨製品 破片 長さ [7]

S6 2 面下　2区 滑石 － ミニチュア権 完形
長さ2.7、幅2.1、
厚さ1.6、
重量13.6

41 図
171、図
版 20-2

S12 2 面下　2区 安山岩 弱 茶臼下石 破片
長さ [13.5]、
幅 [13.5]、厚
さ [6]

41 図
172

第５表　第２面出土石器・石製品
※石材の「磁性」はネオジム磁石による。

番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量 (cm、g) 備考

5155
2 面下 2
2 区西

砂岩 － 砥石 完形 長さ 3.71

5156
2 面下 2
2 区西

砂岩 － 砥石 完形 長さ 10.11

5157
2 面下 2
2 区西

砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.8

5158
2 面下 2
2 区西

滑石 － 石鍋 破片 長さ [11.8]

5159
2 面下 2
2 区西

滑石 － 石鍋 破片 長さ [5.79]

5160
2 面下 2
2 区西

滑石 － 石錘 完形 長さ 3.97

5161
2 面下 2
2 区西

軽石 － 不明加工品 完形 長さ 9.1

5162
2 面下 2
2 区西

滑石 － 不明加工品 破片 長さ [4.07]

5163
2 面下 2
2 区西

滑石 － 不明加工品 完形 長さ 3.22

5164
2 面下 2
2 区東

泥岩 微弱 砥石 破片 長さ [3.48]

5165
2 面下 2
2 区東

泥岩 － 砥石 破片 長さ [3.99]

5166
2 面下 2
2 区東

滑石 － 石鍋 破片 長さ [8.7]

5167
2 面下 2
2 区東

チャート － 小円礫 完形 長さ 3.44

5168 2 面下　2区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 6.58

5169 2 面下　2区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 14.2

5170 2 面下 2　2区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 10.5

5171 2 面下　2区 砂岩 － 石球 完形 長さ 4.2

5172 2 面下　2区 軽石 － 不明加工品 破片 長さ [5.47]

5173 2 面下　2区 滑石 － 不明加工品 完形 長さ 4.09

S17 2 面下 2　3区 滑石 －
線刻石製品
（石鍋転用）

完形
長さ6.5、幅4.3、
厚さ1.8

41 図
174、図
版 20-5

S19 2 面下 2　3区 滑石 －
線刻石製品
（石鍋転用）

完形
長さ7.2、幅5.2、
厚さ1.75

41 図
175、図
版 20-6

S16 2 面下 2　3区 頁岩 － 硯用砥石か 完形
長さ4.6、幅4.1、
厚さ3

41 図
176、図
版 20-3

S18 2 面下 2　3区 滑石 －
線刻石製品
（石鍋転用）

完形
長さ 5.7、
幅 11.3、厚さ 3

41 図
177、図
版 20-7

S8 2 面下 2　3区 蛇紋岩質 中 円形石製品 完形
径 10.6、厚さ
4.7

41 図
178

S9 2 面下 2　3区 蛇紋岩質 中 有孔石製品 完形
径 6.35、厚さ
2.4

41 図
179

S15 2 面下 2　3区 滑石 － ミニチュア容器 完形
口径 3.8、器高
2.2

42 図
180

5174 2 面下　3区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.45

5175 2 面下 2　3区 安山岩 弱 砥石 破片 長さ [4.29]

5176 2 面下 2　3区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [7.45]

5177 2 面下 2　3区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.58

5178 2 面下 2　3区 砂岩 微弱 砥石 完形 長さ 16.6

5179 2 面下 2　3区 泥岩 － 砥石 破片 長さ [2.68]

5180 2 面下 2　3区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 5.57

5181 2 面下 2　3区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.5

5182 2 面下 2　3区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [5.6]

5183 2 面下 2　3区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 4.68

5184 2 面下 2　3区 頁岩 － 砥石未成品か 破片 長さ [6.8]

5185 2 面下　3区 砂岩 － 磨石 完形 長さ 10

5186 2 面下 2　3区 安山岩 中 敲石 完形 長さ 10.65

5187 2 面下　3区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [4.52]

5188 2 面下 2　3区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [5.41]

5189 2 面下 2　3区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [8.52]

5190 2 面下 2　3区 滑石 微弱
有孔石製品
（温石か）

破片 長さ [3.9]

5191 2 面下 2　3区 安山岩 弱 石球 完形 長さ 3.41

5192 2 面下　3区 軽石 － 不明加工品 完形 長さ 6.22

5193 2 面下　4区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 4.63

5194 2 面下　4区 砂岩 － 砥石 破片 長さ 5.8

5195 2 面下 2　4区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 5.85

5196 2 面下 2　4区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [6.51]

5197 2 面下 2　4区 安山岩 弱 砥石 破片 長さ [11.8]

5198 2 面下 2　4区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 3.76

5199 2 面下 2　4区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 2.89

5200 2 面下 2　4区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 5.73

5201 2 面下 2　4区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [5.05]

5202 2 面下 2　4区 滑石 －
石鍋転用品
（温石か）

完形 長さ 4.45

5203 2 面下 2　4区 滑石 －
石鍋転用品
（温石か）

完形 長さ 6.8

5204 2 面下 2　4区 砂岩 － 石球 完形 長さ 4.69

5205
2 面最下層

4区
安山岩 弱 不明楕円形 完形 長さ 9.02

5206 2 面下　4区 安山岩 中 小円礫 完形 長さ 4.96

S20 2 面下 2　5区 滑石 － 不明石製品 完形
長さ [4.9]、幅
[5.6]、厚さ 1.4

42 図
181
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番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量 (cm、g) 備考

S13 2 面下　5区 滑石 弱 ミニチュア容器 完形
長さ [9.25]、
幅6.8、厚さ2.8

42 図
182、図
版 20-4

S33 2 面下 2　5区 頁岩 － 硯 破片
長さ [8.75]、
幅3.9、厚さ1.8

42 図
183

5207 2 面下 2　5区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.07

5208 2 面下 2　5区 頁岩 － 砥石 完形 長さ 10.19

5209 2 面下 2　5区 泥岩 － 砥石 破片 長さ [4.12]

5210 2 面下 2　5区 泥岩 － 砥石 破片 長さ [2.98]

5211 2 面下 2　5区 泥岩 － 砥石 完形 長さ [3.96]

5212 2 面下 2　5区 頁岩 － 砥石 完形 長さ 7.98

5213 2 面下 2　5区 砂岩 － 砥石 破片 長さ 9.57

5214 2 面下　5区 砂岩 － 石球 完形 長さ 4.85

5215 2 面下 2　5区 砂岩 － 石球 完形 長さ 5.36

5216 2 面下 2　5区 砂岩 － 石球 完形 長さ 2.61

5217 2 面下 2　5区 砂岩 － 円盤形 完形 長さ 4.32

5218 2 面下 2　5区 滑石 微弱 石鍋 1/4 復元口径

5219 2 面下 2　5区 滑石 弱 石鍋 1/6 復元口径

5220 2 面下 2　5区 滑石 － 石鍋 1/8 復元口径

5221 2 面下 2　5区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [9.2]

5222 2 面下 2　5区 滑石 － 石錘 完形 長さ 3.65

5223 2 面下 2　5区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [6.11]

5224 2 面下 2　5区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [7.77]

5225 2 面下　6区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [8.7]

5226 2 面下 2　6区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [5.11]

5227 2 面下 2　6区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [4.62]

5228 2 面下 2　6区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [3.23]

5229 2 面下 2　6区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.73

5230 2 面下 2　6区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 9.8

5231 2 面下 2　6区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 14.5

5232 2 面下　6区 砂岩 － 石球 完形 長さ 4.34

5233 2 面下 2　6区 滑石 － 石鍋 破片 長さ 3.53

5234 2 面下 2　6区 滑石 － 石鍋 破片 長さ「4.22」

5235 2 面下 2　6区 頁岩 － 不明磨製品 完形 長さ 3.34

5236 2 面下 2　6区 砂岩 － 不明加工品 破片 長さ 8.18

5237 2 面下　7区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [7.06]

5238 2 面下　7区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 9.51

5239 2 面下　7区 頁岩 － 砥石 完形 長さ 7.81

5240 2 面下 2　7区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 6.18

5241 2 面下 2　7区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 6.7

5242 2 面下 2　7区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [5.18]

5243 2 面下 2　7区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 9.18

5244 2 面下 2　7区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 12.9

5245 2 面下 2　7区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [4.27]

5246 2 面下 2　7区 頁岩 － 硯か 破片 幅 8.73

5247 2 面下　7区 滑石 － 不明加工品 破片 長さ [4.15]

S10 2 面下 2　8区 滑石 － ミニチュア硯 完形
長さ8、幅3.75、
厚さ 1.3

42 図
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5248 2 面下 2　8区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 6.89

5249 2 面下 2　8区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 6.97

5250 2 面下 2　8区 滑石 弱 石鍋 破片 長さ [8.9] 4 点

5251 2 面下 2　8区 砂岩 － 石球 完形 長さ 3.48 4 点

5252 2 面下 2　8区 砂岩 － 石球 一部欠 長さ 6.71

5253 2 面下 2　8区 砂岩 －
不明加工品
（石臼か）

破片 長さ [21.5]

S34 2 面下 2　9区 頁岩 － 硯 一部
長さ [7.7]、
幅 [6]、厚さ
[0.85]

42 図
185

S14 2 面下　9区 頁岩 － 硯 完形
長さ9.3、幅5.9、
厚さ1.6

42 図
186、図
版 20-8

5254 2 面下　9区 泥岩 － 砥石 破片 長さ [10.09]

5255 2 面下　9区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [9.49]

5256 2 面下　9区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 8.3

5257 2 面下 2　9区 頁岩 － 砥石 破片 長さ 12.8

5258 2 面下 2　9区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 4.01

5259 2 面下 2　9区 砂岩 － 砥石か 完形 長さ 3.84

5260 2 面下 2　9区 頁岩 － 砥石か 完形 長さ 10.24

5261 2 面下 2　9区 花崗岩 微弱 磨石 完形 長さ 13.8

5262 2 面下 2　9区 滑石 微弱 石鍋 破片 長さ [7.5]

5263 2 面下 2　9区 砂岩 － 不明円形 完形 長さ 3.97

5264 2 面下 2　9区 砂岩 －
不明加工品

（板碑転用か）
完形 長さ 11.8

5265 2 面下 2　9区 安山岩質 弱 台石か 完形 長さ 21.7

5266 2 面下　9区 玄武岩 強 黒碁石 完形 長さ 2.45

5267 2 面下　9区 砂岩 － 石球 完形 長さ 6.1

5268 2 面下 2　10 区 砂岩 － 砥石 完形 長さ１１

5269 2 面下 2　10 区 砂岩 － 砥石 一部 長さ [3.75]

5270 2 面下 2　10 区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [4.5]

5271 2 面下 2　10 区 砂岩 － 砥石か 破片 長さ [4.74]

5272 2 面下　10 区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [3.66] 線刻か

5273 2 面下 2　10 区 滑石 － 石鍋 1/4 復元口径

5274 2 面下　10 区 砂岩 － 石球 完形 長さ 5.57

5275 2 面下 2　10 区 花崗岩 微弱 石球 完形 長さ 4.01

5276 2 面下　10 区 砂岩 － 石球未成品か 完形 長さ 2.74

5277 2 面下　10 区 砂岩 － 石球未成品か 完形 長さ 4.64

5278 2 面下　10 区 砂岩 － 石球未成品か 完形 長さ 4.34

5279 2 面下 2　10 区 砂岩 微弱 不明加工品 破片 長さ [6]

番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量 (cm、g) 備考

S7 2 面下　11 区 頁岩 － 硯 破片
長さ [6.4]、
幅 [5.25]、
厚さ [0.85]

42 図
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5280 2 面下　11 区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 17.6

5281 2 面下　11 区 泥岩 － 砥石 完形 長さ 6.43

5282 2 面下 2　11 区 滑石 微弱 石鍋 破片 長さ [8.5]

5283 2 面下 2　11 区 滑石 － 石鍋か 破片 長さ [3]

5284 2 面下　11 区 頁岩 － 小円礫 完形 長さ 5.97

5285 2 面下　11 区 砂岩 －
加工扁平礫
（板碑か）

破片 長さ [16.5]

5286 2 面下 2　11 区 砂岩 弱 石球 完形 長さ 4.3

5287 2 面下 2　12 区 ホルンフェルスか 弱 硯か 破片 長さ 3.78

5288 2 面下　12 区 泥岩 － 砥石 破片 長さ [5.94]

5289 2 面下 2　12 区 砂岩 － 砥石 破片 長さ [4.98]

5290 2 面下 2　12 区 砂岩 － 砥石 完形 長さ 10.07

5291 2 面下 2　12 区 ホルンフェルスか 弱 砥石 破片 長さ [3.93]

5292 2 面下 2　12 区 ホルンフェルスか 弱 砥石か 完形 長さ 5.75

5293 2 面下 2　12 区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [8.2]

5294 2 面下 2　12 区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [7] 3 点

5295 2 面下 2　12 区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [6.89] 2 点

5296 2 面下 2　12 区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [9.4]

5297 2 面下 2　12 区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [4.23]

5298 2 面下 2　12 区 滑石 － 石鍋 破片 長さ [4.19]

5299 2 面下　12 区 砂岩 － 石球 完形 長さ 3.14

5300 2 面下 2　12 区 砂岩 － 石球 完形 長さ 3.27

5301 2 面下 2　12 区 砂岩 － 石球 完形 長さ 4.29

5302 2 面下 2　12 区 花崗岩 － 石球 完形 長さ 4.22

5303 2 面下 2　12 区 玄武岩か 中 黒碁石 完形 長さ 1.72

5304 2 面下 2　12 区 玄武岩か 中 黒碁石 完形 長さ 1.68

5305 2 面下 2　12 区 玄武岩か 中 黒碁石 完形 長さ 1.64

5306
2 面検出
南東区

安山岩 弱 砥石 破片 長さ [3.87]

5307
2 面下
南東区

砂岩 微弱 砥石 完形 長さ 18

5308
2 面下
南東区

泥岩 － 砥石 完形 長さ 5.56

5309
2 面下
南東区

滑石 － 石鍋 1/6 復元口径

5310
2 面下
南東区

不明 － 奇石（自然孔） 完形 長さ 15.3
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遺構 取上日 金属生産関係遺物 備考

SK233 180313
小型炉上部、坩堝、鋳型
鉄釘　銅銭、
銅煙管吸口？（材質確認）

SK234　2 面下含む 180312 羽口　鉄釘、鉄滓　銅銭 洪武通寶（1368）

SK234　円形落ち 180313 小型炉上部、坩堝　鉄釘

SK234　2 面下含む 180321 鉄滓

SK088 171215
炉壁　鉄製槍鉋か、鉄製紡錘
車軸

SK088　西半 180112
炉壁、鉄滓　鉄釘、板状鉄片
銅銭

皇宋通寶（1039） 
元祐通寶（1086）

SK082 171215
炉壁、羽口　鉄釘、鉄刀子　
銅銭

被熱粘土塊 50 数点

SK083 171215 炉壁　鉄釘

SK084 171214 炉壁　鉄釘

SX054 171128 鉄釘

SX100　周辺 180129 鉄滓か

SX100 R9 180124 銅銭 永楽通寶（1408）

SX100 R10 180125 銅銭
永楽通寶（1408）43 図
200

SX100 R12 180125 銅銭

SX100 R14 180125 銅銭 永□□□

SK090 171219 銅銭 永楽通寶（1408）

SK089 171219 羽口

SK089　下層含む 180119 鉄滓　鉄釘　銅銭 開元通寶（621 ～）

SK089　上層 180116 羽口　鉄釘

SK089　北東区 180119 鉄滓　鉄釘

SK089　北ﾍﾞﾙﾄ 180119 羽口

SX091 171219 羽口か　鉄釘　銅銭

SX091 180111 炉壁　鉄釘

SX094 180111 炉底

SX061 171205
炉壁、羽口、鉄滓　鉄釘　
板状銅製品

SX061　北区 171205 炉壁、鉄滓　鉄釘　銅銭 寛永通寶（1636）2 枚

SX061　北区 171213
小型炉上部　鉄釘、小型容器
　銅銭、銅煙管吸口、不明銅
製品

寛永通寶（1636）3 枚

SX061　北区 171214 炉底　鉄釘

SX061　北区 171219 小型炉上部　鉄釘

SX061　南区 171207
炉壁、羽口、鉄滓　鉄釘　銅
銭、銅煙管雁首、不明銅製品

SX061　下層南区 171212 炉壁　鉄釘

SX061　2a 層 180109 鉄釘

SX061　2b・c 層 180109 炉壁　鉄釘　銅銭 寛永通寶（1636）

SX061　2d 層 180109 炉壁、鉄滓　不明銅製品

SX069　上層 171211 炉壁 中型破片 30 数点

SX069　上層 171219 炉壁

SX069　下層 171212 炉壁　鉄釘

SX099 180116 羽口、鉄滓　鉄釘、板状鉄片

SX099 180130 炉壁か　鉄釘　銅釘

SX099 180207 炉壁、鉄滓　銅銭

SX099 180116 炉壁、鉄滓　銅銭、銅笄 炉壁中型破片 10 数点

SX099 180130 鉄滓

SX099 180227 銅銭 元祐通寶（1086）

SX055 171128 鍛造剥片、粒状滓

SX055 171212 羽口

SX055　西区 171212
小型炉上部、羽口、坩堝　鉄
釘

SX055　東区 171212 炉壁、鉄滓　鉄釘

SX055　1 層 180109 炉壁、鉄滓

SX055　2 層 180109 羽口、鉄滓

SX055　3 層 180111 鉄滓

SX055　4 層 180109 鉄釘

SX055　4 層下層 180111 鉄釘

SX055　6 層 180111 鉄滓

SD231 180309 小型炉上部

SD231　下層東区 180312 羽口

SD231　西区 180313
炉壁　鉄釘、鉄鎌（43図 188）
銅銭、銅煙管吸口、銅金具、
不明銅製品

SD235 180320
小型炉上部、羽口、坩堝、鋳
型、鉄滓

SX093 180111 鍛造剥片、粒状滓

SX096 180115
鍛造剥片、粒状滓　鉄釘、流
動滓　銅銭

永楽通寶（1408）

SK071 171212 炉壁　小板状鉄片　銅銭 被熱粘土塊 10 数点

SK232 180313 羽口

SK232　貼粘土 180313 鉄滓　鉄釘

SX072 171212 不明粘土塊

SX074 171212 羽口か　鉄釘 粘土塊状 10 数点

第６表　第２面金属関係遺物出土遺構
※銅銭名（）内数字は基本銭の初鋳造年代

遺構 取上日 金属生産関係遺物 備考

SX075 171213 坩堝か

SX077 171212 鉄釘

SX077 171213 小型炉上部

SX078 171213 炉底、羽口

SX079 171213 不明　鉄釘

SX080 180109 小型炉上部

SX081 171213 鉄釘

SX092 171219 鉄釘

SX095 180119 炉壁か　鉄釘、流動滓

SX097 180119 鉄釘

SX098 180119 不明

2面検出　南東区 171215 炉壁、羽口　鉄釘　銅銭

2面下 180111 鉄滓

2面下　1区 180307
炉壁、羽口、鋳型　鉄釘銅銭、
小匙状（43 図 199）

2 面下　1区 180312
炉壁、坩堝、
鉄滓　鉄釘　銅銭、銅滓

皇宋通寶（1039） 
至和元寶（1054）43 図
201 
洪武通寶（1368）

2 面下　1区 180315
炉壁、羽口、鋳型、
鉄滓　鉄釘　銅銭、銅煙管、
銅製蓮華蕾飾り（43 図 191）

乾元重寶（758） 
天聖元寶（1023） 
熙寧元寶（1068） 
元豊通寶（1078） 
朝鮮通寶（1423）43 図
202

2 面下　1区 R1 180309 銅小椀（43 図 189）

2 面下　1区 R3 180309 銅鈴（43 図 190）

2 面下　1区 R4 180309 大型銅銭

乾元重寶か（758） 
元豊通寶（1078） 
大中通寶（1361）43 図
203

2 面下 2　1区 180208
炉壁、羽口、
坩堝　鉄釘　銅製鏡

2面下 2　1区 180315
炉壁、羽口、坩堝、鋳型、
鉄滓　鉄釘　銅滓

2面下 2　1区　
M28-2

180315 鋳型

2面下 2　1区 180320

炉壁、羽口、坩堝、鋳型、
鉄滓　鉄釘、半環状鉄製品　
銅銭、棒状銅製品、銅滓、
銅製鏡（43 図 192）

景祐元寶（1034） 
皇宋通寶（1039） 
元豊通寶（1078） 
大觀通寶（1107）

2 面下 2　1区　
M29-2

180320 鋳型

2面下　2区 180312
炉壁、羽口、坩堝、
鉄滓　鉄釘　銅銭

永楽通寶（1408）

2 面下　2区 180315
鉄滓　鉄釘　銅銭、
不明銅製品

熙寧重寶（1071）43 図
204

2 面下 2　2区東 180322
炉壁、羽口、坩堝、鋳型、
鉄滓　鉄釘

2面下 2　2区西 180320
炉壁、羽口、坩堝、鋳型、鉄滓
鉄釘　銅銭、銅塊、銅滓

2面下　3区 180123
炉壁、羽口　鉄釘　銅銭、
銅滓

紹聖元寶（1094）

2 面下 2　3区 180208
炉壁、羽口、坩堝、鋳型、
鉄滓　鉄釘、
棒状鉄製品　銅銭、銅滓

咸平元寶（998） 
祥符通寶（1008） 
嘉祐通寶（1056） 
元豊通寶（1078） 
至大通寶（1310）

2 面下 2　3区 180309
炉壁、羽口、坩堝、
鋳型　鉄釘　銅銭、銅滓

咸平元寶（998） 
元祐通寶（1086）

2 面下 2　3区 180314
炉壁、坩堝、鋳型　鉄釘、
鹿角柄鉄製工具（43 図 194）
銅銭、銅飾り（43 図 193）

寛永通寶（1636）

2 面下　4区 180119
炉壁、羽口、
鉄滓　鉄釘　銅匙（43図 195）

2 面下 2　4区 180208
炉壁、羽口、坩堝、
鉄滓　鉄釘

2面下 2　4区 180309
炉壁、羽口、坩堝、鋳型、
鉄滓　鉄釘　銅銭

皇宋通寶（1039）

2 面下 2　4区 180313
羽口、坩堝、
鉄滓　鉄釘　銅銭、銅線

至道元寶（995）

2 面下 2 180314 銅銭 咸平元寶（998）

2 面最下層　4区 180314 炉壁、羽口、坩堝、鋳型

2面最下層　4区 180324 鋳型

2面下　5区 180123
炉壁、羽口　鉄釘　銅銭、
板棒状銅製品

2面下 2　5区 180207

羽口、坩堝、鋳型、鉄滓　鉄釘、
棒状鉄製品、
板状鉄製品　銅銭、銅銭束、
銅塊、銅滓

乾元重寶（758） 
開元通寶（621 ～） 
唐國通寶（959）43 図
205 
熙寧元寶（1068） 
元豊通寶（1078） 
元祐通寶（1086） 
紹聖元寶（1094） 
元符通寶（1098） 
永楽通寶（1408） 
寛永通寶（1636）

2 面下　6区 180119 炉壁、羽口、鉄滓　鉄釘

2面下　6区 180205 鉄釘
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遺構 取上日 金属生産関係遺物 備考

2面下　6区 180208 鉄滓

2面下 2　6区 180119 羽口

2面下 2　6区 180208
炉壁、羽口、坩堝、鋳型、
鉄滓　鉄釘、鉄刀子　銅銭、
棒状銅製品、銅滓

景祐元寶（1034） 
皇宋通寶（1039） 
紹聖元寶（1094）

2 面下　7区 180118
炉壁、羽口、
鉄滓　鉄釘　銅銭、銅飾り、
銅塊

開元通寶（621 ～） 
祥符元寶か（1008） 
天聖元寶（1023） 
元豊通寶（1078） 
元祐通寶（1086）

2 面下 2　7区 180205
炉壁、坩堝、鋳型　鉄釘、
火打金（43 図 196）　銅銭、
銅滓

開元通寶（621 ～） 
元豊通寶（1078）

2 面下　8区 180118 炉壁、羽口、鉄滓　鉄釘

2面下　8区 R1 ～
4 周辺

180213 鉄釘　銅銭

2面下 2　8区 180105 鉄滓　鉄釘

2面下 2　8区 180205
炉壁、羽口、坩堝、鋳型、
鉄滓　鉄釘、鉄刀子　銅銭

開元通寶（621 ～） 
紹聖元寶（1094）

2 面下　9区 180115
鉄滓　鉄釘　銅銭、
銅飾り（43 図 197）

至道元寶（995） 
元豊通寶（1078）

2 面下　9区 R1 180219 銅銭束

2面下　9区 R2 180219 銅銭束 皇宋通寶（1039）

2 面下 2　9区 180130

炉壁、羽口、鋳型、
鉄滓　鉄釘、板棒状鉄製品　
銅銭、棒状銅製品、
板状銅製品、銅滓

乾元重寶（758） 
開元通寶（621 ～） 
至道元寶（995）か 
景徳元寶（1004） 
熙寧元寶（1068） 
紹聖元寶（1094） 
政和通寶（1111）

2 面下　10 区 180116
炉壁、羽口、坩堝、
鉄滓　鉄釘　銅銭

天聖元寶（1023） 
永楽通寶（1408）

2 面下　10 区 180123
炉壁、羽口、坩堝、
鉄滓　鉄釘

2面下　10 区 180130 鉄滓

2面下 2　10 区 180130
炉壁、羽口、坩堝、鋳型、
鉄滓　鉄釘　銅銭、
環状銅製品（43図 198）、銅滓

2面下　11 区 180115
炉壁、羽口　鉄釘　銅銭、
銅線、銅塊

天禧通寶（1017） 
熙寧元寶（1068） 
永楽通寶（1408）

2 面下　11 区 R1 ～
5 周辺

180202 鉄釘

2面下　11 区 R5 180202 銅銭

2面下　11 区 R6 180209 不明銅製品

2面下 2　11 区 180125
炉壁、羽口、
鉄滓　鉄釘　銅銭、
棒状銅製品

皇宋通寶（1039） 
大元通寶（1309）43 図
206

2 面下　12 区 180112
炉壁、羽口、鉄滓　鉄釘　銅銭、
板状銅製品、銅滓

元豊通寶（1078）

2 面下 2　12 区 180125
炉壁、羽口、坩堝、
鉄滓　鉄釘　銅滓

2面下 2　12 区 180129 銅堆積

2面下 2　12 区 180130
炉壁、鉄滓　鉄釘、
鉄環　銅銭、銅塊

2面下　南東区 180111
炉壁、羽口、
坩堝　鉄釘　銅銭

嘉定通寶（1208）

2 面下　南東区 180112 炉壁、羽口、鉄滓

2面下 2　9・10・
12 区

180130 炉壁、坩堝
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第４節　第３面の調査

１．掘立柱建物

SB308（第50図）　1～4区で検出した。2×4間（6×6.6m）。柱穴は径20～60㎝で、1カ所で1、2基の

切り合いが見られる。柱穴内に礫を入れるものがある。

出土遺物（第53・60・63図）　243はSP288出土の青磁皿で、胎土は陶器質、釉は砂質。象嵌青磁か。

245はSP293出土の象嵌青磁の小碗。SP261出土242と同型で同一個体の可能性もある。15世紀代か。

249はSP224出土の土師質の釜か鍋。外面に多量のススが付着する。251はSP248出土の土師器皿で、

小型、回転糸切り底。14世紀代。内面に「日」字状、小円状の墨書がある。254～257はSP223出土。

254は瓦質の擂鉢。14世紀代か。255は土師器坏、小型、回転糸切り底。口縁部端幅３cmが被熱黒色化

する。灯明皿利用。13世紀半ばか。256は土師器皿で、小型、回転糸切り底。14世紀代か。257は瓦質

の捏鉢。14世紀代か。327は泥岩の砥石。368・373はSP289出土。368は底に孔をもつ容器状の土製品。

上半部が弱い被熱によりにぶい黄橙色化し、薄い粘土の貼り付けがみられる。373は土製の鋳型で、径

2.7㎝の棒状製品。真土は貼らない。

SB308周辺柱穴出土遺物（第53・60～63図）　242はSB308に切られるSP261出土の象嵌青磁の小碗。

15世紀代か。244・358はSP292出土。244は龍泉窯系の青磁碗で、畳付・高台内は露胎。15世紀代。

358は坩堝で、１カ所の注口が残る。367はSP237出土の小型坩堝。246・366はSP236出土。246は土師

器坏。小型回転糸切り底で浅い。13世紀後半か。366は環状土製品の一部で、下面外側から被熱し、上

面内側には貼り付けた粘土が残る。247・352・353はSP131出土。247は須恵器の壺。352・353は小型炉

の屏風状炉壁上部で、内面の下部を中心に強く被熱する。248はSP247出土の土師器皿で、小型、回転

糸切り底。14世紀代。326はSP134出土の砂岩の楕円形石器で、研磨によって全体に平滑な曲面が形成

される。砥石か。328はSP249出土の石英の火打石で、縁辺が打撃によって全体に潰れている。表面に

小剥離が集中している。250はSP135出土の土師器皿。小型で回転糸切り底。14世紀前半か。253は

SP197出土の青磁皿。336はSP294出土の銅製相輪（宝輪）。361はSP212出土の羽口。

SB309（第51図）　5～10区で検出した。2×4間（4.4×8.8m）。柱穴は径20～70㎝で、1カ所で1基程

度の切り合いが見られる。柱穴内に礫を入れるものもある。

出土遺物（第53・54・63図）　252・258・376はSP191出土。252は天目碗。口縁部と体部外面の釉際が

赤褐色化している。258は土製の懸仏小像。376はトチン状の土製品で、上面が平坦化している。全体

に強く被熱し、白色化する。259・262はSP184出土。259は瓦質土器口縁部の瓦玉。262は土師器皿で、

小型、回転糸切り底。13世紀後半か。263はSP187出土の土師器皿で、小型、回転糸切り底。13世紀後

半か。265はSP117出土の土師質の釜か鍋。外面にススが付着する。16世紀代。264はSP172出土の土

師器坏で、小型、回転糸切り底。13世紀後半か。377～380はSP178出土の土錘。

SB309周辺柱穴出土遺物（第54図）　260はSP179出土の土師質の鍋。15世紀代か。261はSP182出土の

瓦質の擂鉢。15世紀代。

SB310（第52図、図版15）　9～12区で検出した。3×3間か（4.2×6.8m）。柱穴は径20～50㎝で、1

カ所で1基程度の切り合いが見られる。柱穴内に礫を入れるものもある。SP204とSP113は１辺50cmの

隅丸方形柱穴で他の柱穴とやや異なる。

出土遺物（第54図）　266はSP123出土の青磁の碗。胎土が赤褐色で、見込みに不明瞭な型押文、高台
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第48図　第３面遺構全体図（1/100）
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第48図　第３面遺構全体図（1/100）
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第49図　第２・３面の溝と掘立柱建物（1/100）
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第50図　SB308実測図（1/80）

0 2ｍ

内は環状に釉を削る。267はSP125出土の青磁の坏。器高が低く、外面の縞連弁文が略化している。畳

付・高台内は露胎。14世紀代。269・270はSP113出土。269は青磁の皿。体部外面下半に施釉がない。

同安窯系皿Ⅰ類（Ｄ期：12世紀中頃～後半）。270は土師器坏。大型、回転糸切り底。271はSP151出土

の白磁皿。口禿げで体部内面に型押の雷文と連弁文。Ｆ期（13世紀後半～14世紀前半）か。

SB310周辺柱穴出土遺物（第54・61図）　268はSP152出土の半球形の染付碗。見込みに一重圏線。18

世紀後半か。335はSP203出土の鉗子状鉄製品。

２．土坑

SK267（第55図、図版16）　１区で検出した。幅66㎝、深さ30㎝を測る小型長方形土坑。埋土はオリー

ブ褐色2.5Y4/4シルト砂で、しまり弱く、径1cm炭少なく含む。
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SK239（第55図）　２区で検出した。北壁土層では幅157㎝、深さ50㎝を測る方形土坑。

SK244（第55図）　２区で検出した。幅60㎝、深さ24㎝を測る小型長方形土坑。SD119に切られる。

SK253（第55図）　２区で検出した。幅92㎝、深さ32㎝を測る不定形土坑。SD119に切られる。

SK264（第55図）　３区で検出した。長さ125㎝、幅78㎝、深さ19㎝を測る小型長方形土坑。SD119に

切られる。

出土遺物（第57図）　272は土師器皿で、小型、回転糸切り底。13世紀後半か。

SK103（第55図、図版16）　４区で検出した。長さ102㎝、幅86㎝、深さ32㎝を測る楕円形土坑。
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第52図　SB310実測図（1/80）

0 2ｍ

SX161を切る。

出土遺物（第57・62図）　273は土師器坏。小型回転糸切り底。13世紀半ば。356は屏風状炉壁の下部で、

内面に金属滓が付着し、下端が平坦をなす。ほかに青磁片や土錘が出土した。

SK141（第55図）　５区で検出した。長さ76㎝、幅70㎝、深さ18㎝を測る小型方形土坑。SK142を切る。

SK142（第55図）　５区で検出した。深さ30㎝を測る不定形土坑。

SK144（第55図）　５区で検出した。深さ30㎝を測る楕円形土坑。

SK165（第56図、図版16）　５～８区で検出した。幅90㎝、深さ40㎝を測る長方形土坑。埋土は灰黄褐

色10YR4/2砂質土。SD119に切られる。

出土遺物（第61図）　343は景定元寶。

SK222（第56図、巻頭図版3-4、図版15）　８区、SD145上層で検出した。長さ156㎝、幅136㎝、深さ

32㎝を測る方形土坑。埋土は暗オリーブ褐色2.5Y3/3砂質粘土と黄灰色砂の互層状堆積。床直上に遺

物が集積する。SD119に切られる。

出土遺物（第57図）　274は同安窯系青磁碗。Ⅰ類（D期：12世紀中頃～後半）。275は土師器小皿。276

～281は土師器の坏。13世紀中頃～後半。

SK146（第56図、図版16）　９区で検出した。西壁土層で長さ210㎝、深さ45㎝を測る長方形土坑。下

面に鉄分が沈着する。SX158を切る。

SK167（第56図）　10区で検出した。幅140㎝、深さ53㎝を測る長方形土坑。SB309・310の柱穴に切ら

れる。

出土遺物（第57・62図）　282は龍泉窯系青磁の坏もしくは浅型碗。283は白磁皿。口縁部が低い玉縁を
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第53図　第３面SP出土遺物実測図１（249・254・257は1/4、258・259は1/2、他は1/3）

242　SP261　243　SP288　244　SP292

245　SP293　246　SP236　247　SP231

248　SP247　249　SP224　250　SP135

251　SP248　252・258　SP191　253　SP197

254～257　SP223　259　SP184

なす。Ⅱ類（C期：11世紀後半～12世紀前半）。284は土師器の高台付大坏。12世紀中頃。285は須恵器

の壺。SX166、SX221出土破片と接合した。備前焼Ⅰ期（12世紀中頃～13世紀初め）か。360は坩堝で、

対角の位置に２カ所口縁端を削って注口を作る。器体内面は厚さ4㎜ほど被熱で灰色化する。他に瓦玉

などが出土した。

SK102（第56図）　12区で検出した。長さ90㎝、幅70㎝、深さ30㎝を測る楕円形土坑。埋土は灰黄褐色

10YR4/2砂質粘土。北側上面で土師器坏が逆位で出土した。ただし、第２面下堆積層中の土師器坏の可

能性もある。

出土遺物（第57図）　286は土師器坏。小型回転糸切り底。13世紀半ば。

SK118（第56図、図版16）　12区で検出した。幅220㎝、深さ60㎝を測る方形土坑。平面形では把握で
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第54図　第３面SP出土遺物実測図２（1/3）

260　SP179　　261　SP182　　262　SP184　　263　SP187　　264　SP172

　　265　SP117　　266　SP123　　267　SP125　　268　SP152　　269・270　SP113　　271　SP151

きなかったが、南壁土層からSD119に切られている。

３．流路状堆積

SX161（第48図、図版16）　４・６区で検出した。南西方向に２又に分かれて流れる。

出土遺物（第61図）　344は太平通寶。345は淳熙元寶。346は至大通寶（基本銭の初鋳は1310年）。

364は羽口。370は容器鋳型外型で、内面に厚さ4㎜の灰白色真土を貼る。

SX221（第48図、図版16）　６区で検出した。SX161・166と同じ方向に流れる流路。

出土遺物（第57図）　287は同安窯系青磁皿。Ⅲ類（D期：12世紀中頃～後半）。他に土錘などが出土した。

SX166（第48図）　６区で検出した。SK002下面を南西方向に流れる流路。

出土遺物（第57・60図）　288は龍泉窯系青磁の碗。見込みに花文を施す。Ⅰ類（D期：12世紀中頃～後

半）。高台部を残して打ち欠く（瓦玉）。289は同安窯系青磁の碗。体部外面下半は露胎。Ⅱ類（D期）。

334は滑石の石鍋。外面に煤が多量に付着する。底内面は被熱黒色化。

SX199（第48図）　６区で検出した。SX166と同一の流れ。

出土遺物（第57図）　291は奈良火鉢。14世紀初頭。

SX164（第48図）　11区で検出した。南西方向に流れる流路。SD119に切られる。

出土遺物（第60図）　331は滑石のミニチュア硯で、裏面に各種の加工があるが、機能・用途は不明。

SX163（第48図、図版）　12区で検出した堆積層。

出土遺物（第57・60・61図）　290は白磁の碗。Ⅳ類（C期：11世紀後半～12世紀前半）。329は不明石

材の砥石で、３面が砥面となる。砥痕は不明瞭だが、基本的には長軸方向に形成されている。下端の縁

辺は丸みを帯びており、表裏面に断面Ｖ字状の溝が形成されている。330は軽石の有孔石製品。円形・
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１．炭、オリーブ褐色粘土互層

0 1ｍ

第55図　SK267・239・244・253・264・103・141・142・144 実測図（1/30）
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0 1ｍ

第56図　SK165・222・146・167・102・118実測図（1/30）

１

１．暗オリーブ褐色砂質粘土。径 1cm炭含む。礫を含まない

硬化した鉄分層

１１．黒褐色 2.5Y3/2 粘質砂。灰白色砂ブロック、

　　炭含む。しまり弱い。中層に黒褐色 2.5Y3/1

　　粘土層。その下層は砂が多い
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第57図　第３面SK・SX出土遺物実測図（291は1/4、他は1/3）

272　SK264　　273　SK103　　274～281　SK222　　282～285　SK167　　286　SK102　　

287　SX221　　288・289　SX166　　290　SX163　　291　SX199

平坦に成形している。338は銅製の刀縁。

４．土器溜まり

SX158（第48図、図版15）　７・９区で検出した。覆土は暗オリーブ褐色土・砂の混層で、SD186南側の

落ち込みに遺物が集積する。

出土遺物（第58・60・61図）　292は龍泉窯系青磁小碗。高台内と体部下部の一部が露胎。畳付は釉剥ぎ。

見込みの釉を環状に剥ぎ取る。Ⅲ-1Aa類。F期（13世紀中頃～14世紀初頭前後）。293は龍泉窯系青磁坏。

高台内は露胎、畳付は釉剥ぎ。Ⅲ-4b類、Ⅳ類。F期。294は瓦質土器の火鉢。295は瓦質土器の擂鉢。

296は瓦質土器の捏鉢。297～304は土師器小皿。小型。14世紀前半。305～312は土師器坏。小型・糸

切り底。313は土師器台付皿。314は土師器坏で、やや大型。回転糸切り底。315は土師器小碗。316は

土師器の鉢底部。回転糸切底。332は滑石の石鍋。煤の付着がない。333は滑石のミニチュア容器で、
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第58図　SX158出土遺物実測図（294～296は1/4、他は1/3）
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第59図　SD119・186・145、第３面上出土遺物実測図（321・323は1/4、325は1/2、他は1/3）

317・318　SD119　　319～321　SD186　　322～324　SD145　　325　第３面上3～6区

外面と内側面が煤けている。注口が付いていたとみられる。銚子か。337は鉄製の鏃もしくは工具。

５．溝

SD119（第48・５図、図版16）　調査区中央で検出された。調査区北・南壁土層で確認すると、SD119と

して第３面で検出・掘削した溝が、第２面下層堆積土の直下に残っていることが分かる（第５図、北壁

土層15層、南壁土層18層）。平面でも自然流路、土坑、柱穴を切る。

出土遺物（第59図）　317・318は象嵌青磁で、317は碗、318は皿。363は上層出土の羽口で、径が９cm

はある大型品である。他に瓦片や土錘が出土した。

SD186（第48図）　７・８区で検出した。東側でSD145と同一の流れになる。

出土遺物（第59図）　319は古瀬戸の瓶もしくは水注で、肩に印花文、画花文を施す。13世紀代。320

は龍泉窯系青磁の碗。Ⅳ類（G期：14世紀）か。321は瓦質土器の捏鉢。13世紀。

SD145（第48図）　８区で検出した。上層は南側のSK222と連続的。

出土遺物（第59・62図）　322は龍泉窯系青磁の坏。Ⅳ類（F期：13世紀中頃～14世紀初頭前後）。323

は瓦質土器の捏鉢。13世紀。324は容器形のミニチュア土製品。359は坩堝で、上面形が隅丸方形をなし、

注口は確認されない。器体焼成後に外側に器体と同質の粘土を貼りつけた上で使用している。
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第60図　第３面出土石器・石製品実測図（332・334は1/3、他は1/2）

326　SP134　327　SP223　328　SP249　329・330　SX163　331　SX164　332・333　SX158　334　SX166

６．第３面上堆積

３区出土遺物（第62・63図）　355は屏風状炉壁の下部で、内面には金属滓が付着し、下端は平坦をなす。

369は容器鋳型中型で、外側、底面に厚さ1.2㎝、側面に厚さ0.6㎝の褐灰色真土を貼る。内面は粗く

成形したままの状態。374はレンガ状の土製品で、上面端は面取りされ、被熱・灰褐色化する。

3～6区出土遺物（第59・61～63図）　325は円盤形土製品。ナデで丁寧に仕上げる。339は鉗子状鉄製品。

340は鉄製火打金。348は元符通寶。349は皇宋元寶。350は宣和通寶。351は嘉定通寶。354は炉壁上

部で、内面上部の被熱は弱い。357は坩堝で、口縁を浅く削った注口が１カ所残存する。器体断面は厚

さ7㎜ほど被熱灰色化する。375は板状の土師質品で、上端に抉り成形があり、下面が被熱で灰黄褐色

化する。
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335
336

338

339

337

340
341

342

335　SP203　　336　SP294　　343　SK165　　337　SX158　　344 ～ 346　SX161　　338　SX163　　　

347　SD145　　339・340、348 ～ 351　第３面上３～６区　　341　第３面上９区　　342　第３面上 11・12 区　

第61図　第３面出土金属製品実測図およびＸ線画像（335 ～ 342 は 1/2、他は 1/1）

0 3cm

0 10cm

343 344 345 346

347 348 349 350 351

９区出土遺物（第61・64図）　341は銅製の鎖飾り。387はガラス製小玉で、径0.5㎝、高さ0.5㎝、孔

径0.15㎝を測る。

下層西壁出土遺物（第62図）　365は羽口。

下層南区出土遺物（第63図）　371は円形容器の鋳型外型で、内面に灰白色真土を貼る。372は棒状製

品の鋳型で、厚さ1㎜ほどの真土を貼る。他に瓦玉、土錘などが出土した。
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359358

第62図　第３面出土金属器生産関係遺物実測図（1/4）

352・353　SP131　　358　SP292　　361　SP212　　362　SP247　　356　SK103　　360　SK167

366　SP236　　359　SD145　　363　SD119　　364　SX161　　354・357　第３面上3～6区

355　第３面上３区　　365　第３面下層西壁　

こ

,,' 

／ ロ

□ 

ロ
ロ
い
〗9

ーロ□［ 
三，

ー

ー

／

’
 ＇ 

＼
 

□
 □口

c
 

c @ 



81 

0 10cm

0 5cm

0 10cm

368

367

369
370

371

375

374373
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第63図　第３面出土金属器生産関係遺物および土製品実測図（369～371は1/4、376～380は1/2、他は1/3）

367　SP237　　368・373　SP289　　376　SP191　　377～380　SP178　　370　SX161

369・374　第３面上３区　　375　第３面上3～6区　　371・372　第３面下層南区
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0

385

3cm

第 64図　ガラス製品実測図（1/1）

381　第１面 SK002　　382　第１面整地層南区　　383　第１面下層中央区　　384　第１面下層２区

385　第２面下層９区　　386　第２面下層 10区　　387　第３面上９区　　

381

382 383

386

384

387

７．小結

　第３面遺構の時期変遷について、現時点での理解を整理しておく。

　（１）第３面第１期（12世紀代）

　第３面の地山は遺物を含む砂・シルトの河成堆積層で、その直上に那珂川河口側（南西方向）に向かっ

て流路が形成される。北側の流路群（SX161・221・166）には12世紀代遺物が含まれる。より北東・東

側の砂丘上から遺物が流れてきている。

　（２）第３面第２期（13世紀後半）

　流路以外の遺構として、土坑が構築される。土坑の規模は比較的小さく、性格は不明である。出土遺

物は13世紀後半。

　（３）第３面第３期（14世紀）

　調査区中央南東寄りを流れるSD145・186は比較的しっかりとした流れで、南側にSK222やSX158と

いった遺物集積遺構が形成される。これらの時期は13世紀～14世紀初頭。

　（４）第３面第４期（14～15世紀代）

　掘立柱建物３棟が並んで建てられる。柱穴の出土遺物は14～15世紀。掘立柱建物柱穴を切る形で

SD119が構築される。その後、15世紀代に客土の搬入、埋め立てが行われる（第２面第１期）。
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第７表　第３面出土土器・土製品
挿図 番号 図版 遺構・層位 種類 器種 残存 法量 (cm) 胎土 色調 仮番

53 242 SP261 象嵌青磁 小碗 破片 － 精良 胎土：灰白、釉：灰～灰白 27

53 243 SP288 青磁 皿 破片 － 微細黒色粒少ない 胎土：灰、釉：灰緑 29

53 244 SP292 青磁 碗 1/6 復元高台径 6.5 径 1 ㎜以下黒色粒やや多い 胎土：灰、釉：青緑 30

53 245 SP293 象嵌青磁 小碗 破片 － 精良 胎土：灰、釉：透明 31

53 246 SP236 土師器 坏 1/4 復元口径 12、器高 2.2 径 3 ㎜以下赤色粒やや多い にぶい橙～淡橙 159

53 247 SP131 須恵器 壺 破片 － 径 3㎜以下石英・長石含む 暗灰 9

53 248 SP247 土師器 皿 3/4 口径 7.55、器高 1.2 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む にぶい黄橙 25

53 249 SP224 土師質土器 釜・鍋 1/8 復元口径 30.35
径 1.5 ㎜以下石英・長石含む。
径 1㎜赤色粒少ない。

外面：黒褐～黒～にぶい黄橙、
内面：にぶい黄橙～黒褐

24

53 250 SP135 土師器 皿 1/2 復元口径 8.8、器高 1.3 精良 橙 10

53 251 22-9 SP248 墨書土師器 皿 1/3 復元口径 7.9、器高 1.4 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む
にぶい黄橙。
内面に墨書あり

26

53 252 SP191 天目 碗 破片 － 精良
胎土：浅黄～灰黄褐、
釉：黒～赤褐

18

53 253 SP197 青磁 皿 破片 － 微細な黒色粒ごく少ない
胎土：白、
釉：明オリーブ灰

19

53 254 SP223 瓦質土器 擂鉢 1/6 復元口径 30.8、器高 12.15 径 2 ㎜以下石英・長石含む
外面：黒褐～黄灰、
内面：黒褐～灰白～灰黄

22

53 255 SP223 土師器 坏 1/4 復元口径 13.2、器高 2.7
径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒、
黒色粒少ない

外面：にぶい黄橙～灰黄褐、
内面：にぶい黄橙～浅黄～
黒

20

53 256 SP223 土師器 皿 4/5 口径 7.6、器高 1.15
径 2 ㎜以下石英・長石、
径 1㎜以下黒色粒含む

浅黄橙 21

53 257 SP223 瓦質土器 捏鉢 破片 － 径 1.5 ㎜以下石英・長石多い。
外面：黒褐～黄灰～灰白、
内面：黒褐～褐灰

23

53 258 22-10 SP191 土製品 懸仏 9/10 幅 4.7、残存高 5.2、厚さ 2.8 径 1 ㎜以下白色、黒色粒やや多い にぶい黄橙 141

53 259 SP184 土製品 瓦玉 完形 径 3.6、厚さ 0.8-1.1 径 1 ㎜以下白色、赤色、黒色粒含む 灰白～淡黄 139

54 260 SP179 土師質土器 鍋 破片 －
径 2㎜以下石英・長石多く、
径 1㎜以下赤色粒少ない

外面：灰褐～暗褐、
内面：黄橙

14

54 261 SP182 瓦質土器 擂鉢 破片 － 径 1.5 ㎜以下石英・長石少ない。
外面：褐灰～灰白～黒褐、
内面：灰白～褐

15

54 262 SP184 土師器 皿 1/3 復元口径 8.75、器高 1.5 径 1 ㎜以下黒色粒、微細な雲母やや多い。 にぶい黄橙 16

54 263 SP187 土師器 皿 2/3 復元口径 7.9、器高 1.45 径 1 ㎜以下赤色粒やや多い にぶい黄橙～灰黄褐 17

54 264 SP172 土師器 坏 1/4 復元口径 12、器高 3.3
径 1 ㎜石英・長石、赤色粒含む。
微細雲母やや多い

にぶい黄橙 13

54 265 SP117 土師質土器 釜・鍋 破片 － 径 1㎜石英・長石、微細雲母少ない
外面：暗灰黄～黒、
内面：黄橙～灰黄褐

6

54 266 SP123 青磁 碗 1/3 復元高台径 6.6 精良
胎土：明赤褐～灰、
釉：緑灰

7

54 267 SP125 青磁 坏 1/5 復元口径 12.6、器高 2.8 微細黒色粒少ない
胎土：灰白色。釉：明緑灰。
ガラス質光沢

8

54 268 SP152 肥前系染付 碗 1/7 復元胴径 8.6 精良 胎土：灰白色、釉：淡青白 12

54 269 SP113 青磁 皿 1/10 復元口径 12 微細黒色粒ごく少ない
胎土：灰白、
釉：オリーブ黄透明

4

54 270 SP113 土師器 坏 1/5 復元口径 15、器高 2.8 径 1 ㎜石英・長石、赤色粒、微細雲母少ない
外面：橙、
内面：にぶい黄橙

5

54 271 SP151 白磁 皿 1/7 復元口径 12.2 精良
胎土：乳白色、
釉：青白。光沢

11

57 272 SK264 土師器 皿 7/10 口径 8.35、器高 1.75 径 1 ㎜石英・長石、赤色粒含む。 にぶい黄橙～黄灰～浅黄 28

57 273 SK103 土師器 坏 9/10 口径 12.9、器高 2.8 径 3 ㎜以下石英・長石やや多い にぶい橙～橙 158

57 274 SK222 青磁 碗 破片 － 微細な白色粒含む 胎土：灰白、釉：オリーブ 281

57 275 SK222　R22 土師器 小皿 9/10 口径 7.6、器高 1.35 径 2 ㎜以下石英・長石含む にぶい黄橙 279

57 276 SK222　R25 土師器 坏 完形 口径 11.8、器高 2.55 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む にぶい黄橙 280

57 277 SK222　R5 土師器 坏 9/10 口径 12.65、器高 3.05 径 2 ㎜以下石英・長石含む 橙～にぶい黄橙 275

57 278 SK222　R10 土師器 坏 4/5 口径 12.55、器高 3.25 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む にぶい橙～にぶい黄橙 276

57 279 SK222　R15 土師器 坏 完形 口径 11.9、器高 2.45 径 3 ㎜以下石英・長石やや多い 橙～にぶい橙～浅黄橙 277

57 280 SK222　R20 土師器 坏 完形 口径 12.7、器高 3.05 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む にぶい橙～にぶい黄橙 278

57 281 SK222　R1 土師器 坏 完形 口径 12.9、器高 3.3 径 2 ㎜以下石英・長石含む にぶい橙～にぶい黄橙 274

57 282 SK167 青磁 坏・浅型碗 破片 － 微細な白・黒色粒含む 胎土：灰白、釉：オリーブ 262

57 283 SK167 白磁 皿 破片 － 微細な黒色粒含む 胎土：灰白、釉：黄灰 263

57 284 SK167 土師器 高台付大坏
高台
部

高台上部径 8.6 径 4 ㎜以下石英・長石含む。 にぶい黄橙～浅黄橙 265

57 285
SK167 ＋ SX166
＋ SX221

須恵器 壺 1/3 復元口径 13.8、復元器高 22 微細な黒色粒含む
外面：灰黄～黄褐～黄灰。
内面：浅黄～黄褐～黄灰～
黒褐

264

57 286 SK102　R1 土師器 坏 9/10 口径 13.3、器高 2.8 径 2 ㎜以下石英・長石、微細な赤色粒少ない にぶい橙 157

57 287 SX221 青磁 皿
底部
1/2

復元底径 5.6 微細な黒色粒含む 胎土：灰白、釉：オリーブ 273

57 288 SX166 青磁 碗
高台
部

高台径 5.15 微細な黒色粒含む 胎土：灰白、釉：緑灰 261

57 289 SX166 青磁 碗 1/8 復元口径 17 微細な黒色粒含む 胎土：灰白、釉：オリーブ 260

57 290 SX163　ベルト 白磁 碗 破片 － 微細な黒色粒含む。
胎土：灰白、
釉：灰緑、透明

231

57 291 SX199 瓦質土器 火鉢 破片 － 径 2㎜以下石英・長石含む 褐灰～黒褐 272

58 292 23-1 SX158　R23 青磁 小碗 1/2 復元口径 10.6、器高 4.25 微細な黒色粒少ない。精良 胎土：灰白。釉：緑、透明 249

58 293 23-1 SX158　R19 青磁 坏 1/2 復元口径 12.4、器高 3.15 微細な黒色粒含む 胎土：白。釉：緑 246

58 294 23-1 SX158　R29 瓦質土器 火鉢 1/6 復元口径 42.6 径 3 ㎜以下石英・長石含む
外面：灰白～黄灰。
内面：灰白～黒褐

258

58 295 23-1 SX158　R9 瓦質土器 擂鉢 1/4 復元口径 29.9、器高 13 径 3 ㎜以下黒色粒やや多い
外面：にぶい黄橙～にぶい
橙～灰黄褐。内面：浅黄～
にぶい橙～灰黄褐～黒褐

235

58 296 23-1 SX158　R13 瓦質土器 捏鉢 1/6 復元口径 28.9、器高 10.4 径 4 ㎜以下石英・長石含む 灰～灰白 239

58 297 SX158　R12 土師器 小皿 9/10 口径 7.7、器高 1.4 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒少ない にぶい黄橙 238

58 298 SX158　R14 土師器 小皿 9/10 口径 7.95、器高 1.2 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む にぶい橙～にぶい黄橙 240

58 299 SX158　R16 土師器 小皿 9/10 口径 8.6、器高 1.75 径 2 ㎜以下石英・長石含む にぶい黄橙～灰黄～橙 242

58 300 23-1 SX158　R17 土師器 小皿 完形 口径 7.85、器高 1.55 径 1 ㎜以下石英・長石、黒色粒少ない
にぶい黄橙～にぶい橙～
灰黄褐～浅黄

244
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58 301 SX158　R22 土師器 小皿 完形 口径 8.2、器高 1.65 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒やや多い にぶい黄橙 247

58 302 SX158　R23 土師器 小皿 完形 口径 8.7、器高 1.5 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む
にぶい黄橙～灰黄褐～
にぶい橙

250

58 303 SX158　R24 土師器 小皿 完形 口径 8.5、器高 1.2 径 1 ㎜以下石英・長石含む にぶい黄橙 252

58 304 SX158　R27 土師器 小皿 9/10 口径 8.4、器高 1.1 径 2 ㎜以下石英・長石少ない にぶい黄橙～浅黄橙 256

58 305 SX158　R9 土師器 坏 完形 口径 12.1、器高 2.7 径 1 ㎜以下石英・長石含む にぶい黄橙～灰黄 237

58 306 SX158　R14 土師器 坏 9/10 口径 13.25、器高 2.8 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む にぶい黄橙～浅黄 241

58 307 SX158　R16 土師器 坏 9/10 口径 12.7、器高 2.7 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む にぶい橙 243

58 308 SX158　R17 土師器 坏 9/10 口径 12.4、器高 2.75 径 2 ㎜以下石英・長石やや多い にぶい橙～浅黄橙～灰褐 245

58 309 23-1 SX158　R22 土師器 坏 完形 口径 11.9、器高 2.35 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒やや多い にぶい橙～浅黄橙 248

58 310 SX158　R23 土師器 坏 9/10 口径 12.3、器高 2.7 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む
にぶい橙～にぶい黄橙～
浅黄橙

251

58 311 SX158　R24 土師器 坏 9/10 口径 12.85、器高 2.75 径 1 ㎜以下石英・長石含む にぶい橙～浅黄橙 253

58 312 SX158　R27 土師器 坏 9/10 口径 12.75、器高 3.1 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒少ない にぶい橙～にぶい黄橙 257

58 313 23-1 SX158　R9 土師器 台付皿 9/10 口径 9.1、器高 3.35 径 2 ㎜以下石英・長石含む
外面：浅黄～黄灰色。
内面：にぶい黄橙～浅黄橙
～灰黄褐

236

58 314 23-1 SX158　R35 土師器 坏 3/5 復元口径 15、器高 3.65 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒やや多い にぶい黄橙～にぶい橙 259

58 315 23-1 SX158　R26 土師器 小碗 3/5 復元口径 9.05、器高 3.75 径 1 ㎜以下石英・長石、赤色粒少ない 橙～にぶい橙 255

58 316 23-1 SX158　R24 土師器 鉢 底部 底径 11.1 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒含む にぶい黄橙～にぶい橙 254

59 317 SD119 象嵌青磁 碗
下半
部

高台径 3.95 微細な黒色粒、白色粒含む 胎土：灰、釉：緑灰、透明 191

59 318 SD119　北区 象嵌青磁 皿 1/7 復元口径 13.2 径 1 ㎜黒色粒含む。精良 胎土：灰、釉：緑灰、透明 192

59 319 SD186 陶器 瓶・水注 破片 － 微細な白色粒含む 胎土：灰白、釉：緑灰 271

59 320 SD186 青磁 碗 破片 － 微細な黒色粒含む 胎土：灰白、釉：緑褐 270

59 321 SD186 瓦質土器 捏鉢 1/7 復元口径 30、器高 11.2 径 2 ㎜以下石英・長石やや多い 暗青灰～灰白 193

59 322 SD145 青磁 坏 1/5 復元口径 13 微細な白色粒、黒色粒少ない。精良
胎土：灰白、
釉：青緑、透明

228

59 323 SD145 瓦質土器 捏鉢 1/5 復元口径 28.6、器高 11 径 2 ㎜以下石英・長石、黒色粒やや多い 灰白 229

59 324 SD145 土製品
容器形

（坩堝か）
完形 口径 6.4、器高 3.9 径 2 ㎜以下石英・長石少ない 黄灰～灰褐～にぶい黄橙 230

59 325 3面上　3～ 6区 土製品 円盤 1/2 径 5.2、厚さ 0.8 径 1 ㎜以下白色、赤色粒、雲母多い 赤褐～暗灰 312

62 352 23-2 SP131 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2.6 径 4 ㎜以下砂粒、スサ多い にぶい黄橙 M7

62 353 SP131 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2.3 径 2 ㎜以下砂粒、スサ多い にぶい橙 M7-2

62 354 3面上　3区～6区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 1.8 ～ 2.5 径 2 ㎜以下砂粒少ない。スサ含む 橙 仮 3

62 355 3 面上　3区 金属生産 炉壁 不明 厚さ 2 径 4㎜以下石英・長石含む 橙 仮１

62 356 23-3 SK103 金属生産 炉壁 不明 厚さ 1.5-2.5 径 3 ㎜以下砂粒、スサ多い にぶい黄橙 M6

62 357 3面上　3～ 6区 金属生産 坩堝 1/2 復元口径 17、器高 7 径 4㎜以下砂粒、スサ多い 浅黄橙 M3

62 358 SP292 金属生産 坩堝 破片 － 径 4㎜以下砂粒、スサ多い にぶい黄橙 M2

62 359 SD145 金属生産 坩堝 2/3 復元口径 15.4、器高 6.5 径 4 ㎜以下石英・長石、スサ多い 淡黄～灰白 M1

62 360 23-4 SK167 金属生産 坩堝 完形 口径 16.5、器高 7.3 径 3 ㎜以下砂粒、スサ多い 浅黄 M4

62 361 SP212 金属生産 羽口 7/10 長さ 15.7、径 6.5、厚さ 1.7-2.3 径 3 ㎜以下石英・長石、赤色粒、スサ含む 橙 M18

62 362 SP247 金属生産 羽口 4/5 径 6 ～、厚さ 1.9 ～ 2.2 径 3 ㎜以下石英・長石、赤色粒、スサ含む にぶい褐 M19

62 363 SD119 上層 金属生産 羽口 1/2 径 8.3 ～ 9.3 径 1 ㎜石英・長石多い にぶい赤褐 M22

62 364 SX161 金属生産 羽口 1/3 径 6.7、厚さ 1.6-2.1 径 2 ㎜以下石英・長石、赤色粒、スサ含む にぶい褐 M23

62 365 3 面下層西壁 金属生産 羽口 1/3 径 6、厚さ 1.6-2 径 4 ㎜以下石英・長石含む にぶい黄橙 M20

62 366 23-5 SK236 土製品 環状 1/6 復元径 16.6、厚さ 2.95 径 3.5 ㎜石英・長石多い 灰黄褐 M13

62 367 SP237 金属生産 坩堝 破片 － 径 3㎜以下砂粒、スサを含む 全面に金属滓付着 M5

62 368 23-6 SP289 土製品 容器形 1/2 径 11.25、器高 5 径 2.5 ㎜以下石英・長石、スサ多い 橙 M15

62 369 3 面上 3区 金属生産 鋳型 1/4 復元胴径 15 径 4.5 ㎜以下石英・長石多く、スサ含む にぶい黄橙 M11

62 370 SX161 金属生産 鋳型 1/10 － 径 4㎜以下砂粒、スサ多い にぶい黄橙 M8

62 371 3 面下層南区 金属生産 鋳型 1/4 復元径 40 径 7 ㎜以下石英・長石多い にぶい黄橙。真土：灰白 M12

62 372 23-7 3 面下層南区 金属生産 鋳型 9/10 残存長 18.9、幅 7.1、厚さ 4.6 径 3 ㎜以下石英・長石多い 橙 M10

62 373 SP289 金属生産 鋳型 不明 幅 7.25、厚さ 4.55 径 5.5 ㎜以下石英・長石多い にぶい黄橙 M9

62 374 3 面上 3区 土製品 レンガ状 不明 幅 7、厚さ 3.6
径 7.5 ㎜以下黒色粒、
径 3.5 ㎜以下石英・長石、スサ多い

にぶい橙 M14

62 375 23-8 3 面上 3～ 6区 土製品 板状 不明 厚さ 3.1 径 3 ㎜以下石英・長石、スサ多い にぶい黄橙 M16

62 376 SP191 土製品 トチン状 完形 径 4.1、器高 4
径 2㎜以下石英・長石やや多い。
スサ含まない

浅黄 M17

62 377 SP178 土製品 土錘 完形 長さ 5.2、重量 8.35 微細な白色粒少ない。精良 黄灰～黒褐 266

62 378 SP178 土製品 土錘 完形 長さ 5.2、重量 5.6 微細な白色粒少ない。精良 黄灰～灰黄 267

62 379 SP178 土製品 土錘 完形 長さ 4.75、重量 5.09 微細な白色粒少ない。精良 灰黄～黒褐 269

62 380 SP178 土製品 土錘 完形 長さ 4.8、重量 4.41 微細な白色粒少ない。精良 黄灰～灰黄 268
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S2 SP223 泥岩 弱 砥石 完形
長さ 6.6、幅 3、
厚さ 0.8

60 図
327

S35 SP134 砂岩 － 砥石 完形
長さ 6.04、
幅 4.6、厚さ 1.9

60 図
326

S36 SP249 石英 － 火打石 完形
長さ 3.3、
幅2.55、厚さ1.1

60 図
328

5401 SP116 砂岩 － 不明扁平礫 破片 長さ [16]

5402 SP131 頁岩 － 不明小円礫 完形 長さ 3.63

5403 SP153 滑石 － 石鍋 破片 長さ [6.6]

5404 SP170 滑石 － 石鍋 破片 長さ [7.85]

5405 SP189 石英 － 不明 破片 長さ [3.2]

5406 SP205 滑石 － 石鍋 破片 長さ [8.21]

5407 SP214 石英 － 不明 破片 長さ [3.9]

5408 SP257 砂岩 － 砥石か 破片 幅 5.15

5409 SP260　上面 玄武岩か 弱 黒碁石 完形 長さ 1.83

5410 SP273
ホルン

フェルスか
弱 砥石か 破片 幅 2.4

5411 SP289
ホルン

フェルスか
弱 不明小円礫 完形 長さ 4.29

5412 SP300 滑石 － 石鍋か 破片 長さ [3.5] 3 点

5413 SK118 滑石 － 石鍋 破片 長さ [7.06] 2 点

5414 SK141 チャート － 火打石か 完形 長さ 3.95

5415 SK165 滑石 － 石鍋 破片 長さ [4.7]

5416 SK267 泥岩 － 砥石か 破片 長さ [2.8]

5417 SD119 泥岩 － 小型磨製品 破片 長さ [4.64]

5418 SD119 滑石 － 小型磨製品 完形 長さ 4.33

5419 SD119 滑石 － 石鍋 破片 長さ [6.44] 2 点

5420 SD119 結晶片岩 － 不明 破片 長さ [4.69]

5421 SD186 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.7

5422 SD186 砂岩 － 砥石 破片 長さ [5.09]

5423 SD186 砂岩 － 砥石 完形 長さ 7.7

5424 SD186 泥岩 － 砥石 完形 長さ 7.36

5425 SD186 滑石 － 小型磨製品 破片 長さ [3.78]
黒色付
着物

5426 SX144 頁岩か － 黒碁石 完形 長さ 1.99

5427 SX145 砂岩 － 砥石 破片 長さ [6.85]

5428 SX145 滑石か 弱 砥石 破片 長さ [4.44]

5429 SX145 泥岩 － 砥石 完形 長さ 5.25

5430 SX145 滑石 － 加工石製品 破片 長さ [5.25]

5431 SX145 滑石 －
石鍋転用品
（温石か）

完形 長さ 5.05

5432 SX145 滑石 － 石鍋 破片 長さ [5.98]

5433 SX145 滑石 － 石鍋 破片 長さ [10.5]

5434 SX145　北側 泥岩 － 砥石未成品か 完形 長さ 9.18

5435 SX145　上層 層灰岩 － 砥石 完形 長さ 5.36

5436 SX145　上層 泥岩 微弱 砥石 破片 長さ [4.85]

5437 SX145　上層 結晶片岩 － 不明 破片 長さ [5.13]

S37 SX158　R11 滑石 微弱 石鍋 1/6 復元口径 32.6
60 図
332、図
版 23-1

5438 SX158　R22 滑石 － 不明方形 完形 長さ 3.18

5439 SX158　R25 安山岩 弱 不明磨製品 破片 長さ [3.73]

S38 SX158　R34 滑石 弱 ミニチュア容器 9/10
長さ 5.37、
幅 2.1

60 図
333、図
版 23-1

5440 SX158 泥岩 － 砥石 完形 長さ 12.8

5441 SX158 軽石 － 砥石か 完形 長さ 8.67

5442 SX158 チャート － 不明石核状 完形 長さ 3.22

5443 SX158 砂岩 － 石球 完形 長さ 3.92

5444 SX158 滑石 － 石鍋 破片 長さ [4.08] 2 点

5445 SX158 滑石 弱 石鍋 1/6 復元口径

5446 SX158 滑石 弱 石鍋 1/6 復元口径

5447 SX158 滑石 石鍋 底部 復元底径

5448 SX158 滑石 石鍋 破片

5449 SX158 滑石 石鍋 破片 30 点

5450 SX158 滑石 － 石鍋 破片 長さ [10.6]

5451 SX158 安山岩 強 不明磨製品 破片 長さ [5.44]

5452 SX161 層灰岩 微弱 ノミ形石斧 完形 長さ 6.73

5453 SX161 滑石 － 石鍋 1/8 復元口径

S39 SX163 不明 弱 砥石 完形
長さ [8.3]、
幅 5.4、
厚さ 2.5

60 図
329

S40 SX163 軽石 － 有孔石製品 完形
長さ 6.4、
幅 6.9、厚さ 1.8

60 図
330

5454 SX163 滑石 － 石鍋 破片 長さ [8.88] 3 点

5455 SX163 砂岩 － 石球 完形 長さ 5.09

S4 SX164 滑石 － ミニチュア硯 完形
長さ7.5、幅4.7、
厚さ 1.6

60 図
331、図
版22-11

5456 SX164 砂岩 － 砥石 完形 長さ 8.15

S11
SX166 ＋
167 ＋ 145

滑石 － 石鍋 9/10
口径 20.2、
器高 6.9

60 図
334

5457 SX166 滑石 微弱 石鍋 破片 長さ [5.96] 　

第８表　第３面出土石器・石製品
※石材の「磁性」はネオジム磁石による。

番号 遺構・層位 石材 磁性 器種 残存 法量 (cm、g) 備考

5458 SX166 滑石 微弱 砥石か 完形 長さ 5.16

5459 SX167 滑石 弱 不明加工品 破片 長さ [3.98]

5460 SX199 軽石か － 被熱小礫 完形 長さ 3.81

5461 SX221 滑石 － 石鍋 破片 長さ [4.83]

5462 SX221 不明 弱 被熱小礫 完形 長さ 4.96

5463 SX221 頁岩 － 砥石 完形 長さ 21.2 3 点

5464
3 面上　
3～ 6区

層灰岩 弱 砥石か 破片 長さ [3.3]

5465
3 面上　
3～ 6区

滑石 － 石鍋 1/6 復元口径

5466
3 面上　
3～ 6区

滑石 － 石鍋 破片 長さ [6.44]

5467
3 面上　
3～ 6区

砂岩 微弱 石球 完形 長さ 2.69

5468
3 面上　
3～ 6区

砂岩 － 石球 完形 長さ 4.6

5469
3 面上　
3～ 6区

砂岩 微弱 石球 完形 長さ 5.13

5470
3 面上（落ち）
11 区

滑石 － 石鍋 破片 長さ [4.68]

5471
3 面上（落ち）
11 区

滑石 － 石鍋か 破片 長さ [4.08]

5472
3 面上（落ち）
11 区

結晶片岩 微弱 不明 破片 長さ [5.04] 3 点

5473
3 面下層　
南区

泥岩 － 砥石 完形 長さ 8.37

5474
3 面下層　
南区

ホルン
フェルスか

弱 砥石か 破片 長さ [4.33]

5475
3 面下層　
南区

凝灰岩 － 不明方形 完形 長さ 2.36

5476
3 面下層　
西壁

滑石 － 石鍋 破片 長さ [8.54]

5477
3 面下層　
中央ピット

滑石 － 石鍋 破片 長さ [6.03]
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遺構 取上日 金属生産関係遺物 備考

SP261 180324 鉄釘

SP288 180324 小型炉上部　鉄釘

SP292 180324 羽口、坩堝、鋳型　鉄釘

SP131 180214 鋳型

SP224 180227
小型炉上部か、坩堝か　
鉄釘　銅銭、銅滓

SP247 180324 小型炉上部、羽口、鋳型

SP248　上面 180324 小型炉上部、鋳型　鉄釘

SP248 180324 小型炉上部、坩堝、鋳型

SP249 180324 小型炉上部、鋳型

SP135 180214
坩堝、鋳型　鉄釘、
鉄刀子　銅銭

SP191 180220 鉄釘

SP197 180220 棒状銅製品

SP223 180227 小型炉上部　鉄釘　銅滓

SP182 180220 鉄釘

SP184 180220 鋳型　鉄釘　銅銭 皇宋通寶（1039）

SP187 180220 鉄釘

SP117 180209 鉄滓

SP123 180213 鉄釘

SP113 180209 鉄滓

SP151 180216 炉壁

SP134 180214
炉壁、鉄滓か、
鋳型　銅銭

皇宋通寶（1039）

SK239 180324 小型炉上部　鉄釘

SK244 180324
小型炉上部、鋳型　鉄釘
不明銅製品、銅塊

SK253 180324 小型炉上部、坩堝、鋳型

SK264 180324 鉄滓、鋳型　銅滓

SK103 180215
炉壁、小型炉上部、坩堝、
鋳型　鉄釘　銅滓

SK141 180214 鋳型　鉄釘、鉄刀子

SK142 180214 鉄釘　銅銭 咸平元寶（998）

SK144 180214 鉄釘

SK165 180219
炉壁　鉄釘、
鉄刀子　銅銭

開元通寶（621 ～） 
皇宋通寶（1039） 
景定元寶（1260）
61 図 343

SK222　R10 180227 鉄釘

SK146 180216 羽口　鉄釘

SK167 180216 炉壁、坩堝、鋳型　鉄釘

SK102 180129 鉄釘

SK118 180209
炉壁、羽口、坩堝、鉄滓
鉄釘、板状鉄片　銅銭

皇宋通寶（1039） 
□□元寶

SX161 180216
小型炉上部、炉壁、羽口、
坩堝、鋳型　鉄釘　銅銭、
板状銅製品、銅滓

太平通寶（976）
61 図 344 
淳熙元寶（1174）
61 図 345 
至大通寶（1310）
61 図 346

SX161 180221 小型炉上部

SX161 180226 小型炉上部、鋳型

SX161 180227
小型炉上部、坩堝、
鋳型　鉄釘　銅滓

SX221 180227 坩堝、鋳型　銅銭、銅滓

SX163 180212 炉壁

SX163 180216
小型炉上部、坩堝　鉄釘
銅銭、刀縁（61 図 338）

熙寧元寶（1068）

SK163 180226 坩堝ほか　鉄釘

SX164 180216 炉壁　鉄釘　銅銭

SX158 180216
鉄滓、坩堝　鉄釘、鉄刀子、
鉄滓　銅銭、銅滓、
鏃（61 図 337）

乾元重寶（758） 
祥符元寶（1008） 
景祐元寶（1034） 
紹聖元寶（1094）

SX158 180220 鉄滓　鉄釘

SX158　R1 180226 鉄釘

SX158　R2 180226 銅銭 熙寧元寶（1068）

SX158　R3 180226 銅銭 熙寧元寶（1068）

SX158　R4 180226 銅銭 元豊通寶（1078）

SX158　R5 180226 鉄釘

第９表　第３面金属関係遺物出土遺構
※銅銭名（）内数字は基本銭の初鋳造年代

遺構 取上日 金属生産関係遺物 備考

SX158　R6 180226 鉄釘

SX158　R15 180227 鉄釘

SX158　R16 180227 鉄釘

SX158　R22 180227 鉄釘

SX158　R18 180227 鉄釘

SX158　R19 180227 鉄釘

SX158　R23 180227 銅滓

SX158　R25 180227

SX158　R27 180227 鉄釘

SX158　R28 180227 羽口　鉄釘

SX166 180216
炉壁、羽口、鉄滓、鋳型
鉄釘　銅銭、銅滓　仮 260
青磁碗（比較材質分析）

SX166 180227 鉄滓　鉄釘

SX199 180220 坩堝

SD119　上層 180214
小型炉上部、炉壁、羽口、
坩堝、鉄滓　鉄刀子、
板状鉄製品　銅銭

SD119 180215
小型炉上部、炉壁、羽口、
坩堝、鋳型、
鉄滓　銅銭（有機物付着）

SD119 180219 炉壁　銅銭
天□通寶
（天禧通寶（1017））

SD119　北区 180227
小型炉上部、鋳型　銅銭、
銅塊

SD119　北区 180324
小型炉上部、羽口、坩堝、
鋳型　銅銭

SD145 180214 坩堝　鉄釘　銅滓

SD145 180219 羽口　鉄釘

SD145　上層 180219 鉄釘

SD145 180220 不明粘土塊　鉄釘　銅銭 嘉祐通寶（1056）

SD145　北側 180227 小型炉上部　鉄釘　銅銭

SD145 180228
小型炉上部、鋳型　鉄釘、
板状鉄製品　銅銭、銅滓、
不明銅製品

政和通寶（1111）　
61 図 347

SP105 180209 板状鉄片

SP111 180209 炉壁　鉄釘

SP112 180216 銅滓

SP114 180209 小型炉上部か

SP120 180213 鉄釘

SP121 180213 鉄釘

SP132 180214 銅滓

SP147 180216 銅銭

SP150 180216 鉄釘

SP154 180216 炉壁　板状鉄片

SP155 180216 羽口か

SP159 180216 羽口

SP160 180216 鉄釘

SP171 180219 鉄釘

SP183 180220 羽口か

SP189 180220 鉄釘

SP190 180220 鉄釘

SP193 180220 銅銭

SP194 180220 銅銭

SP196 180220 鉄釘

SP200 180220 鉄釘

SP202 180222 鉄釘

SP203　MT01 180222 鉗子状鉄器（61 図 335）

SP204 180222 鉄釘

SP206 180226 鉄釘

SP209 180226 銅滓

SP210 180226 坩堝

SP212 180226 坩堝、羽口

SP214 180226
炉壁　鉄釘、塊状鉄片　
銅滓

SP215 180226 鉄釘

SP216 180226 鉄釘

SP217 180226 鉄釘

SP218 180226 炉壁　鉄釘
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遺構 取上日 金属生産関係遺物 備考

SP220 180227 鉄釘

SP225 180227 鉄釘　銅滓

SP226 180227 鋳型

SP237　M5 180324 坩堝（62 図 367）

SP238 180324 鉄釘

SP240 180324 棒状鉄片

SP243 180324 鋳型（小型塔の相輪部か）SP294に青銅製品あり

SP245 180324 坩堝、鋳型

SP246 180324 鋳型

SP250 180324 鉄釘

SP251 180324 鋳型

SP254 180324 鋳型

SP255 180324 鋳型

SP256 180324
小型炉上部、坩堝か、
鋳型

SP257 180324 坩堝か、鋳型　鉄釘

SP258 180324 小型炉上部

SP259 180324 坩堝か　鉄釘　銅滓

SP260　上面 180324 鉄滓、鋳型

SP260 180324 坩堝　銅滓

SP262 180324 鋳型　銅滓

SP263 180324 鋳型

SP266 180324
小型炉上部、坩堝、
鋳型　鉄釘　板状銅製品、
銅滓

SP268 180324 鉄釘

SP269 180324 鋳型

SP270 180324 鋳型

SP271 180324 小型炉上部

SP272 180324 鋳型　鉄釘

SP273 180324 坩堝か

SP274 180324 銅滓

SP278 180324 鉄釘

SP279 180324 鉄釘

SP280 180324 鋳型か

SP287 180324 坩堝

SP289 180324
小型炉上部、坩堝、
鋳型　鉄釘

SP291 180324 小型炉上部

SP294 180324
鋳型　小型塔相輪（61 図
336）、銅滓

SP296 180324
小型炉上部、坩堝、
鋳型　鉄釘

SP298 180324 鋳型　鉄釘

SP299 180324 鋳型　銅滓

SP300 180324 鋳型

SP301 180324 鋳型

SP302 180324 鋳型　鉄釘

SP305 180324 塊状鉄片

SK236 180324
羽口、坩堝、
鋳型　鉄釘　銅滓

SX116　
東落ち

180227
鉄滓か　鉄釘　銅銭、
煙管吸口

大觀通寶（1107）

SX170 180219 鉄釘

SX178 180219 鉄釘

3面清掃 180220 炉壁　鉄釘

3面上　3区 180324
炉壁、坩堝、鋳型　鉄釘
銅銭、不明銅製品

元豊通寶（1078）

3 面上
（西落ち）　
3・5区

180214
坩堝、鋳型　鉄釘　銅銭、
銅滓？

元豊通寶（1078）

3 面上　
3～ 6区

180213

炉壁、羽口、坩堝、
鋳型　鉄釘、鉄刀子、
鉗子状鉄製品（61図 339）、
火打金（61 図 340）　銅銭、
棒状銅製品、銅滓

治平元寶（1064） 
熙寧元寶（1068） 
元符通寶（1098）
61 図 348 
聖宋元寶（1101）
61 図 349 
政和通寶（1111） 
宣和通寶（1119）
61 図 350 
嘉定通寶（1208）
61 図 351

遺構 取上日 金属生産関係遺物 備考

3面上　6区 180214
坩堝　鉄釘　銅銭、
板状銅製品、銅滓

皇宋通寶（1039）

3 面上　8区 180213 羽口、鉄滓　銅銭

3面上　9区
R1

180214 鎖状飾り（61 図 341）

3面上（落ち）
11 区

180219
炉壁、坩堝　鉄釘　銅銭、
銅滓

皇宋通寶（1039）

3 面上　
11・12 区

180216
炉壁、坩堝　鉄釘、
鉄小札（61 図 342）　銅銭、
銅滓、ボタン状銅製品

3面下層　
西壁

180228 炉壁、鋳型　鉄釘

3面下層　
中央ピット

180301 炉壁　鉄釘
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第 10 表　出土金属製品
挿図 番号 遺構・層位 種類 器種 法量 (cm) 備考

23 72 SP066 鉄製品 小札 長さ [4.2]、幅 2.5

23 73 SD009 下面　南区 銅製品 小像 高さ 4.5、幅 1.5、厚さ 0.9 菩薩か

23 74 SK033 鉄製品 鎚
鎚：長さ 9.2、幅 2.4、厚さ 2.5 
木柄：幅 1.5、厚さ 0.8

23 75 SK033 鉄製品
鉗もしくは
釘抜き

長さ 22、幅 5.3、厚さ 2

23 76 SK002 鉄製品 包丁
身：長さ 19.8、幅 3.7、厚さ 0.5 
茎：長さ 8.9、幅 0.4 ～、厚さ 0.3

中央折り曲げ

23 77 SE006　南区 銅製品 銭 径 2.15 洪武通寶

23 78 SX227 銅製品 銭 径 2.4 寛永通寶

23 79 SK016 銅製品 銭 径 2.63 宣徳通寶

23 80 SK001 銅製品 銭 径 2.5 寛永通寶

23 81 1 面清掃 銅製品 銭 径 2.29 洪武通寶

23 82 1 面　北区 銅製品 銭 径 2.31 寛永通寶

23 83 1 面整地層　北西区 銅製品 銭 径 2.4 皇宋元寶

23 84 1 面下　1区 銅製品 銭 径 2.28 「永」

43 188 SD231　西区 鉄製品 摘鎌 長さ 4、刃幅 1.2、厚さ 0.25

43 189 2 面下　1区 R1 銅製品 小椀 口径 6.7、器高 2.9、厚さ 0.1

43 190 2 面下　1区 R3 銅製品 鈴 高さ 3.7、裾径 3.4、厚さ 0.1 有機物付着

43 191 2 面下　1区 銅製品 未開敷蓮華 長さ 9、径 0.7 常花か

43 192 2 面下 2　1区 銅製品 小鏡 径 7.8、厚さ 0.15 打ち欠きか

43 193 2 面下 2　3区 銅製品 飾り 径 1.8、厚さ 0.5

43 194 2 面下 2　3区 鉄製品 工具 長さ 15、鉄器径 1 骨製柄

43 195 2 面下　4区 銅製品 小型容器 口径 4.3、器高 1.7、把手長 3.5

43 196 2 面下 2　7区 鉄製品 火打金 長さ 7.8、幅 2.8

43 197 2 面下　9区 銅製品 小輪 径 2

43 198 2 面下 2　10 区 銅製品 環状 径 5、厚さ 0.7

43 199 2 面下　1区 銅製品 小匙 長さ 5、幅 1.15 ～ 1.5、厚さ 0.07

43 200 SX100　R10 銅製品 銭 径 2.54 永楽通寶

43 201 2 面下　1区 銅製品 銭 径 2.37 至和元寶

43 202 2 面下　1区 銅製品 銭 径 2.45 朝鮮通寶

43 203 2 面下　1区 R4 銅製品 銭 径 4.47 大中通寶

43 204 2 面下　2区 銅製品 銭 径 2.46 熙寧重寶

43 205 2 面下 2　5区 銅製品 銭 径 2.46 唐國通寶

43 206 2 面下 2　11 区 銅製品 銭 径 2.32 大元通寶

61 335 SP203 鉄製品 鉗子状 長さ [9.2]、幅 [1]、厚さ [0.7]

61 336 SP294 銅製品 相輪（宝輪）長さ 7.7、輪径 1.05、軸径 0.45

61 337 SX158 鉄製品
鏃もしくは

工具
長さ [9]、幅 0.8 ～ 1.15

61 338 SX163 銅製品 刀縁 長さ 4、幅 2.2、厚さ 0.75

61 339 3 面上　3～ 6区 鉄製品 鉗子状 長さ [6.2]、幅 [2.1]、厚さ 1

61 340 3 面上　3～ 6区 鉄製品 火打金 長さ 8.6、幅 2.6、厚さ [0.8]

61 341 3 面上　9区 R1 銅製品 鎖飾り
輪：太さ 0.15、径 1 
鎖：太さ 0.1、径 0.3

61 342 3 面上　11・12 区 鉄製品 小札 長さ [1.8]、幅 2.1、厚さ 0.15

61 343 SK165 銅製品 銭 径 2.46 景定元寶

61 344 SX161 銅製品 銭 径 2.6 太平通寶

61 345 SX161 銅製品 銭 径 2.56 淳熙元寶

61 346 SX161 銅製品 銭 径 2.35 至大通寶

61 347 SD145 銅製品 銭 径 2.44 政和通寶

61 348 第 3 面上 3～ 6区 銅製品 銭 径 2.54 元符通寶

61 349 第 3 面上 3～ 6区 銅製品 銭 径 2.43 聖宋元寶

61 350 第 3 面上 3～ 6区 銅製品 銭 径 2.47 宣和通寶

61 351 第 3 面上 3～ 6区 銅製品 銭 径 2.4 嘉定通寶
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第Ⅴ章　自然科学分析

第１節　貝類・動物遺存体

株式会社古環境研究所

１．方法と結果

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、現生標本と形態的特徴を対比することによって同定を行った。同

定された分類群および部位を第10表に示す。主要な分類群の写真を図版25・26に示す。なお、哺乳類は細片

で観察部位を欠いているものが多い。

２．考察

博多遺跡群216次調査で出土した動物遺存体は、キクメイシ類、貝類、魚類、鳥類、哺乳類である。キクメイ

シ類とヒトを除けば、いずれも食用となるものであり、解体痕が観察されるものや、被熱しているものが含まれる。

キクメイシ類は珊瑚であり、混獲されたものが持ち込まれたのか、漢方や食用以外の用途も考えられる。また、

土坑や整地層からはヒトの頭蓋骨や大腿骨が出土しているが、年齢や性別の鑑別には至らなかった。

貝類は５種が確認されたが、全て海水産であった。破片数ではサザエが最も多く、ツメタガイ、アカニシ、ア

ワビ類が続き、巻貝が多い。二枚貝は、ハマグリのみで出土量も少ない。いずれも潮間帯の岩礁や砂地に生息

する。魚類ではサメ類、マダイなどの海水魚が７種、哺乳類では小型のイルカ類を含むクジラ目２種が確認され

た。サメ類、イルカ類を含むクジラ目が多く、その椎骨や肋骨には解体痕が見られる。外洋性のマグロ属も出土

しており、沖合での漁撈によりイルカ類も捕獲した可能性がある。アジ科、ブリ属は沿岸表層を群れで回遊する

魚で、ハタ科、マダイ、フグ科は沿岸性の岩礁域や砂泥底に生息する。また、ヘダイは内湾から沖合までの岩

礁域に生息する。いずれも定置網や底曳網などの網漁や、底延縄などの縄漁で漁獲される。サケ科は歯１点の

出土であるが、大きさから降海型のサケ・マスと推定される。北海道の内陸では、河川を遡上するサケ・マスの

漁獲が有名であるが、河口から海域での漁獲も可能である。福岡県の遠賀川ではサケが遡上することが知られて

おり、遺跡の近郊で漁獲された可能性もある。

陸生動物は、カモ科とキジ科の鳥類２種類、爬虫類のカメ類、ニホンアナグマ？、イヌ、イノシシ、ニホンジカ、

イノシシ／ニホンジカ、ウマ、ウマ／ウシなど哺乳類８種類が確認された。イノシシと同定したものには、ブタ

が含まれている可能性もあるが、出土資料では判別できなかった。ウマ／ウシの肋骨には解体痕が見られる。ウ

シ、ウマは乗馬、荷物の牽引などに使役され、最終的には解体され、皮革や食用になったと考えられる。カメ類、

カモ科は淡水域や湿原、海洋などの様 な々環境に生息し、キジ科、ニホンアナグマ、イノシシ、ニホンジカは山

野に生息する。ニホンジカの角には加工痕が見られ、中手骨または中足骨を素材とする骨角器も出土している。

当遺跡では、遺跡近郊の博多湾沿岸や沖合で捕獲したと考えられる多様な魚貝類やイルカ類を含むクジラ目

などが多く出土している。陸産物では家畜種より野生種が多く、これらの大分部が食用となり、骨角器の素材に

も利用されたものもあり、都市遺跡として多様な資源が供給されたことが窺える。

＜参考文献＞

阿部永（1994）日本の哺乳類，東海大学出版会　195p

松井章（1988）中世のマダイ漁　草戸千軒．第182号草戸千軒町遺跡調査研究所　p．6-7
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第11表　出土貝類・動物遺存体同定結果
№ 遺構・層位 位置 結果（学名／和名） 部位 部分 左右 個数 備考

1 SK001
Cervus  nippon ニホンジカ 鹿角 2 加工痕

Equus  cabalus / Bos  taurus ウマ /ウシ 上腕骨 骨幹 -遠位 右 1 

2 SK002 Mammalia 哺乳類 頭蓋骨？ 破片 1 

3 SK002

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 下顎骨 破片 2 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 4 

4 SK033
Hiliotidae gen.et sp.indet. アワビ類 不明 破片 3 

Testudinata fam. Indet カメ類 背甲骨板 1 

5 SX036
Pagrus major マダイ 前上顎骨 破片 右 1 

Pagrus major マダイ 主上顎骨 破片 左 1 

6 SD009 下面 R4 Cervus  nippon ニホンジカ 上腕骨 骨幹 -遠位端 左 1 未洗浄

7 SD009 下面 R5 Unknown 不明 　 土塊のみ、未洗浄

8 SD009 下面北区 Pagrus major マダイ 椎骨 腰椎 1 

9 SD009 下面南区
Selachii サメ類 椎骨 完形 1 

Pagrus major マダイ 前上顎骨 破片 右 1 

10 SX069 上層 Equus  cabalus / Bos  taurus ウマ /ウシ 四肢骨 1 

11 SX069 上層 Selachii サメ類 椎骨 破片 2 

12 SX061 南区

Selachii サメ類 椎骨 完形 4 

Pagrus major マダイ 歯骨 破片 左 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 頭蓋骨？ 破片 1 解体痕

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Mammalia 哺乳類 四肢骨 破片 4 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 10 

13 SX061 南区 Turbo cornutus ？ サザエ？ 殻軸 破片 2 

14 SX061 北区

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 環椎 2 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 破片 10 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 11 

15 SX061 北区

Glossailax  didyma ツメタガイ 半形 破片 2 

Selachii サメ類 椎骨 完形 1 

Pagrus major マダイ 前頭骨 1 

Pagrus major マダイ 前上顎骨 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 鰭棘 担基骨 1 

Phasianidae キジ科 尺骨 ほぼ完形 右 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

16 SX061 北区 Meretrix lusoria ハマグリ ほぼ完形 右 1 

17 SX061 ベルト下 R5 Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 大型？、未洗浄

18 １面整地層南区

Selachii サメ類 椎骨 完形 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 不明 破片 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 4 

Mammalia 哺乳類 頭蓋骨？ 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 9 

19 １面整地層北西区

Turbo cornutus サザエ 殻軸 破片 6 

Turbo cornutus サザエ 蓋 破片 1 

Pagrus major マダイ 主上顎骨 破片 右 1 

20 １面整地層南西区 Homo  sapiens ヒト 橈骨 近位 -骨幹 左 1 

21 １面整地層北西区
Turbo cornutus サザエ ほぼ完形 1 

Meretrix lusoria ハマグリ ほぼ完形 左右 2 同一個体

22 １面整地層北西区

Pagrus major マダイ 前上顎骨 ほぼ完形 左 1 

Pagrus major マダイ 前上顎骨 ほぼ完形 右 1 

Pagrus major マダイ 間鰓蓋骨 ほぼ完形 右 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 角舌骨 +上舌骨 ほぼ完形 左 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 鰭棘 完形 8 

Osteichthyes 硬骨魚綱 遊離歯 完形 2 

Osteichthyes 硬骨魚綱 不明 破片 12 

Anatidae カモ科 橈骨 近位 -遠位端 左 1 

Aves 鳥類 尺骨 骨幹 -遠位端 右 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 椎体 2 

23 １面下１区

Selachii サメ類 椎骨 破片 9 

Pagrus major マダイ 頭蓋骨 神経頭蓋の一部 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 不明 破片 4 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 5 

24 SK089（下層含む） Thunnus マグロ属 椎骨 破片 2 

25 SX092

Turbo cornutus サザエ 破片 13 土器片

Turbo cornutus サザエ 蓋 破片 5 

Shell 貝類 不明 破片 114.58g

Sparidae タイ科 椎骨 ほぼ完形 1 土器片

Carangidae アジ科 鱗 稜鱗 47 

Osteichthyes 硬骨魚綱 鱗 49.61g

Osteichthyes 硬骨魚綱 不明 破片 35 

Anatidae カモ科 大腿骨 ほぼ完形 左 1 
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№ 遺構・層位 位置 結果（学名／和名） 部位 部分 左右 個数 備考

26 SX092 ベルト Rapana  venosa ？ アカニシ？ 殻軸 破片 2 

27 SX094 Seriola ブリ属 主鰓蓋骨 破片 左 1 切断

28 SX099 Cetacea クジラ目 椎骨 椎体 2 

29 SX099 Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

30 SX099 Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 3 

31 ２面下１区 Turbo cornutus サザエ 殻軸ほか 破片 3 

32 ２面下１区

Pagrus major マダイ 主上顎骨 破片 右 1 

Pagrus major マダイ 主上顎骨 破片 右 1 切断

Pagrus major マダイ 主上顎骨 破片 左 1 

Pagrus major マダイ 前上顎骨 完形 左 2 

Pagrus major マダイ 上後頭骨 破片 1 

Pagrus major マダイ 歯骨 破片 右 4 内 1 点切断

Pagrus major マダイ 歯骨 ほぼ完形 左 1 

Pagrus major マダイ 上擬鎖骨 完形 右 1 

Pagrus major マダイ 口蓋骨 破片 左 1 

Pagrus major マダイ 口蓋骨 破片 右 2 解体痕

Pagrus major マダイ 前頭骨 破片 1 切断（カブトワリ）

Serranidae ハタ科 前上顎骨 左 1 切断

Serranidae ハタ科 前上顎骨 右 1 

Serranidae ？ ハタ科？ 前上顎 /歯骨 1 

Salmonidae サケ科 歯 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 椎骨 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 歯 3 

Osteichthyes 硬骨魚綱 破片 25 

Anatidae ？ カモ科？ 烏口骨 近位 右 1 

Equus  cabalus ウマ 歯 遊離歯 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 4 

33 ２面下１区

Serranidae ハタ科 前鰓蓋骨 完形 右 1 

Serranidae ハタ科 角骨 完形 左 1 

Serranidae ハタ科 角骨 完形 右 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 椎骨 破片 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 1 

34 ２面下１区
Tetraodontifoemse フグ科 前上顎骨 ほぼ完形 右 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

35 ２面下２、１区 Rapana  venosa ？ アカニシ？ 殻軸 破片 1 

36 ２面下２、１区

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

37 ２面下２区 Mammalia 哺乳類 四肢骨 破片 1 鉄錆の塊

38 ２面下（整地層）２区 Sus  scrofa イノシシ 上顎 歯槽部 1 未洗浄

39 ２面下２、２区西

Thunnus  thynnus マグロ 椎骨 半形 1 金属

Cetacea クジラ目 椎骨 椎体 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 6 

40 ２面下２、２区東 Canis  familiaris イヌ 遊離歯 犬歯 1 

41 ２面下３区

Sparidae タイ科 上舌骨 完形 右 1 

Sparidae タイ科 角舌骨 完形 左 1 

Sparidae タイ科 尾舌骨 破片 1 

Serranidae ハタ科 角舌骨 +上舌骨 完形 左 1 

Serranidae ハタ科 角舌骨 完形 右 1 

Serranidae ハタ科 尾舌骨 破片 1 

Anatidae カモ科 足根中足骨 完形 左 1 

Aves 鳥類 肋骨 ほぼ完形 10 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 5 

Unknown bone 不明骨 肋骨 ほぼ完形 9 

42 ２面下２、３区

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 椎体 2 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

43 ２面下２、３区
Equus  cabalus ウマ 遊離歯 右 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

44 ２面下２、３区

Tetraodontifoemse フグ科 歯骨 破片 右 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 5 

Mammalia 哺乳類 歯 破片 1 

45 ２面下４区 Sus  scrofa イノシシ 肩甲骨 遠位端 左 1 

46 ２面堆積層４区 R1 Mammalia 哺乳類 頭蓋骨 破片 1 土ごと

47 ２面下２、４区 Odontoceti  fam. indet. イルカ類 環椎 破片 4 土器

48 ２面下２（整地層）４区
Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Cetacea クジラ目 肋骨 破片 3 

49 ２面最下層４区 Equus  cabalus / Bos  taurus ウマ /ウシ 肋骨 破片 1 解体痕

50 ２面下５区

Rapana  venosa アカニシ 殻軸ほか 破片 3 

Glossailax  didyma ツメタガイ 殻軸ほか 半形 6 

Gastropoda 腹足綱 殻軸 破片 4 

51 ２面下５区 Sus  scrofa イノシシ 上腕骨 近位 -遠位端 右 1 
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№ 遺構・層位 位置 結果（学名／和名） 部位 部分 左右 個数 備考

52 ２面下２、５区

Selachii サメ類 椎骨 ほぼ完形 1 土器

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 上腕骨 破片 右 2 

Cetacea クジラ目 下顎骨 破片 右 11 

Cetacea クジラ目 頭蓋骨 破片 13 内 1 点解体痕

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 8 内 2点解体痕

Cetacea クジラ目 肋骨 破片 15 内 1 点被熱黒色変化、2点解体痕

Cervus  nippon ？ ニホンジカ？ 尺骨？ 近位 右 1 

Mammalia 小型哺乳類 脛骨？ 骨幹 左 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 2 

53 ２面下２、５区 Turbo cornutus ？ サザエ？ 殻軸 破片 1 

54 ２面下６区 Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

55 ２面下２、６区

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 破片 2 

Mammalia 哺乳類 椎骨 棘突起 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 2 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 2 

56 ２面下７区 Sus  scrofa イノシシ 中手骨 第３ 右 1 未融合

57 ２面下２、７区 Mammalia 哺乳類 顎骨 歯槽部 1 

58 ２面下２、７区

Thunnus ？ マグロ属？ 椎骨 破片 1 

Sus  scrofa イノシシ 尺骨 近位骨幹 右 1 

Mammalia 哺乳類 頭蓋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 椎骨 棘突起 1 

59 ２面下８区
Odontoceti  fam. indet. イルカ類 肋骨 破片 6 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

60 ２面下２、８区

Cetacea クジラ目 椎骨 椎体 2 

Cetacea クジラ目 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 2 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 10 

61 ２面下２、９区

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 6 内 1 点解体痕

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 肋骨 破片 1 

Cetacea クジラ目 不明 破片 3 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 4 

62 ２面 10 区

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 13 

Mammalia 哺乳類 椎骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 18 

63 ２面下 10 区 Dipsastraea sp. キクメイシ類 1 

64 ２面下 10 区

Thunnus マグロ属 椎骨 半形 1 切断？

Cervus  nippon ニホンジカ 肩甲骨 破片 右 1 土ごとの取上で損壊激しい

Cervus  nippon ニホンジカ 中手骨 近位 1 未融合

Cervus  nippon ？ ニホンジカ？ 橈骨 近位端 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

65 ２面下２、10 区
Equus  cabalus / Bos  taurus ウマ /ウシ 肋骨 破片 1 未洗浄

Mammalia 哺乳類 不明 破片 6 

66 ２面下２、10 区

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 肋骨 破片 2 

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 18 

Cetacea クジラ目 頭蓋骨 破片 2 

Mammalia 哺乳類 歯？ 破片 10 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 38 

67 ２面堆積層南東区 Cetacea クジラ目 顎骨 1 未洗浄

68 ２面下 12 区
Selachii サメ類 椎骨 破片 3 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

69 ２面下２、12 区 Unknown 不明 未洗浄、骨ではない

70 ２面下２、12 区

Sparus  sarba ヘダイ 前上顎骨 左 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 椎骨 腹椎 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 4 

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 2 

Cetacea クジラ目 不明 破片 1 

71 ２面下２、12 区
Selachii サメ類 椎骨 破片 26 4 つ以上の椎骨

Mammalia 哺乳類 肋骨 1 

72 SP134 Homo  sapiens ヒト 大腿骨 骨幹 右 1 

73 SP223

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 肋骨 破片 1 

Equus  cabalus / Bos  taurus ウマ /ウシ 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 椎骨 棘突起 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

74 SK141

Cetacea クジラ目 椎骨 2 

Cetacea クジラ目 肋骨 1 解体痕

Cetacea クジラ目 不明 破片 4 

75 SK165

Equus  cabalus / Bos  taurus ウマ /ウシ 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 椎骨 横突起、棘突起 2 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 7 内 1 点被熱白色変化

Mammalia 哺乳類 不明 破片 4 
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№ 遺構・層位 位置 結果（学名／和名） 部位 部分 左右 個数 備考

76 SD119 上層

Seriola ブリ属 角舌骨 完形 右 1 

Aves 鳥類 足根中足骨 近位端 左 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 19 

Cetacea クジラ目 肋骨 破片 36 解体痕

Cetacea クジラ目 不明 破片 6 

Cervus  nippon ニホンジカ 中手骨 /中足骨 骨幹（骨角器） 1 骨角器

Mammalia 哺乳類 不明 破片 74 

77 SD119

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 破片 38 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 肋骨 破片 4 

Meles anakuma ？ ニホンアナグマ？ 上腕骨 骨幹 左 1 未融合

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 2 

78 SD119 北区
Canis  familiaris イヌ 下顎骨 下顎体 左 1 

Mammalia 哺乳類 遊離歯 破片 1 

79 SD186

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 破片 4 

Cervus  nippon ニホンジカ 肩甲骨 遠位 左 1 

Cervus  nippon ニホンジカ 中手骨 骨幹 -遠位端 左 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 3 

80 SD231 Cervus  nippon ニホンジカ 寛骨 腸骨 右 1 

81 SD231 下層東区

Osteichthyes 硬骨魚綱 椎骨 破片 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 椎体 4 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 6 

82 SD231 西区

Pagrus major マダイ 前頭骨 破片 1 切断（カブトワリ）

Pagrus major マダイ 上後頭骨 破片 2 

Pagrus major マダイ 前鰓蓋骨 破片 右 1 

Pagrus major マダイ 角骨 完形 右 1 

Pagrus major マダイ 椎骨 腹椎 3 

Pagrus major マダイ 椎骨 尾椎 1 コブあり

Seriola ブリ属 主上顎骨 破片 右 1 解体痕

Seriola ブリ属 歯骨 破片 右 1 

Tetraodontidae フグ科 前上顎骨 破片 左 1 

Tetraodontidae フグ科 前上顎骨 /歯骨 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 不明 破片 19 

Osteichthyes 硬骨魚綱 鱗 1 

Aves 鳥類 四肢骨 骨幹 1 土器

83 SK142
Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

84 SD145

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 上腕骨 近位端 左 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 橈骨 骨幹 左 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 尺骨 近位端 左 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 3 

Cetacea クジラ目 肋骨 破片 3 

Sus  scrofa / Cervus  nippon
イノシシ /
ニホンジカ

大腿骨 遠位 右 1 未融合

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 3 

85 SD145
Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 椎骨 棘突起 1 

86 SD145 Mammalia 哺乳類 不明 破片 2 

87 SD145 wood 木

88 SD145

Cetacea クジラ目 椎骨 頸椎 4 炭化材

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 13 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 3 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 2 

89 SD145 北側

Homo  sapiens ヒト 頭蓋骨 頭頂骨 3 

Homo  sapiens ヒト 頭蓋骨 側頭骨 1 

Aves 鳥類 烏口骨 烏口突起 右 1 

90 SX158 Mammalia 哺乳類 不明 破片 59 未洗浄

91 SX158 R33 Testudinata fam. Indet カメ類 背甲骨板 1 

92 SX161

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 上腕骨 近位 左 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 尺骨 近位 左 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 肋骨 破片 6 

Cetacea クジラ目 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 椎骨 破片 12 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 解体痕

93 SX161

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 肋骨 破片 3 

Equus  cabalus / Bos  taurus ウマ /ウシ 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 骨角器 破片 1 骨角器

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

94 SX163 Cetacea クジラ目 椎骨 棘突起 2 解体痕

95 SX163 ベルト Cetacea クジラ目 下顎骨 破片 1 解体痕
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№ 遺構・層位 位置 結果（学名／和名） 部位 部分 左右 個数 備考

96 SX164

Cetacea クジラ目 椎骨 横突起 1 

Cetacea クジラ目 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

97 SX166

Osteichthyes 硬骨魚綱 不明 破片 2 土器

Odontoceti  fam. indet. ？ イルカ類？ 椎骨？ 破片 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 2 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 5 内１点解体痕

Mammalia 哺乳類 椎骨 棘突起、横突起 2 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 1 加工痕

Mammalia 哺乳類 不明 骨角器 1 

98 SX166

Thunnus ？ マグロ属？ 鰭棘 破片 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 不明 破片 1 

Odontoceti  fam. indet. ？ イルカ類？ 不明 破片 2 

Aves 鳥類 不明 骨幹 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 6 

Mammalia 哺乳類 椎骨 破片 2 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 3 

99 SK167 Cervus  nippon ニホンジカ 下顎骨 関節突起 左 1 

100 SD186

Tetraodontidae フグ科 前上顎骨 /歯骨 破片 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体ほか 5 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 横突起 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 2 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 4 

101 SX199

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 3 木材

Cetacea クジラ目 頭蓋骨 歯槽部 1 

Cetacea クジラ目 肩甲骨 近位 右 1 

Cetacea クジラ目 肋骨？ 破片 2 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 4 

102 SX221

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 7 

103 SK222
R18 Shell 貝類 不明 破片 1 

Anatidae カモ科 上腕骨 完形 右 1 

104 SK230
Pagrus major マダイ 前頭骨 破片 1 

Osteichthyes 硬骨魚綱 鰓条骨 完形 1 

105 ３面上 3-6 区

Pagrus major マダイ 前上顎骨 ほぼ完形 左 1 鉄錆の塊

Osteichthyes 硬骨魚綱 遊離歯 完形 1 タイ科？

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 頭蓋骨？ 破片 2 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 不明 破片 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 棘突起 1 

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 25 

Cervus  nippon ニホンジカ 中手骨 骨幹 1 小型

Equus  cabalus ウマ 肩甲骨 骨幹 -遠位端 右 1 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 6 内 2 点に被熱白色変化

Mammalia 哺乳類 不明 破片 3 

106 ３面上３区
Odontoceti  fam. indet. イルカ類 椎骨 椎体 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 1 

107 ３面上６区

Osteichthyes 硬骨魚綱 上擬鎖骨？ 破片 右 1 

Odontoceti  fam. indet. イルカ類 肋骨 破片 1 

Mammalia 小型哺乳類 大腿骨 遠位 -骨幹 左 1 

Equus  cabalus / Bos  taurus ウマ /ウシ 肩甲骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 椎骨 破片 7 

Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 4 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 3 

108 ３面上８区

Cetacea クジラ目 椎骨 破片 8 

Cetacea クジラ目 肋骨 破片 7 解体痕

Mammalia 哺乳類 不明 破片 42 

109 ３面上（落ち）11 区 Cetacea クジラ目 椎骨 横突起 2 解体痕

110 ３面下層南区 Cetacea クジラ目 肋骨 破片 1 

111 ３面下層中央ピット
Mammalia 哺乳類 肋骨 破片 1 

Mammalia 哺乳類 不明 破片 2 
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第２節　ガラス製品

比佐　陽一郎

１．はじめに

近代以前の出土ガラスは、石英を主成分として、融剤や着色剤を添加して作られるが、ガラス製造に用いら

れた材料を肉眼観察のみで知ることは難しく、理化学機器による分析が必要となる。文化財調査に理化学機器

が広く用いられるようになって以後、出土ガラスは広く調査研究の対象とされ、特に融剤や着色剤が地域や時代

の特徴を示すことや、更に資料の形状や製作技法の情報を組み合わせることで、世界的なガラスの変遷や流通

が明らかにされている。

ここでは博多遺跡群216次調査で出土した７点のガラス製品（第64図、図版24）を対象とした材質調査を行い、

先行研究に基づくガラスの位置づけを試みる。出土ガラスの材質的な分類は、肥塚隆保氏らの成果に準拠する

（肥塚2001、肥塚ほか2010）。

２．対象資料と調査の方法

調査を行った資料は第12表に示すとおりである。216次調査では中世～近世以降の資料が出土しており、ガラ

ス資料もこの時代幅に収まるものと考えられる。

調査はガラスの材質、組成を非破壊的手法により明らかにすることを目的として、蛍光X線分析を中心に、一

部資料についてはX線回折分析を行った。調査に使用した装置と仕様、分析条件は次のとおり。

・エネルギー分散型微少部用蛍光X線分析装置（AMETEK・EDAX Orbis）：対陰極：ロジウム(Rh)／検出器：シリ

コンドリフト検出器／印加電圧：20kV・電流値：1000μA／測定雰囲気：真空／測定範囲0.3mmφ／測定時間

180秒

・X線回折分析装置（Bruker-AXS・D8-DISCOVER）：対陰極：銅(Cu)／検出器：リアルタイム二次元検出器／印

加電圧：40kV・電流値：40μA／測定角度13～77°／測定範囲0.5mmφ／測定時間900秒

３．調査の結果

本来であれば蛍光X線の分析結果は定量値で示す方が理解しやすいが、本調査は非破壊による表面分析で

行っているため埋蔵環境下での組成の変化なども想定される。また標準化のための標準資料を持たないことも

あり、結果は定性的な表記と分析チャートの提示にて行う（第65図）。

蛍光X線分析では、資料は鉛(Pb)を多く含むガラス（資料No.381、386、387）と含まないガラス（資料

No.382～385）の大きく二種類に分けられる。

鉛を多く含むガラスは、他にカリウム(K)が特徴的なピークとして認められることから、中世に多くみられるカリ

ウム鉛ガラスと考えられる。しかし、No.381は整った管状を呈しており、このような形状は近世以前の資料には

見られない。

No.386は、主成分ケイ素(Si)の他、カリウムとともにそれを上回る高さでカルシウム(Ca)のピークが検出され

ている。淡青色の色調、不透明の質感から過去の分析経験も踏まえX線回折分析を行ったところ、微弱ながら

Fluorite（蛍石／CaF2）のピークが検出されている。乳濁剤に蛍石が使用されていると考えられる。No.387は

386と色調は若干異なるが、よく似た組成を示す。X線回折分析では特に有効なピークは認められない。

鉛を含まない資料は、基礎ガラスが一つの類型にはとどまらないようである。No.385は青色で大型の梔子玉

である。半欠状態で、破断面は淡黄色と青色がマーブリング状に混ざり合った状況を呈するが、これは風化に
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伴うものと考えられる。ケイ素の他、カリウム、カルシウムが認められ、カリ石灰ガラスと考えられる。この他に

アルミニウム(Al)、鉄(Fe)、銅(Cu)、亜鉛(Zn)のピークが認められる。亜鉛は先行研究（田村2018）や過去の

調査経験から、中世後期以降の資料に見られる元素である。

No.382は無色透明の小玉で、表面に風化により亀甲状の微細な亀裂が無数に入る。ケイ素の他、アルミニウム、

カリウム、カルシウム、鉄といった元素が検出される。カリウムとカルシウムのピーク高は、ほぼ拮抗している。

カリ石灰ガラス、ソーダ石灰ガラスどちらとも判断が付かない。余分な元素が少ない点が無色の要因であろうか。

色調、材質ともにこれまでにあまり例を見ない組成である。

No.384は大きく欠損しているが、丸餅状に復元されるとみられる。似たような形状、色調の資料は博多遺跡群

の出土品に類例が見られるが、本資料は大きく厚みもあり、風化の度合も類品とは異なる印象を受ける。ケイ素

の他、カルシウムがカリウムのピークをやや上回る。ナトリウムは見られないがマグネシウムの微弱なピークが確

認できる。アルミニウムや鉄も認められる。基礎ガラスの種類はNo.382と同じく現状特定し得ない。X線回折分

析では非常に不鮮明ながら蛍石のピークが検出されている。

No.383は角状を呈する暗灰色不透明の資料である。ケイ素の他、カルシウムがカリウムのピークを大きく上回

る状態で検出される。ナトリウムは見られないがマグネシウムの微弱なピークが確認できる。アルミニウムやマン

ガン、鉄も認められる。以上の結果からソーダ石灰ガラスと考えられる。形状を含め、年代の決め手は無い。

４．まとめ

資料No.386は、組成、外観ともに中世（14世紀以降）に類例が見られる。No.384は博多35次の根付や同

211次の無孔平玉と色調、透明感が近く、分析チャート（組成）もよく似通っている。X線回折分析で蛍石成

分も検出されており中世後半期の資料として違和感は無い。No.385、387も中世の資料であることを否定する

材料は無い。他の資料については、これまで調査を行ってきた中世の出土ガラスには類品を見出せない。近

世以降のガラスについては調査経験に乏しく、保存科学的な先行研究も少ない。資料の解釈や位置づけは今

後の課題である。

肥塚隆保（2001）「古代ガラスの材質と鉛同位体比」『国立歴史民俗博物館研究報告』第86集　国立歴史民俗博物館

肥塚隆保・田村朋美・大賀克彦（2010）「材質とその歴史的変遷」『月刊文化財』11／平成22年（566号）　第一法規株式

会社

田村朋美（2018）「一乗谷朝倉氏遺跡出土ガラス製遺物の自然科学的調査」『特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡発掘調査報告16　

第127・130・136次調査』福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

第12表　出土ガラス製品

挿図 番号 出土遺構 形状 色調 蛍光X線分析による検出元素

64 381 SK002 管 青緑（透明） ◎Si／●Pb／〇K＞Ca／△Al、Fe

64 382 第１面整地層南区 小玉 無色（透明） ◎Si／〇Al、K＝Ca／△Fe

64 383 第１面下層中央区 不定形（角状） 暗灰（不透明） ◎Si、Ca／●Al、K、Fe／△Mg、Mn

64 384 第１面下層　２区 丸餅状？ 白（半透明） ◎Si／●K≦Ca／△Mg、Al、Fe、Cu

64 385 第２面下層　９区 梔子玉 濃青（不透明） ◎Si／●K＞Ca／〇Cu、Fe／△Al、Zn

64 386 第２面下層　10区 小玉 淡青（不透明） ◎Si／●Pb／〇K≦Ca／△Al、Fe、Cu

64 387 第３面上　９区 小玉（半欠） 青緑（不透明） ◎Si／●Pb／〇K＜Ca／△Al、Fe、Cu

383　角状

382　小玉381　管状

385　梔子玉

384　丸餅状

386　小玉

384　丸餅状のＸ線回折分析387　小玉

第65図　出土ガラス製品の蛍光Ｘ線・Ｘ線回折分析結果
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383　角状

382　小玉381　管状

385　梔子玉

384　丸餅状

386　小玉

384　丸餅状のＸ線回折分析387　小玉

第65図　出土ガラス製品の蛍光Ｘ線・Ｘ線回折分析結果
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第３節　金属器生産関係遺構・遺物

山本　晃平

第216次調査では銅加工及び鉄加工にかかわる金属関連遺構・遺物が多く出土した。今回その遺物

を実見することができ、それらについて所見と考察を行った。

遺物の一部は蛍光X線分析による付着物の材質調査を行っている（註１）。その分析結果を考慮しつ

つ考察したい。なお分析所見に関しては比佐陽一郎氏（文化財活用課）から多くのことを教えていた

だいた。

１．SL048と鍛冶炉

SL048と鍛冶炉はともに第１面目から検出されている。SL048（第６図）は第１面目の調査区南端で

検出された。炉としては炉底塊（第24図85）のみ検出したが、特筆すべき点は炉床上面に炉底塊が

原位置のまま遺存していたことである。炉底塊は長径約70㎝、短径約40㎝をはかる。炉底塊の観察

結果から長辺・短辺ともに形を保っていることから炉の規模や形状を復元する良好な資料といえる。

また１面目のSK014 からも炉底塊のコーナー部分の一部が出土しており（第24図86）、炉の形状が隅

丸であったことがうかがえる。

鍛冶炉は総計５基検出しており、南南西－北北東方向におよそ等間隔で並んでいる。炉の平面形は

一部切りあいなどで不明なところもあるが、円形ないし楕円形を呈する。また炉に伴っていないが椀

形鍛冶滓が多く出土している。

２．炉壁

本調査区から出土した炉壁には鉄加工と銅加工で用いられた２種類存在する。鉄加工で用いられた

ものは主に１面目及び２面目から出土しており、第45図217と218である。218は内面に滓が付着し

ており、非常に流動化している。また外面には粘土を張り直した痕跡があり、操業中もしくは操業後

に修復を行っている。ほかにも第24図90はレンガブロック状の炉壁である可能性がり、一部の面が

被熱を受けている。このようなレンガブロック状のものは数十点出土しており、これらを組わせて炉

を構築していた可能性もある。

一方銅加工で用いられた炉壁は２面目及び３面目から出土している。第44図と第45図215と216、

第62図352～356である。これらは屏風と呼ばれる坩堝の上に向かい合わせに立てられ炉を構成する

ものである。特徴としては平瓦のように湾曲し上端部および側面に平坦面を有し、円孔が数ヶ所存在

する。報告書によっては土製品として扱われているが、今回は炉を構成する一部であることから炉壁

として扱う。炉の構造に関しては後述するが、これら屏風を用いたものは組み合わせ式の炉で、溶湯

の受け皿となる坩堝の上に最低でも２段は縦に組み合わさっていたと想定される。

第44図209及び211は口縁部が外反しており、また内面の被熱具合から炉の上端にあたる。208と

210は口縁部が外反せずに直線であるが、被熱具合から209・211と同じく炉の上端に位置するもので

ある。このことから最低でも２基の炉があったと思われる。212は唯一確認できた送風口を伴う炉壁

である。送風口の径は約７㎝で同じく出土している朝顔形の羽口と概ね大きさは合致している。213・

214は内面に滓が付着しており、非常に被熱具合が激しい。おそらく炉の下端に位置するものと考え

られる。
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３．羽口

羽口はその形状と分析結果などから鉄加工で使用されたもの銅加工で使用されたものとで分けるこ

とができる。分析結果から鉄加工で使用されたものは第24図87・88・89、第45図224である。これら

は断面が円形になるもの（88・89）と方形になるもの（87・224）の２つに分類できる。方形羽口は

送風孔径が約２㎝であるのに対して、円形羽口の送風孔は２㎝以上ある。また炉への挿入角度から見

ても両者に違いがみられる。挿入角度を検討すると、方形羽口の87と224でそれぞれ16度と15度を

はかる。一方で円形羽口では角度を持ったものはほとんどなく、炉に対して概ね水平に装着されてい

たと思われる。そのため方形羽口と円形羽口はその断面以外にも送風孔径や挿入角度からも差異がみ

られる。このことはそれぞれの羽口が使用された工程が異なることを示していると考えられる。

一方銅加工で使用されたものは第45図221、222、223、第62図361、362、364、365である。これ

らは受け口が朝顔形に広がっているもの（221・361・362）と円筒形になるもの（222・223・364・

365）の２つに分類できる。送風孔径は両者ともに２㎝前後をはかり、鉄加工と異なり両者に差がな

い。ただ炉への挿入角度から見ると、221と222は約10度をはかるのに対して、361と362は約30度

をはかり非常に角度がきつい。

４．関連遺物から見た炉の復元

①鉄加工

ここでは本調査で確認された遺構および関連遺物から炉の復元を試みる。まずは遺構として確認さ

れたSL048を検討する。ただSL048に伴う遺物は少なく検討には若干の推測も入る。前述したように

原位置で炉底塊が良好に遺存しており、炉の規模の復元がある程度可能である。炉底塊の規模が長径

70㎝、短径40㎝を測り、これは炉の内径を示していると考えられる。これに伴う炉壁は第45図218

であると考えられ、これから炉壁の厚さは約40㎝程度であると推察される。ただあくまで操業後のも

ので操業によってある程度炉壁が侵食された可能性も含めると炉壁の厚さはもう少し厚くなると想定

される。平面形は第24図86からコーナー部分は丸くなっていたと考えられることから、隅丸方形を

呈していたと考えられる。

本調査区は戦前まで続いた磯野家の鋳造工場があった周辺でもあること、またサルなどの鋳造関連

遺物も出土していることから、検出された炉底塊は鋳造に関わるものかと当初考えていた。しかし炉

底塊の観察や鋳造の溶解炉である甑炉とは形状が異なることから鋳造炉として疑い、その他の可能性

も検討した。鉄加工の工程の中でこのような炉底塊を伴うものとして「精錬炉」がその一つの可能性

としてあげたい。福岡市内における中世後半−近世の「精錬炉」は管見の限りまだ確認がされていな

いが、他地域の例を見る限り、精錬関連の炉が長方形ないし楕円形になることからもその形状に近い

ものはある。ただ今回は金属学的分析などは行ってなく、どの工程での炉底塊なのかはっきりしない

ことからもあくまで「可能性」の範疇にとどめたい。

次に羽口から検討を行いたい。前述したが、鉄加工に伴う羽口は方形羽口と円形羽口が存在する。

この２種類の羽口は断面の形状のみならず、送風孔や炉への挿入角度でも違いがみられる。これらの

違いは使用された鉄加工工程の違いによるものと考える。方形羽口（87）は鋳造炉（精錬炉）と考え

られるSL048から出土していることから、SL048に伴う羽口である可能性が高い。一方で円形羽口は

溝やピットからの出土がほとんどで関連遺構に伴うものは確認できていない。本調査では鋳造炉と鍛

冶炉が検出されているため、工程としては鋳造と鍛冶が想定される。方形羽口が鋳造に使用された羽

口だとすると、円形羽口は鍛冶で使用された可能性が高い。以上のことから考えるにSL048（鋳造な
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いし精錬）では断面が方形で挿入角度が15度前後、送風孔径が２㎝前後のものが、鍛冶炉は断面が円

形で挿入角度がほとんどなく、送風孔径が２㎝以上のものが使用されたと考えられる。

ただ同様の羽口が出土している第85次調査の192号遺構（第66-1・2図）では方形羽口が装着され

た状態で出土している。同じ遺構内で椀形滓が出土しているため、鍛冶炉であると想定されているが、

これを見ると羽口の炉への挿入角度はほとんどなく、本調査出土のものとは装着のされ方に違いがみ

られる。この１例だけをもって断定することはできないが、羽口の断面形状は各工程の違いを反映す

るものではなく、炉への挿入角度や送風孔径の違いが各工程の違いを反映しているものと考える。

②銅加工

青銅などの溶解に使用された炉について検討したい。銅加工に使用された炉は出土した遺物から坩

堝と屏風を用いた小型炉が想定される。これは坩堝を受け皿とし、坩堝の上に屏風を組み合わせた炉

である。坩堝の上に屏風が何段乗っていたかは今回の出土遺物からは明らかにできなかったが、口縁

部のものと羽口の送風口が残存するものがあるため最低でも２段はあると考えられる。また屏風の大

きさにも差異があり、小型炉の中でも大小が存在すると思われる。このことは溶解する銅の量によっ

て炉の大きさを変えていた可能性はある。屏風などの検討から第66-3図に小型炉の復元図を作成し

た。小型炉復元は前川氏など（前川編1978）がすでに行っており、今回それを参考にした。

銅加工に伴う羽口は朝顔形に広がるものと円筒形のものがある。羽口の送風口が残存している炉壁

（212）と羽口の径の比較から朝顔形のものの大きさが近いため、小型炉に伴う羽口としては朝顔形の

羽口が装着された可能性がある。一方で円筒形のものはどのように使用されていたかについては今回

出土した遺物の検討から明らかにはできなかった。ただ羽口の大きさからそこまで大きな炉に伴うも

のではなく、小型の坩堝も出土していることからも坩堝炉などで使用された可能性はある。

羽口の形状については村上氏が機能面から、朝顔形の羽口を「複式羽口」、円筒形の羽口を「単式羽

口」として分類している（村上1970）。これらの違いは送風機の種類と取り付け方法の違いであった

と想定されている（真鍋2010）。今回出土した羽口も鉄加工については「単式羽口」、銅加工について

は「複式羽口」と「単式羽口」にそれぞれ当てはめることができる。このことからも銅加工について

は異なった送風方法があったと考えられ、それぞれ異なった操業が行われていたと思われる。

５．小結

中世の博多遺跡群では各調査の坩堝・鋳型などの出土から銅加工、主に銅鋳造が行われていたこと

が明らかになってきている。本調査出土の関連遺物もその一つである。今回銅関連遺物がまとまって

出土したことにより、様々な検討を行うことができた。特に銅加工で羽口の送風口が残存する炉壁が

出土した例はこれまでになく、炉の復元を行うにあたりよい資料である。本調査では銅関連の遺構は

確認できなかったが、北側隣地の第49次調査では15世紀代の銅溶解炉の炉床を検出しており、今回

出土した関連遺物も第49次調査に比較的近い場所から出土していることから、操業自体はそちらで行

われていたと考える。

一方鉄加工については博多遺跡群内での中世段階では鉄滓などの出土は多量にあるが、明確な炉は

報告されていない。ただこれは現状遺構が確認されていないだけで、関連遺物の出土から鍛冶などは

行われていたはずである。近世になると第85・第56・第70次調査で鍛冶炉などが検出されている。こ

れらは博多鋳物師でもある磯野家や深見家に関連するものと考えられている。本調査検出の鋳造・鍛

冶炉は、遺構の切りあいなどから15世紀後半から16世紀の年代観となっている。しかし方形羽口は
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市内では博多遺跡群内の近世でしか確認されていない（註２）。他地域での事例を含めて見ると16世

紀後半から18世紀頃と位置づけされており、年代的齟齬が生じる状況となっている。また３面目で主

に出土した銅加工遺物との年代差もあまりなく、短期間のうちに銅→鉄への変化している。このよう

な変化や近世以降、当該地で展開する博多鋳物師との関連性も含め、更なる検討が必要である。

これまで簡単ではあるが、本調査出土の金属関連遺構・遺物について所見と考察を行った。しかし

遺物の観察が不十分であったところもあり、十分な検討ではなかったと思うが、ご寛容いただきたい。

また蛍光X線分析結果についても十分に考察に生かせることができなかった。ただ博多遺跡群での中

世・近世の金属加工技術についてはまだまだわかっていないことが多く、特に近世に関しては未報告

資料が多くあり、再整理・検討が必要である。

（註１）これらがどの様な製品の加工に用いられたのかを知る手がかりとするため、蛍光X線分析に

よる付着物の材質調査を行った。作業は、対象となる資料が大形のものが多いことや、全体的な傾向

を知ることを目的とすることから、分析対象面積が20mmφの波長分散型の装置を使用した。分析は比

佐の指導のもと、藤崎、板倉が行った。分析対象資料とその結果を第13表、第67・68図に示す。

装置と分析条件は次のとおり。

波長分散型蛍光X線分析装置（Malvern Panalytical・PW2400）：対陰極：スカンジウム(Sc)／印加

電圧・電流：30～60kV・50～100mA／測定雰囲気：真空／測定範囲20mmφ／分光結晶：フッ化リチ

ウム・ゲルマニウム・PET・金属多層累積膜／検出器：シンチレーション計数管・ガスフロー検出器

なお、銅、亜鉛が極めて微弱に検出される資料があり、バックグラウンドの誤認、あるいは装置に

起因するものなどの可能性がある。参考資料（土器、陶磁器類）の分析結果を見ると、やはり非常に

微弱に検出される銅、亜鉛は装置部品から発生している可能性が高い（真鍮部品が使われている）。

No.141の土製懸仏では銅、鉛が明瞭に検出されており、周囲に存在した青銅製品の金属成分の影響が

考えられる。一方で亜鉛が明瞭なピークとして検出される資料も少なからず存在する。亜鉛が検出さ

れる資料はいずれも土製品や鋳型などで、緑青が明確に存在する資料ではないことからも、真鍮加工

を直接的に示す証拠とは考えにくい。この亜鉛が何に起因するのかは不明である（以上、比佐氏によ

る所見）。

（註２）方形羽口は石見銀山や佐渡金山などから出土事例はあるが、いずれも非鉄金属（銀や鉛など）

の製錬に使用されたと考えられている。管見の限り、博多遺跡群以外で鉄加工において方形羽口が使

用された例は知らない。

＜参考文献＞

神崎勝（2006）『冶金考古学概論』雄山閣

大庭康時（1997）『博多57-博多遺跡群第85次調査の概要-』福岡市埋蔵文化財調査報告第522集　福岡市教育委

員会

前川威洋他編（1978）『福岡南バイパス関係埋蔵文化財調査報告』第８集　福岡県教育委員会

真鍋成史（2011）「古墳時代における鉄器生産研究の現状」『資料集　日向における古代以前の鉄器生産』ユーラ

シア冶鉄史研究会

村上英之助（1970）「ふいごと羽口の系統序説」『日本製鉄史論』たたら研究会

※博多遺跡群の報告書については図面で引用したものを除き紙面の関係上省略した。
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1 ．第 85次調査出土方形羽口（大庭 1997）

2．第 85次調査 192号遺構

羽口装着状況（大庭 1997）

3．小型炉復元図

羽口

送風口
坩堝

下部

口縁部

1/3
10cm0

第66図　第85次調査出土羽口および小型炉復元図
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1．第 85次調査出土方形羽口（大庭 1997）

2．第 85次調査 192号遺構

羽口装着状況（大庭 1997）

3．小型炉復元図

羽口

送風口
坩堝

下部

口縁部

1/3
10cm0

第 13 表　金属器生産関係遺物の材質分析結果

・検出されたピークの高い順に記す。

・坩堝本体の土壌に由来すると見られる元素は除いている。

・鉄は熔解金属、坩堝本体の土壌成分、どちらに起因するか不明であり、ここでは評価から除いている。

・BG（バックグラウンド）との識別が困難な程度のピークは（　）を付している

面 遺構　番号 取上日 種類 図掲載 材質分析結果 所見 分析ﾁｬｰﾄ 備考

1 SL048 下面西側 R1　M47 180109 羽口 24 図 87
Fe 以外のピーク無し、
高 BG

1 SK014　M36 171031 炉底 24 図 86 (Cu)

1 SK033　M38 171109 炉壁 図版 18-10 (Cu)

1 SK002 下層　M39-1 171024 炉壁 図版 18-9 (Cu,Ni)(,Zn) 2 箇所分析

1 SK002 下層　M39-2 171024 炉壁 (Cu) 2 箇所分析

1 SK002 下層　M42 171024 羽口 (Cu)

1 SK002　M40 180205 炉壁 (Cu)

1 SK002　M41 180205 土製品（レンガ状） 24 図 90 (Pb,Cu)(,Zn)

1 SD009 下面南区　M46 171205 羽口 24 図 88 (Cu)

1 SK001　M37 171206 炉壁 図版 18-8 (Cu)

1 1 面整地層北西区　M45 171212 羽口 (Cu)

2 SK082　M35 171215 炉壁か (Cu)(,Zn) 3 箇所分析

2 2 面下南東区　M44 180112 羽口 (Cu)

2 2 面下 2　1区　M28-1 180315 鋳型 47 図 238 Cu,Pb(,As)(Zn?) 5 箇所分析

2 2 面下 2　1区　M28-2 180315 鋳型 図版 22-8 Cu,Pb(,Zn)

2 2 面下 2　1区　M31 180315 土製品 Pb,Cu,Sn,Zn Zn の K β線は不明 67 図 M31

2 2 面下 2　1区　M33 180315 鋳型 47 図 235 Pb,Cu(,Zn) 4 箇所分析

2 2 面下 2　1区　M43 180320 羽口 45 図 222 Cu,Pb,Sn(,As)

2 2 面下 2　3区　M26 180208
土製品

（容器鋳型蓋か）
46 図 226 Cu,Pb(,Zn)

2 2 面下 2　3区　M27 180208 炉壁 45 図 215 Cu,Pb,Zn(,Sn) Zn の K β線は不明 67 図 M27

2 2 面下 2　3区　M24 180314 炉壁か Pb(,Cu)(,Zn) Cu,Zn の K β線は不明

2 2 面下 2　3区　M25 180314 炉壁 45 図 216 Pb,Cu(,Zn)

2 2 面下 2　3区　M32 180314 鋳型 47 図 237 Pb,Cu(,As)(,Zn) 3 箇所分析

2 2 面下 2　4区　M34-1 180313 土製品 Cu,Pb,Zn 67 図 M34-1 6 箇所分析

2 2 面下 2　4区　M34-2 180313 土製品 46 図 231 Pb,Cu(,Zn) 3 箇所分析

2 2 面下 2　5区　M30 180207 鋳型 46 図 230 Pb,Cu,Sn(,Zn)

3 SP289　M9 180324 鋳型 62 図 373 Pb,Cu,Zn Zn の K β線は不明 67 図 M9

3 SP289　M15 180324 土製品 62 図 368 Cu K β線は不明、高 BG

3 SP292　M2 180324 坩堝 62 図 358 Cu,Pb 67 図 M2

3 SP292　M21 180324 羽口 Cu,Pb,Sn(,As)(,Zn) 67 図 M21

3 SP237　M5 180324 小型坩堝 62 図 367 Cu(,Ni) 67 図 M5

3 SP236　M13 180324 土製品（環状） 62 図 366 Cu K β線は不明、高 BG

3 SP247　M19 180324 羽口 62 図 362 Cu,Pb,Sn(,As)(,Zn) 67 図 M19

3 SP212　M18 180226 羽口 62 図 361 Cu,Pb,Sn 68 図 M18

3 SP131　M7 180220 炉壁 62 図 352 Cu,Zn K β線は不明 68 図 M7

3 SP131　9 180220 須恵器 53 図 247 (Cu)(,Zn) 比較資料

3 SP191　M17 180220 土製品 62 図 376 Cu,Zn

3 SP191　141 180220 土製懸仏 53 図 258 Cu,Pb(,Zn) 比較資料

3 SK103　M6 180215 炉壁 62 図 356 Sn,Cu,Pb(,As)(,Zn)

3 SK167　M4 180216 坩堝 62 図 360 Cu,Pb,Sn(,As) 68 図 M4

3 SK167　265 180216 土師器 57 図 284 (Cu)(,Zn) 比較資料

3 SK222R15　277 土師器 57 図 279 (Cu)(,Zn) 比較資料

3 SD119 上層　M22 180214 羽口 62 図 363 (Cu)
ほとんどピークは見え
ない

2箇所分析

3 SD145 M1 180214 坩堝 62 図 359 Pb,Cu,Sn(,Zn) 68 図 M1

3 SX161　M8 180216 容器鋳型外型 62 図 370 Pb(,Cu)(,Zn)

3 SX161　M23 180216 羽口 62 図 364 Pb,Cu,Zn Zn の K β線は不明 68 図 M23

3 SX166　仮 260 180216 青磁 57 図 289 (Pb,Cu)(,Zn) 比較資料

3 3 面上　3区　M11 180324 容器鋳型中型 62 図 369 Pb,Cu,Sn(,Zn) Cu,Sn は微弱

3 3 面上　3区　M14 180324 土製品 62 図 374 Cu,Pb(,Zn)

3 3 面上　3～ 6区　M3 180213 坩堝 62 図 357 Pb,Cu,Sn(,Zn) 68 図 M3

3 3 面上　3～ 6区　M16 180213 土製品 62 図 375 Cu,Pb,Zn Zn の K β線は不明 68 図 M16 2 箇所分析

3 3 面下層西壁　M20 180228 羽口 62 図 365 Cu,Pb,Sn(,As) 68 図 M20

3 3 面下層南区　M10 180227 鋳型 62 図 372 Pb,Sn,Cu(,Zn) Cu,Sn は微弱

3 3 面下層南区　M12 180227 容器状鋳型外型 62 図 371 Pb,Cu,Sn(,Zn) Cu,Sn は微弱 2箇所分析
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第67図　金属器生産関係遺物の蛍光Ｘ線分析結果１

Ｍ31　土製品（63 図 374同型） Ｍ27　炉壁（45 図 215）

Ｍ34-1　土製品 Ｍ９　鋳型（62 図 373）

Ｍ２　坩堝（62 図 358） Ｍ21　羽口（62 図 365同型）

Ｍ５　小型坩堝（62 図 367） Ｍ19　羽口（62 図 362）
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第68図　金属器生産関係遺物の蛍光Ｘ線分析結果２

Ｍ18　羽口（62 図 361） Ｍ７　炉壁（62 図 352）

Ｍ４　坩堝（62 図 360） Ｍ１　坩堝（62 図 359）

Ｍ23　羽口（62 図 364） Ｍ３　坩堝（62 図 357）

Ｍ16　土製品（62 図 375） Ｍ20　羽口（62 図 365）
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第Ⅵ章　総括

　博多遺跡群第216次調査では、室町時代から江戸時代にかけての遺構・遺物を確認した。以下では、

調査成果を他地点の調査成果と比較しつつ報告の補足を行い、総括に代えたい。文中の「〇次」は博

多遺跡群内の調査次数を指し、「〇集」は福岡市埋蔵文化財調査報告書の集数を指す。

　本調査区の東、砂丘側に位置する87次調査（443集）では、標高1.5m前後までは粗砂層で13・14

世紀の遺物を含み、14世紀から遺構が形成される。本調査も同様の遺構形成（陸地化）の傾向である。

北東隣の49次調査（福岡市埋蔵文化財年報31）では、銅熔解炉底とされるSH20が検出され、15世紀

代もしくは15世紀後半と位置付けられている。本調査の年代観では第１面第１期に対応する。SH20

は黄灰～灰色砂（地山）上の灰褐色砂質土（標高1.7～1.8m）で検出され、本来の検出面はさらに

40㎝上の標高2.1mであると報告されていることから、本調査第１面に対応する遺構と考えて矛盾は

ない。

　博多遺跡群は縄文時代晩期後半から砂丘上に形成された遺跡で、鎌倉時代以降、砂丘縁辺が埋め立

てられて都市化されてきた。博多遺跡群内の埋め立てを概観した大庭（2013）によると、文永・弘安

の役（1274・1281年）、鎮西探題設置（1284～1300年）など13世紀後半の博多は戦争状態に入って

おり、海側の砂丘Ⅲの開発よりも内陸側の砂丘Ⅱの拡大が推進されたとされる（大庭康時（2013）「中

世博多の地割りと地形変遷」福岡市史編集委員会編『自然と遺跡からみた福岡の歴史』福岡市）。本

調査地点では13世紀後半から14世紀にかけての遺構面（第３面）より下層は帯水層のため調査がで

きず、13世紀代の埋め立てについては不明であった。その上層の15世紀代の埋め立て（第２面下層）

が明確であり、黒色磨研土器か（SK023）や、黒曜石剥片（SK024）、奈良時代須恵器坏（SX091）など、

砂丘上堆積由来と思われる古い遺物は、いずれも16世紀以降に埋没した遺構に混入している。第１面

の小規模な埋め立て（SX099やSX061）は17～18世紀代で、黒田氏の治世下に行われている。

　第３面から第１面にかけての遺構構築の位置関係を整理すると、調査区中央東寄りの北西-南東方

向（長軸）の区割り（第３面の掘立柱建物とSD119、第２面のSD235、SX079・080石列、第１面の鍛

冶炉列）と調査区中央北東-南西（短軸）方向の区割り（第３面のSD186、第２面の石列SX307、第１

面の石基礎SD009の南面）が意識されていると考えられる。この認識が正しいとすれば、15世紀から

18世紀まで概ね同じ区割りが踏襲されていることになる。関連は不明だが、昭和34年の市内地図を見

ると、調査区の位置は東が中土居町、北西が片土居町、南西が川口町の町境に位置している。

　近世の博多鋳物師として、大田氏、礒野氏、深見氏、柴藤氏などが文献上知られる。本調査では、

金属器生産関係の遺構は15～16世紀代のもので、黒田氏入国より前のものと位置付けた。17世紀以

降に埋没した井戸や土坑から出土した遺物は、江戸時代の旧土居町界隈の金属生産に関係する可能性

があるが、詳細な検討は行えなかった。多量に出土した鉄滓の分析もほとんど行えず課題を残した。

　炉壁、羽口、坩堝、鋳型、鉄・銅滓などは第３面の14～15世紀代遺構からも出土しており、近隣

で金属器生産が行われたと考えられる。本報告では金属製品や鋳型の検討が一部にとどまっているが

（金属関係遺物の全体概要は第3・6・9表）、銅製仏具関係が目立つ傾向がある。調査地点の南東側は妙

行寺（蘆原道場）や大乗寺の比定地になっており、その関連性がうかがわれる。

　遺物については、「櫛田宮」銘鬼瓦の大片（39図160）が初出と思われる。「櫛田宮」銘瓦は軒丸瓦が、

70次（370集）・80次（448集）・172次（1086集）で、軒平瓦が70次・139次（807集）で出土して

いる。また、80次では櫛田宮の神紋の一つである花菱文を配した軒丸瓦が出土している。

　以上、発掘作業・整理報告作業ともに十分なものではなかったが、博多遺跡群第216次調査によっ

て、博多浜北西端の資料が新たに取得された。今後の博多遺跡群研究への寄与が期待される。



図　　　版

第１面調査作業風景





図版１

１．調査区東壁西北側土層（南西から）

２．調査区東壁中央土層（南西から）

３．調査区東壁南東側土層（南西から）



図版２

１．調査区西壁南西側土層（北東から）

２．調査区西壁中央土層（北東から）

３．調査区西壁北西側土層（北東から）

• l l― •山'~



図版３

１．調査区北壁土層（南東から）

２．調査区南壁土層（西から）

３．第３面下層確認



図版４

１．第１面全景（北東から）

２．第 1面全景（南東から）



図版５

３．SL048 炉底（北西から） ４．SL048 炉底塊

１．SL048 ほか（北西から）

２．SL048 南北土層（南西から）

--二二



図版６

１．SL050 断ち割り（北から） ２．SL045・SP046（北東から）

３．SL045 断ち割り（北東から） ４．SL056 断ち割り（北西から）

５．SL087 断ち割り（北西から） ６．SL085（南東から）

７．SL086（西から） ８．SP229（南東から）



１．SK060（南東から） ２．SK040（南東から）

３．SK024（北西から） ４．SK014（北西から）

５．SK007（北西から） ６．SK020（南東から）

７．SK062（南東から）　 ８．SK035（北西から）

図版７



図版８

１．SE017（南西から） ２．SE017（南から）

３．SE026（南西から） ４．SE012（北から）

５．SE005（南西から） ６．SE005 下層（南西から）

７．SE004・SK019・031（南東から）　 ８．SE004（北から）



図版９

１．SE027（西から）　 ２．SE027（東から）

３．SE006（南東から）　　　 ４．SK010（南西から）

５．SD009（南西から）



図版 10

１．３～ 12 区第２面全景（北東から）

２．１・２区第２面全景（北東から）

３．SD235（南東から）



図版 11

１．SK089（南東から）

２．SK089 土層（南東から）

３．SX054（北西から）　 ４．SX100 遺物出土（北から）



図版 12

１．SK233（北東から） ２．SK232（南東から）

３．SK088（北東から）　 ４．SK082（北西から）

５．SK083（南東から）　 ６．SX095（南東から）

７．SX099 木質遺物出土（北西から）　 ８．第２面下層 12 区銅堆積（南西から）



図版 13

３．SX061 ベルト下出土漆器（南東から）　 ４．SX058（北西から）

１．SX055 土層（南東から）

２．SX061 土層（南東から）



図版 14

１．３～ 12 区第３面全景（北東から）

２．１・２区第 3面全景（北東から）



図版 15

１．SB310（北東から）

２．SX158（北東から）

３．SK222 土器出土（南西から）



図版 16

１．SK267（南東から） ２．SK103（南東から）

３．SK165（北東から）　　　 ４．SK146（南東から）

５．SK118（北西から）　　 ６．SX161（南西から）

７．SD119（北西から）　　 ８．９区第２面下層出土銅銭（南東から）



図版 17

１．SK001

２．SK003

３．SK033

出土遺物１（縮尺不同）



図版 18

出土遺物２（縮尺不同）

１．12 図 22

４．21 図 64

７．24 図 86

９．SK002 出土炉壁

11．31 図 125 12．32 図 129 13．32 図 130 14．32 図 131

10．SK033 出土炉壁

８．SK001 出土炉壁

５．22 図 71 ６．24 図 90

２．19 図 45 ３．21 図 61
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図版 19

出土遺物３（縮尺不同）

１．33 図 140

３．38 図 155 ４．38 図 159

６．39 図 160

５．40 図 168

２．33 図 141
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図版 20

１．40 図 169

５．41 図 174

10．44 図 207

12．44 図 208 13．44 図 213

11．44 図 212

６．41 図 175 ７．41 図 177 ８．42 図 186 ９．42 図 187

３．41 図 176 ４．42 図 182

２．41 図 171

出土遺物４（縮尺不同）
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図版 21

１．45 図 221 （側面） （上面）

２．45 図 223 （側面） （上面）

３．45 図 224 （側面） （上面）

４．46 図 225 ５．46 図 226

出土遺物５（縮尺不同）
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図版 22

出土遺物６（縮尺不同）

１．46 図 227

３．46 図 230

６．47 図 235

９．53 図 251 11．60 図 331

10．53 図 258

７．47 図 236 ８．第２面下層１区 M28-2

４．46 図 232 ５．46 図 233

２．46 図 228
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図版 23

出土遺物７（縮尺不同）

１．SX158（58・60 図）

２．62 図 352

４．62 図 360

７．63 図 372

５．62 図 366 ６．63 図 368

８．63 図 375

３．62 図 356
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図版 24

外観画像（原寸）

資料No.383

資料No.386

資料No.382

資料No.386

資料No.387資料No.387

出土ガラス製品

資料No.381

資料No.383
資料No.385

資料No.386 資料No.387

資料No.382

資料No.384

2㎜ 2㎜

2㎜2㎜
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図版 25

1

5

111098

76

43

2

出土貝類・動物遺存体１

221917 21

2018

16151413

12

272524

23

26 28

35

3433

30

32

31

29

1.0 ㎝12

33 1.0 ㎝

1.0 ㎝1-11、13-32、34

外観画像（原寸）

資料No.383

資料No.386

資料No.382

資料No.386

資料No.387資料No.387

出土ガラス製品

資料No.381

資料No.383
資料No.385

資料No.386 資料No.387

資料No.382

資料No.384

2㎜ 2㎜

2㎜2㎜
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図版 26

27 カモ科足根中足骨 左             (№41  ２面下３区)

28 キジ科尺骨 右                   (№15  SX061北区)

29 ヒト側頭骨                      (№89  SD145北側)

30 ヒト大腿骨 右                   (№72  SP134) 

31 イヌ下顎骨 左                   (№78  SD119北区)

32 ウマ遊離歯 右                   (№43  ２面下2、3区)

33 ウマ肩甲骨 右                   (№105 ３面上3-6区)

34 ウマ/ウシ四肢骨                 (№10  SX069上層)

35 クジラ目下顎骨                  (№95  SX163ベルト)

36 クジラ目肩甲骨 右               (№101 SX199)

37 クジラ目椎骨                    (№94  SX163) 

38 イルカ類環椎                    (№47  ２面下2、4区)

39 イルカ類椎骨                    (№83  SK142)

40 イルカ類上腕骨 左               (№84  SD145)

41 イルカ類橈骨 左                 (№84  SD145)

42 イルカ類尺骨 左                 (№84  SD145)

43 イノシシ肩甲骨 左               (№45 ２面下４区)

44 イノシシ中手骨 右               (№56 ２面下７区)

45 ニホンジカ下顎骨 左             (№99 SK167)

46 ニホンジカ肩甲骨 左             (№79 SD186)

47 イノシシ上腕骨 右               (№51 ２面下５区) 

48 ニホンジカ鹿角                  (№1  SK001)

49 ニホンジカ中手骨 左          　 (№79 SD186)

50 ニホンジカ上腕骨 左             (№6  SD009下面)

51 ニホンジカ中手骨/中足骨(骨角器) (№76 SD119上層)

※()内は、検出箇所

424140

49484746

45

4443

5150

１ キクメイシ類            (№63 ２面下10区)

２ サザエ                  (№21 １面整地層北西区) 

３ ツメタガイ              (№50 ２面下５区)

４ アカニシ                (№50 ２面下５区)

５ ハマグリ     　　　　   (№21 １面整地層北西区)

６ サメ類椎骨              (№15 SX061北区)

７ ハタ科角舌骨+上舌骨 左  (№41 ２面下３区)

８ ハタ科角骨 左           (№33 ２面下１区)

９ ハタ科前鰓蓋骨 右       (№33 ２面下１区)

10 ブリ属主上顎骨 右　　　 (№82 SD231西区)

11 ブリ属角舌骨 右　　　　 (№76 SD119上層)

12 アジ科稜鱗              (№25  SX092)

13 ヘダイ前上顎骨 左       (№70  ２面下2、12区) 

14 マダイ前頭骨            (№82  SD231西区)

15 マダイ前上顎骨 右       (№22  １面整地層北西区)

16 マダイ間鰓蓋骨 右       (№22  １面整地層北西区)

17 マダイ腹椎              (№82  SD231西区)

18 タイ科角舌骨 左         (№41  ２面下３区)

19 タイ科上舌骨 右         (№41  ２面下３区)

20 マグロ属椎骨            (№64  ２面下10区)

21 フグ科前上顎骨 右 　    (№34  ２面下１区)

22 フグ科歯骨 右　　　     (№44  ２面下2、3区)

23 カメ類背甲骨板          (№91  SX158)

24 カモ科上腕骨 右         (№103 SK222)

25 カモ科橈骨 左           (№22  １面整地層北西区) 

26 カモ科大腿骨 左         (№25  SX092)

1.0 ㎝36-51

39

36 37 拡大
38

出土貝類・動物遺存体２
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発掘原因

市町村 遺跡番号

はかたいせきぐん

博多遺跡群

ふくおかし

福岡市 
はかたくかみかわばたまち

博多区上川端町

40132 0121 33度35分43秒 130度24分29秒

20171010

～

20180330

392 記録保存調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

博多遺跡群

第216次調査

集落 14世紀
自然流路、土坑、溝、

掘立柱建物

陶磁器、土師器、土師質

土器、瓦質土器、土製品、

石器・石製品、金属製品、

金属器生産関係遺物、ガ

ラス製品

銅製品生産関係遺物

仏具

集落 15世紀 埋立土

陶磁器、土師器、土師質

土器、瓦質土器、瓦、土

製品、石器・石製品、金

属製品、金属器生産関係

遺物、ガラス製品、骨角

製品、木質遺物

「櫛田宮」銘鬼瓦

仏具

集落 16世紀
石積遺構、鍛冶炉、

長方形炉底、土坑
鉄製品生産関係遺構

集落
17世紀以降

（近世）

土坑、井戸、石基礎

建物、大型廃棄土坑

陶磁器、土師器、土師質

土器、瓦質土器、瓦、土

製品、石器・石製品、金

属製品、金属生産関係遺

物、ガラス製品、骨角製

品、木質遺物

石基礎建物

要　約

 216次調査地点は、博多遺跡群の中央北西端、南西に那珂川河口を望む砂丘の縁辺部に位置

する。北東側で49次調査が、北西側で72次調査が行われ、15・16世紀の金属器生産関係遺構・

遺物が確認されている。

　本調査地点では、13世紀代までは陸地化することなく河成堆積層が形成され、13世紀後半

から14世紀代にかけて土坑や溝SD186、掘立柱建物SB308・309・310が構築される。15世紀代

には大規模な埋め立て（第２面下層堆積土）が行われ、その上面で石積遺構SK089や鍛冶炉、

精錬炉の可能性がある長方形炉底SL048、床・壁に暗黄灰色粘土を貼る方形土坑などが構築

される。17世紀には土坑や井戸が構築されるとともに、18世紀にかけて調査区中央部で小規

模な埋め立てが行われ、上面に方形の石基礎SD009が構築される。井戸の一部は近代に埋没

している。

　遺物では、銅・鉄製品生産に関係する炉壁、炉底、羽口、坩堝、鋳型、鉄滓、銅滓、鉄釘、

銅銭などが比較的多く出土した。また、銅製仏具やその鋳型、「櫛田宮」銘鬼瓦なども出土し、

本地点が宗教関連の居住や生産に関わる地域内であったことがうかがわれる。
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